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「ふう、やっと自由時間だね。二人とも、どうする？」

　非常に気き疲づかれする魔王陛下との会談を終えた僕──深み澄すみ真まことは、用意された部屋に戻って一息吐ついた。

　僕は今、クズノハ商会の代表ライドウとして、従者の澪みおと識しきを伴ともなって魔族領を訪おとずれている最中だ。

　やー、それにしても凄すごかった。まさに魔王様だね。

　お子さん達も四人とも、にこやかーな雰ふん囲い気きで話を振ってきたけど、常にこちらが答えた以上の何かを見られていたような……。

　かといって、一方的に質問攻めに遭あうわけでもなく、こっちの質問にはすんなり答えてくれる事が多かった。

　外出にしても、護ご衛えいとか監視とかなしで、あっさり許可してもらえたし。

「私としましては、少々ロナと話をしておこうかと」

　そう答えたのは、識。長身で、長い赤毛を後ろで結むすんだ好青年といった風ふう貌ぼうだ。

「ロナと？　あ、そっか……識は彼女と元々知り合いだったね」

「ええ。別に旧交を温めるわけではありませんが。どうもアレは、こちらを不必要に警戒しているようですから。宴うたげまでまだ時間がありますので〝誤解〟を解いておきます。魔王から先ほどの会談の内容は既に伝わっているでしょうし、行動は早い方がいいかと」

　誤解？　ロナに危き惧ぐを抱かれるような事をした覚えは特にないけど。

　そうなりそうな芽がある、って意味かな。

「……そう、か。じゃあ街に出たりはしないね？」

「はい、それは後日ゆっくり」

「澪は？」

「早速街に行って参ります。面白くて美味おいしそうな所がいくつかありましたので」

　澪の声は弾はずんでいる。

　歓迎パレードの最中に澄すまし顔をしていたかと思えば、さり気なく周囲の店をチェックしていたというのだから、凄い。

　よく役者さんが緊張している時に〝客をじゃがいもだと思え〟とかなんとか言われるそうだけど、澪からすれば、あれだけの数の魔族や亜人でもじゃがいも同然……いや、芋いもは食べ物だから、ひょっとしたらそれ以下だったのかもしれないな。

　どちらにしても、その図太い精神は見習いたい。

　澪は今回の遠出に断固一緒に行くと言って聞かなかった。

　先日帝国を訪問した時は、彼女が亜あ空くうの事を見ていてくれた。だから、今度は自分がお供する番だって力説していたな。

　まったく、子供かと。

　そんなわけで、もう一人の従者、巴ともえは亜空でお留守番だ。

　巴も巴で、なんか帝国から帰ってきてから上機嫌で、澪の言葉に反論一つなく留守番を快かい諾だくしていたし。

　もっとも、何か用事もあるらしいので、元々同行しないつもりでいたのかもしれない。

　僕としては識に二回も同行させたのが少し心苦しい。でも一番安心して一緒に来てもらえるから、つい……頼っちゃうんだよなあ。

　とはいえ、彼だけでも残しておけば、ロッツガルドで僕が受け持っている講義をわざわざ休講にしなくてもなんとかなった気がする。

　ちょっと反省だね。

「食べ歩き、か。夜は宴会を開いてくれるみたいだから、あまり食べすぎないようにね。それと、特に向こうから護衛が付くとは聞いてないけど、もし誰かに尾つけられても、乱暴な対応は控ひかえる事」

「はい、心得ています。撫なでるだけにしておきますわ。でも、もし心配していただけるなら、若様もご一緒しませんか？」

「僕？　行きたいんだけどね。どうせだから、先にルトのお使いを済ませちゃうよ」

　冒険者ギルドのマスターを務める上位竜──万ばん色しょくのルト。あいつからちょっとしたものを預かっている。

「ルトの……？　ああ、例の卵ですか」

　澪は少しだけ考える素そ振ぶりを見せ、思い至る事があったのかポンと手を合わせた。

「うん、正解。紅あか璃りの卵」

「そうですわ、でしたら私もそちらに一緒に行っ──」

「あー、それは無理。なんでも、昔の澪がちょっとだけ〝やらかした〟場所の近くみたいでね。何かあるといけないから」

　黒髪和服美人といった外見の澪も、僕と契約する前は災さい厄やくと呼ばれた大おお蜘ぐ蛛もだったからね。

「昔の私が……」

「まあ、さっさと終わらせて戻ってくるよ。さっきの会談で聞いた話だと、片道で何時間もかからない所みたいだし」

「確か、北に数日と言っておりましたな。先日の白しろの砂すな海うみと似たような感じだとすると、若様なら数時間で行って、帰りは霧を使えば十分でしょう」

　識が補足してくれる。

　前回と違って今回は守もり役やくなる方々がいるので、そこまで配達すれば任務完了だ。

　今回、ルトは先方に直接根回ししたようで、魔族には特に話をしていないとの事。

　魔族からすると、僕がその場所に行きたいと言い出すとは予想していなかったらしく、訪問の件を伝えたらキョトンとされた。

　まあ、魔族の領内にある地名を外から来た僕が口にすれば、不思議がるだろうね。

「では仕方ありません。残念ですけど、今日は新レシピ獲得に励みますわ。後、亜空の者へも何かお土産みやげを探してみましょうか」

「それはいいね。美味しい店があったら、後で僕にも教えてよ。お土産になりそうな物もね」

「はい！　食べ歩き、是ぜ非ひいたしましょう」

「それじゃ、行ってくる」

　部屋の窓を無む造ぞう作さに開けて、ベランダに出る。

　眼下の中庭は、幻想的な光でライトアップされていて凄く綺き麗れいだ。

　でも僕はそっちではなく、上を見る。

　真っ暗な空を。

「いってらっしゃいませ、お早いお帰りを。雑事を済ませてお待ちしております」

「お風邪かぜを召めされないでくださいね」

　二人の言葉を背に受け、バルコニーみたいな広い空間のあるベランダを蹴ける。空中に魔力を固め、それを足場にしてまた蹴る。

　そうやって暗い空を駆け上がっていき、都を覆う結界を出た。

　周囲は全方位が風と雪と闇が支配する世界。

　目的地の方向を確かめて、彼方かなたに一つ、目印のマーカーを設置する。

　目では見えないけど、感じる。

　これで吹雪の中でも方向を見失う事はない。

　部屋にはちゃんと帰還用の霧の門を作るための下準備も完了している。こっちは戻ってきたら片付ければいい。

　さて、目指すは氷原の火山。間違いなく秘境だ。

「瑠る璃りの火山か。やっぱ、名前の通り青いんだろうか？　綺麗な所だと見み応ごたえもありそうなんだけど」

　少しばかりの期待を抱きつつ、僕は吹雪ふぶきの中に飛び込んでいった。
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　魔術がなかったら確実に遭そう難なんしているだろうな、と思う雪嵐の闇の中。

　既にさっきまでいた都の光は、まるで見えなくなっていた。

　瑠璃の火山とやらも、帝国の秘境、白の砂海と同じくらい過か酷こくな環境に違いない。

　暑い寒いの違いはあるし、向こうはトラップが一杯で、こっちは自然が猛もう威いを振るってるって差はあるにしろ、どちらもとんでもない所だと思う。

　しかし、紅璃ってのは炎を司つかさどる竜らしいのに、なんでこんな寒い所にいるんだろう。

　火山だから実際にいる場所は寒くはないのかもしれないけれど、外はコレだよ？

　どうも、居場所のイメージが合わない。

　以前戦った竜殺しのソフィアは紅璃の力を使っていた。あの時の様子から想像すると、紅璃って空を飛んで火を吐く竜なんだよね。

　レーザーみたいな熱線？　火線？　を吹く火竜。

　ファンタジーの象徴でもあるドラゴンの、王道中の王道を行くような竜だ。

　レーザーはいきすぎているものの、まさにレッドドラゴン。

　大空を舞う雄大な姿を見てみたいという気持ちはある。

　でも、今は卵だからなあ。

　チラッと布袋を見る。

　仮にドラゴンの成長が早いとしても、多分僕の生きているうちには見られないだろうなあ……。

　ソフィアめ、余計な事をしてくれたもんだ。

「おお、あれか？」

　ぼんやりとピンクの靄もやみたいなものが視界に入った。

「距離的には……きっとあれだよな。でも真っ赤だよ？」

　更に何度か空を蹴ると、氷原に似つかわしくない、真っ赤な光が見えてきた。

　近付くと、そこには全体が宝石のルビーみたいに煌きらめいた、一ひと際きわ高い山があった。

「これだったら、瑠璃というよりも紅こう玉ぎょく火山みたいな名前になっていそうだけど……うーん？」

　少なくとも、無名の場所って事はないと思う。

　目立つし、〝ただものじゃない感〟がある。

　とりあえず、着地。

　足元も赤くてキラキラしている。

　これが全部ルビーだったら凄いよな。億万長者間違いなし。

　それらしい色のガラスかもしれないけど……いや、それでも凄い。

　うん、瑠璃の火山（仮）、見応えは十分。

　後で少し採取してみようか。

　経験はないけど、南の海でつい貝かい殻がらを拾ってしまう人の気分は、こういうものなのかもしれない。

　僕の場合、ちょっとだけ欲に動かされたところはある。

「ここが本当に瑠璃の火山なら、誰かが住んでいるはずだよね、と」

〝界〟を探索に回して、一気に山全体まで範囲を広げる。

　隠いん蔽ぺいが解けた事で、僕の魔力を実体化させた魔力体が多少可視化してしまうし、魔力自体も漏れ出るけど、それは仕方ない。

　まだまだ百パーセント魔力を固定化したり、完全に消しょう耗もうなく循じゅん環かんさせたりするのは無理。それができれば永久機関だもんな。

　まあ、目指すところとしては悪くない。

　問題があるとすれば、常時魔力体を可視状態で展開してると、多分人が寄りつかなくなるだろうって事くらい。

　後ろに幽ゆう霊れいみたいな人影が見えるんだから、一日に何回「貴方あなた、憑つかれてますよ」と言われるか分かったもんじゃない。

　目に見えて面倒。絶対に嫌だ。

　雑然とそんな事を考えながら、周囲を窺うかがっていると、山の中腹あたりに横穴を発見した。

　その奥に、百人には満たないほどの命の反応がある。

　亜人か魔物だな。

「いた。向こうに洞どう窟くつね、なるほど」

　よし、行こう。

　特に罠わなはなく、魔物も出ない。

　ここに来るまでの道中、僕の不注意で真正面から相対しちゃった大きめのフロストドラゴンをはたき落とした事を除けば、特に戦闘らしい戦闘はせず、ほとんど敵を振り切ってここまで来た。

　でもエンカウント率だけなら実はそれなりに高かった。

　全部相手をしてたら、死し骸がいが目印になってどこからどこへ移動したのか分かるくらいには遭遇してる。

　それに比べれば、むしろここは安全だな。

　守役達がそれなりに巡じゅん回かいして安全を確保しているのかもしれない。

「おっと……へぇ」

　横穴のある場所に到着し、特に躊ちゅう躇ちょもせず中に入る。

　少しして、様子が変わった。

「なるほど、それで瑠璃ね」

　周囲を見て、思わず言葉が漏れた。

「中は真っ青とはまた……」

　外は赤で、中は一面の青。

　綺麗だけど、観光までが限界だ。

　……残念ながら、周辺環境を含めてここに住みたいとは思わない。

「あ、お迎えかな？」

　しばらく進んだところで、こちらに近付く存在を感知して、足を止める。

　一人だ。

　特に魔術を行使している風でも、攻撃態勢を取っている様子でもない。

　しかし、青いな。

　一面がネオンに包まれているようで、なんだか落ち着かない。

　青い光は安眠効果があるとか聞いた覚えがあるけど、ちょっと疑わしくなる。ガセだったのかも。

「……名をお聞かせ願います」

　目の前に現れたソレは、僕を見て微かすかに動どう揺ようした。

　それでも言葉を発し、自己紹介を求めてきた。

　驚くべき事に、共通語で。

「ライドウと申します。ルトの依頼を受けて、上位竜紅璃……様の卵をお持ちしました」

　危ない危ない、〝様〟をつけ忘れるところだった。

　グロントのもとに卵を届けた時に失敗した事を教訓に、少し慎しん重ちょうにやろうと思ってたのに。

　出てきた人（？）がちょっと不思議だったから、つい。

　彼らを一言で表現するなら、スライム？

　青いジェル状の半固形物が、人の形をしている。

　頭部には一応顔らしき凹おう凸とつはあるけど、なんと言うか……。

　体のラインから判断するに、どうやら女性らしい。

　彼女は服を着ていないから、今僕は素っ裸の人と話している事になるんだけど、いかんせん向こう側まで透すけ透けなので、性的な興味が一切湧かない。

　凄く失礼な意味で、〝紳しん士し〟でいられる。

　流石さすがにこのレベルに欲情するのは相当な強つわ者ものだと思う。

　帝国の勇者、智とも樹きでも多分……いや、周りの人を片かたっ端ぱしから魅み了りょうしているあいつなら、案外見境なくいくか？

　……って何を考えているんだか。

　とにかく、すみません。

　ついでに、ルトからの情報が確かなら、昔澪が皆さんを絶滅寸前まで追い込んだそうだから、その件も含めてすみません。

　心の中で謝罪を繰り返す僕に、スライム人（仮）が問いを発した。

「そちらが、アズマ様でしょうか？」

　アズマ？

　その言葉を聞いて、一瞬、鼓こ動どうが跳ね上がる気がした。

　懐かしい名前だ。同級生で、弓道部の部長で、そして……。

　ショートヘアが似合う彼女の顔が脳のう裏りに浮かび上がってくる。

　でも、彼らから出たその名前が、僕の知る人のものとは思えない。

　心を落ち着かせる。

　視線を辿たどると、スラ子さん（仮）は卵を見ている。

　もしかして……。

「……失礼、そちらが紅璃様でしょうか」

　僕の困惑を感じ取ったのか、彼女が言い直した。

　やっぱり、竜の名前だったか。

　アズマって言うんだ。

　親しい知人と同じ名前だから、ちょっと親近感が湧いた。

　日本人に会うどころか、名前を聞いただけでこんなに反応してるようじゃ駄だ目めだな。

　大体、名前は同じでも、こっちのアズマはルト曰いわく男だって話だし。

　考えてみれば、上位竜って男四人（匹か？）で、女三人なんだな。

　……いや、待てよ。結局ルトはどっちなんだ？　今は男だけど、元は女だから、女の方が多いのか？

　前に僕の子供がどうのと言っていたし、女にもなれるはず、って考えると……。

　うん、間あいだを取ろう。

　上位竜は男三、女三、他一名でいいや。

「あの……ライドウ、様？」

　いかんいかん、スライム人が心配そうに首を傾かしげている。

「あっ！　はい、そうです紅璃様です！　すみません、ちょっとボーっとしちゃって」

「お疲れなのですね。無理もありません、ここまでの道のりはどのルートも過酷ですから。後ほど体を休められる場所にお連れしますが、まずは卵を……よろしいですか？」

　背負っていた袋の口を彼女にも分かるように開き、中から卵を取り出す。

　それを見た瞬間、スライム人に明らかな畏い敬けいの感情が浮かんだ。

　流石は守役。卵でも分かるんだ。

「確かに、確認いたしました。疑いを持った失礼をお許しください。どうぞ、ここよりは我々紅璃様の守役がご案内いたします、ライドウ様」

　良かった、今回は何事もなく終わりそうだ。

　あ、そうだ。

　ここの青いのと、外にある赤い鉱こう物ぶつを少し持って行っていいか、この人達に聞いておこう。

　あと、ルトから僕についてなんて聞かされているのかも。

　……あの変態に易やす々やすと踊おどらされるつもりはないからな。

　僕もグロントの時みたいな無む益えきな戦闘はごめんだ。グロントさん、多分最後の方はいじけてたしなあ……。悪い事した。

　我ながらのんびりしているとは思うけど、ちょっとずつは前に、ね。

　二つ目の卵配達を無事に終え、若干の安あん堵どとともに、僕は秘境の景色を満まん喫きつした。
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　思っていたよりも時間が経たっていた。

　危うくスライム人の宴に連れ込まれて、そのまま宿泊する羽は目めになるところだったよ。

　時を忘れさせる神秘的な光景というやつには、落とし穴があると思う。

　こういう絶景は、時間がある時に見るべきなんだな。いつか時間を作って皆と来よう。

　魔族の宴会には間に合ったけど、予定していたより一時間以上も帰りが遅くなってしまった。

　僕は今、魔族の都に戻って、割り当てられた部屋でドワーフ製の礼服に着替えたところ。

　最近いつものジャケットを着ていけない場が増えたから、パーティとか式典に出られる服をドワーフに作ってもらっていた。

　今思えば、なんでオークに頼まなかったのか。

　ドワーフにお願いした時点で、防具的性能も追及されるのは目に見えていたというのに。

　結果、完成まで相当の時間を要し、間に合わせで何度か店で服を買ったりもした。

　それらは今や漏れなくタンスの肥こやし。

　ちょっと勿もっ体たい無ない。

「では紅璃の卵は無事に届けられたのですね、上首尾だったようで」

　控え室の椅い子すに座り、リラックスした様子の識が言う。

　澪はまだ戻ってきていない。

　魔族側からは当初、三人それぞれに部屋を用意すると申し出があったんだけど、別れると亜空に戻ったりなんなりが面倒臭いので、一部屋で良いとこちらからお願いした。

「いや、宴会を断ったから、少し気分を害しちゃったかもしれない」

「その程度なら別に構いませんとも。大体、自分達が崇あがめる対象を届けてくれた相手を、宴会を断ったくらいの事で悪く思ったりはしないものです」

「……だといいけど。僕の方も、多分これっきりで深く付き合う相手じゃないと思ったから、少し適当だった部分は……ね」

　なんとなく、言い訳めいた言葉を口にする。

「事実、この辺りで個別の集落を回らせるとなると、使いとしては森もり鬼おにどもでも厳しいでしょう。チームを組むならともかく、一人ではちと危険かもしれません。そういった意味でも、今後もそういった種族との関わりは深くならないかと」

「ただでさえ人手は足りていないんだから、森鬼にそこまでさせる気はないよ。たとえこの都に商会として品物を持って来るとしても……識か巴に管理してもらって、精々月に何度かってとこじゃない？　流石に店は出さない方がいいだろうし」

「あの手この手で魔族は出店を求めてくるでしょうが……」

「その時は丁重にお断りするよ」

「それが無難でしょう。ところで、今日の席次についてですが」

「席次？　ああ、座席表ね。ええと……」

「私達はここですね」

　識は、僕達が座る場所を指し示す。

「ああ……ん？　結構魔王に近いね。これは一応歓迎されてるって事？」

　また何かアピールしているんだろうか。魔族に加担はできませんよって伝えたつもりだけど……。席次なんてそもそも、純粋に自分達の席を確認する以外に僕に見方なんて分からない。込められた意味合いについてはさっぱりだ。

「歓迎のレベルとしては相当なものです。間違いなく国こく賓ひんとして扱われているかと」

「こ、国賓……。たかだか商人の僕らが、国の大事なお客さん？」

「あちらは言い出さないでしょうが、そのようです。流石は魔王ゼフと言うべきか、若様から何か感じ取ったのでしょう」

「物凄い挨拶地獄が来るかな？」

　今から胃が痛くなる。

　ロッツガルドの学園祭ですら、結構いっぱいいっぱいだったというのに。

「いえ、逆にないかもしれません。この席ですと、魔王との歓談が優先されるかと。仮に会話に入ってくるとしても、側近の魔将か、先の会談に同席した者らでしょうか」

　識の言葉に違和感を覚える。

　魔将はともかく、同席したのって魔王のお子さんだろ？

　だったら、もう少し別の言い方があるような気がするんだけど。

「同席した者って、識……魔王のお子さんなんだから、王子様王女様でしょ？」

　……うーん、魔将とあの王子様方か。

　十分、気疲れするな。

　どんなに爽さわやかに、優しそうに笑っても、それをする人によっては笑顔だってプレッシャーになると理解してくれ。

　彼らがそれを分かってやってるんだったら、耐えるしかないんだろうけどね。

　僕から笑わないでくださいとは言えないし。

「おや、ああ、そうでした。若様はご存知ありませんでしたね」

「ん、何？」

　席次の事も含めて識が色々知っていてくれて、本当に助かる。

「魔族は次の王を能力で選びます。選出の過程には多少権力なども影響するかもしれませんが、結果として実力に長たけていないと魔王にはなれません」

「うん」

「その次期魔王の卵を、魔族は魔王の子、と称するのですよ」

「……？　それって、王子様や王女様って事と何が違うの？」

　兄弟に派は閥ばつができるけど、実力重視ですよって言っているだけな気がする。

「申し訳ありません、言葉が足りませんでした。血筋などとは無関係に集められた数百人の有望な子が、魔王となるべく王の教育を施ほどこされます。その集められた子が皆、〝魔王の子〟なのです。次代の魔王はその中から選ばれます」

　……え？　それって、つまり。

「あそこにいたのは魔王の実の子じゃない？」

「おそらくは。四人まで絞しぼられているので、次の選考で魔王が決まるのかもしれません。もちろん、王にならなかった三人にも相応のポストを与えられ、次代の魔族を王とともに導く役割を担にないます」

　凄いな。血筋はまったく関係ないんだ。

　有望なら幼少から家族のもとを離れて、魔王の子として磨かれるのか……。

　そりゃあ、優秀な人材が育つね。

　育つだろうけど……そこまでするのかって気もする。

　力さえあれば、才能さえあれば、家庭も本人の事情も無視──とでも言われているような、嫌な感じもした。

「とことん、能力主義だね。魔族って」

「ええ、そうせねば生き延びられなかったのかもしれませんが、確かに極端ですな」

「いくら結果が出ていたとしても……亜空には持ち込みたくない考え方、かな」

「……他所よそは他所。亜空うちは亜空です、若様」

「だね」

　識の言葉にしみじみと頷うなずく。

「若様！　案内の者が来ましたわ！」

　突然響く女性の声。

「澪、お帰り。迎えが来たって、ぎりぎりじゃないか。戻ってくるの遅いよ」

「堪たん能のうして参りました。全て計算通りですわ」

　門限まではまだ一分ある！

　なんて言い出しそうだな。

　……僕も結構そういうタイプだったから、懐かしい。

「……はいはい。それじゃ、行こっか」

『はい』

　駆け込み乗車よろしく、直前に戻ってきた澪の言葉通り。

　その後すぐに案内の人が来た。

　間違いなく、今のところ澪が一番この旅を楽しんでるな。
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　催もよおされた宴が立食形式じゃないおかげで、結構助かってる。

　雰囲気としては結婚式の披ひ露ろう宴えんみたいな？

　ちょっと形式張ってるものの、明るい感じの宴会だった。

　もちろん、新郎新婦はいなかったけどね。

　時折出し物の踊りやら一芸披露の余興があったり、宴会用の物凄い大きさの料理が取り分けられたりして、澪も識も楽しんでいる。

　思ったよりも気を遣つかわずにいられて、僕も十分に楽しい。

　魔族の配慮に感謝だ。

　ただ、魔王やそのお子さんの視線は結構頻繁に感じる。

　ホストとして客の様子が気になるのは当たり前だし、仕方ない事だと思いながらも、そのせいで小さな緊張は持続していた。

　魔王からもことあるごとに話を振られる。

　ただ、会場にいる他の人──多分魔族の貴族とか軍の偉い人──からは、見られはしても話しかけられていない。好奇や好意、戸惑いに……ほんの少しの敵意。視線の種類は様々だった。

　概おおむね識の読みが当たったみたいだ。

　結構距離があるからだとしても、こちらは素す直なおに嬉うれしい。

　ただ、ちょっとしたトラブルもあった。

　僕らが宴席についた時の事だ。

　四魔将の集まったテーブルで、一人の魔将がいきなり立ち上がり、澪を凝視してぶるぶる震えたかと思うと、彼は何も物言う事なく、すぐに泡を吹いて後方にぶっ倒れた。

　ケリュネオンの砦とりでを守っていた魔将レフトだ。

　まあ、彼の下半身は蛇へびだから、立ち上がったという表現が適切かどうかは……ってそれはどうでもいい。びよーんと全身が伸びて……うん。やっぱりどうでもいいな。

　彼は澪に散々遊ばれて、幼児退行してしまったんだけど、以前、神様ご一行が亜空を訪れた時に、アテナ様が治ち療りょうして記憶を消してくれた……はずだった。

「なんていうか……記憶は消えても、こびり付いたトラウマは残ってたって事かな」

　彼の心は恐怖を拭ぬぐえずに底に残していて、それは苦手意識程度のトラウマではなく、重度のＰＴＳＤだったと。

「……そのようで。少々驚きました」

「失礼ですわ。人の姿を見て泡を吹くなど」

　笑いを噛かみ殺す識を見て、澪が唇くちびるを尖とがらせる。

「……神様も万能じゃあないって事だよね、うん」

　当然、一時、場は騒そう然ぜんとなった。

　真相を知るのは僕らのみ。

　レフト自身もその理由は分からないだろう。

　記憶がないなら別に気にする事もないかと甘く見積もった事を、心の中でレフトさんに詫わびておいた。

　なので、魔将のテーブルには三人しかいない。

　四つ腕の巨人イオに、角がない女魔将のロナ。一心不乱にご飯食べてる人は見た事ないけど、四人いるうちの最後の一人なんだろう。

　見た目はヒューマンっぽい。

　亜人だと思うが、強さ自体はそれほどでもなさそう。

　て事は、ロナみたいな策を巡めぐらせるタイプが他にもいるって事か。

　それも嫌だな。

「まあまあ、澪殿。手の込んだ料理も数多く出ておりますし、こうして歓待を受けているのですから」

「……そこは嬉しいですよ？　でも、それとこれとは話が別でしょう？　私のどこが卒そっ倒とうするような化物だというのですか」

　レフトの反応がご不満の澪を、識が宥なだめる。

　さっきの場面だけ切り取れば澪のお怒りはもっともだけど、その前に彼女がした事を考えると、スリッパで頭をはたいて突っ込みたいところだ。

　もっとも、レフトを魔族側に戻したのはお前だろと、次に僕が後ろから突っ込まれそうな気がするのでこれ以上はノーコメント。

「ライドウ殿、どうかな今夜の宴席は？　見たところ楽しんでもらえていると、勝手に喜んでいるが」

　少しへそを曲げた澪を気にしたのか、魔王が僕に話しかけてきた。

「ええ、素す晴ばらしい席をありがとうございます。我々も十分に楽しんでおります」

「従者の方は、何か思うところがあるようだが……」

「いえ、レフト殿の様子が気がかりだと話していただけです。あの、彼の容よう態だいを伺うかがっても？」

「む、レフトの件で気を揉もませていたか……。いや、申し訳ない。悪夢でも見ているのか、まだうなされていると報告が入っているが、命に別状はなさそうだ。ご心配いただくほどではないよ」

　あー、どうしよう。

　何かの話のついでにケリュネオンの事をさらっと言ってしまおうかと思ってたんだけど、レフトの一件があるからどうも切り出しにくい。

　なんであの日、あの時に限ってケリュネオンにいたかね、レフトってのは。

「……」

　う、魔王が何やらこちらを見ている。

　仲間になりたそうに──じゃなくて、何かを企たくらんでいそうな柔にゅう和わな笑みで。

　勘違いだと思いたいけど、経験上これは何かある笑みだ。

「あ、あはは。重病などではなくて、その、安心いたしました。はい」

　つい、笑いが引きつってしまう。

「そうだ、この後メインの料理まではまだしばし間がある。ライドウ殿さえ良かったら、少し……付き合ってもらえんか」

「付き合う、とはどちらまで？」

「すぐそこだよ。バルコニーになっておる。ちと速いペースで飲みすぎてしまってな、一度夜風に当ろうと思うのだ」

　そう言って、魔王はちらりと窓の外を見やった。

　バルコニーね。

　まあ、そのくらいなら。

　識を見ると、小さく頷いて同意してくれた。

　大丈夫そうだ。

「分かりました。喜んでお付き合いします。私も少し顔が火ほ照てってますし」

「うむ。城から見る夜景もまた美しいぞ。と言っても、一年の大半が夜だがな、この都は。はっはっは!!」

　魔王に促うながされて席を立つ。

　──っと。少しふらつくな。

　甘いのも辛いのも、魔族の酒はどれも結構度数が高くてキツイのが多い。寒い土地だからなのかな。

　こっちの酒に慣れると、ロッツガルドで水割りなんか頼んでも、酒として飲めないかもしれない。ジュースみたいに感じそう。

　あっちの流行はやりは、蒸じょう留りゅう酒しゅに果汁や果実のシロップの類たぐいを加えたカクテルだから。

　お酒としてはともかく、あれはあれで美味しい。

　魔術で酔いを醒さましてしまおうとすれば一瞬の事だけど、折角楽しく酔ったのにそれは勿体無い。

　大した酔いでもなかったから、魔王の後についてバルコニーに出る。

　そこには誰もおらず、僕と魔王の二人だけ。

　後ろで戸が閉まる音がして、宴の喧けん騒そうも一段遠く聞こえるようになった。

　吹き抜ける風は強すぎず弱すぎず、若干火照ってきた頬ほおに気持ちが良い。
















「どうかな、都の夜景は？」

「綺麗ですね。ぼんやりとですが、色とりどりの灯あかりが、何故なぜか優しく感じます」

「優しく、か。ふふふ、魔族からは絶対に聞けぬ感想。新鮮だ」

　魔王はおかしそうに笑う。

　色々な感情の滲にじむ笑いだった。

　見たところ、彼はそれほど酔っている様子ではない。酔い覚ましってのは、僕を連れ出す口実だったのかも。

「私などの意見で笑ってもらえれば」

「……もう一度、帰る日にでも同じ景色を見て感想を聞きたい」

「……はぁ」

「明日、明後日と、ライドウ殿には魔族を見て、そして我らを理解してもらいたい。願わくば良きところも悪しきところも」

　自分達の社会の長所も短所も見せるって意味かな。

　それで、最後にどう感じたのかを聞きたい。多分、そんなところ。

「魔族の皆さんの生きる力と知恵に満ちた、素晴らしい都だと思います」

「そうか……実はな、騙だましていたわけではないが、ここは首都としての機能を持つ都では、ない」

「え？」

「正確には、そうでなくなった」

「遷せん都とをなさったのでしょうか？」

「その通り。考えてもみよ。多くの領土を得た魔族が、これほど過酷な場所に都を構え続ける必要はないであろう？」

　……確かに。

　魔族が現在得ている領土についての情報は、エリュシオン以北は結構曖あい昧まいだし、ヒューマンには地図もないから、僕には分からないけど。

　少なくとも、ここよりはまともな環境の土地があるよね。

「はい。仰おっしゃるとおりです」

「うむ。実際、今は海沿いに港を有する大都市を築きずき、これに首都としての機能を持たせて国の中心としている。余よも普段はそこにおる」

　港がある？　だったら、なんで僕らは吹雪の中を何日も歩かされたんだ。もっと移動が楽な場所があるなら、そっちの方が良いじゃないか。

　……無む茶ちゃ苦く茶ちゃ遠いとか？

「ならばどうしてここに呼んだのか、と思っておるだろう？」

　こちらの心の内を見み透すかしたかのような、魔王からの質問。

「うっ、はい……。少し」

　なんで考えている事が分かるのか。

　表情に出てたかな。

　できるだけ感情を出さないように心がけているんだけど。

「ライドウ殿は、わざわざ難しく感情を消そうとしているのだよ。読まれたくないのなら、感情は消すのではなく、隠す事だ。無理に押し殺そうとすれば、不自然にもなる」

「そ、そうですか」

「先ほど余が楽しいかと聞いた時もそう。上うわ辺べに笑みを浮かべておけば済むのだ。無表情のままでいようとする必要はない。何より自然に、上手うまく笑えるようになる事だ。それである程度の事は隠し、取り繕つくろえる。そしてそれは学べるものだ」

「ありがとう、ございます」

　なんで魔王にこんな事を指南されてるんだろうな。

　でも、上手く笑う、か。

　簡単に言ってくれるけど、難しいんだよなあ。

　状況によっては、どうしても引きつる時がある。精しょう進じんしないとな。学べる、つまり素養じゃなく努力で身につけられるって言われてるんだし。

「なに、ほんの手ほどきにもならぬ事。貸しにする気もない。ああ、都の話の途中であったか。この都はな、我らの歴史の詰まった場所なのだ。そして長らく魔族の全てだった場所でもある。だからこそ、ライドウ殿に魔族という種をお見せするのなら、この都でなければならぬと思ったのだよ。わざわざ厳しい路みちを来てもらったのはそのためだ」

「歴史……」

「そう、歴史だ。今も、ここで生まれた多くの慣習が我々の中で生きている」

「……たとえば、お子様の件でしょうか」

　識から聞いた事を思い出して、質問してみる。

　血が繋つながってなくても優秀なら、王の候補として扱うんだっけ。

「……誰ぞから聞いたか。そう、王を決める方法もここで生まれた、と記しるされている。口の軽い部下がいたようだな。困ったものだ」

「いえ、従者が偶然存じておりました」

　本当に口が軽い人がいたのかもしれないが、識からも澪からもそんな話はまだ聞いてない。

　一応、犯人（？）ではないその他大勢に括くくられる口が堅い部下の人をフォローしておく。

「ほう……博識な。そうか、ライドウ殿には魔族の慣習を知る部下がいるか。いや、驚いた」

　全然驚いた感じはしない。

　識の事も知られているのかな。彼がラルヴァって名前のリッチだった頃、ロナとは少なからず関係があったようだし、何かしら報告されている可能性は高い。

「偶然に、でございます」

「そうだとしても、だ。明日から見てもらうであろういくつかの慣習も、ひょっとしたらご存知かもしれぬな。未だ魔族にはヒューマンの社会の事を知っている者が少ない。知識があるのは主に軍の者ばかりだ。そう考えると、商人の身でそこまで知識を深めているのは賞賛に値あたいする事、真に良き部下を持たれている」

「恐縮です」

「……この変わらぬ闇の中、魔族は永ながきにわたって辛しん苦くに耐えてきた。だが、それには永遠に終わりがない。このままではいずれ魔族は滅びる。そう悟った時、我らは力を蓄え、機を待った。そして余が戦争を始めた。王として……その決断を悔くいてはおらん」

　僕の言葉から少しの沈黙を経て、魔王は遠くを見つめたまま、でも確実に僕に向けてその言葉を放った。

　そう感じた。

「たとえそれが他者の持ち物だったとしても、魔族には豊かな土地が必要だ。そうせねば、いつまでも我らは苦しみ、飢うえ、いずれ死ぬ。ライドウ殿、もしも君がそんな種族の王になったのなら、どうしていたかな？　こんな質問など戯たわむれにすぎないが、聞かせてほしい」

　とてもただの興とは思えない顔で、魔王は僕を見た。

　おそらく、何かを回かい顧こして僕にそう尋ねたんだろう。

　この都は……魔族にとって本当に大きな意味のある都市なんだと思う。

　日本人にとっての京都みたいなものなのか。

　いや、首都を移して何年かしか経っていないんだ、そんな風には比べられないか。

　僕には正しく想像できない気がするけど……。

「僕なら、ですか。僕なら……他人の持ち物に手をつける前に新天地を求めると思います」

「まだ見ぬ土地を探す、か。では、それが絶望的な場合は？」

　ええー。せっかく答えたのに、その返しってあり？

「何故絶望的なのでしょう？」

「地理的に、そこよりも劣悪な場所しか残っていない。技術的に越えられない場所があって、それ以上進めない、といったところかな」

「なら技術を研究させます」

「なるほどな。ライドウ殿は、とにかく戦争は避けるべきと考えるか」

「戦争というのは、確実に禍か根こんを残します。将来的に見ればプラスとは思えません」

「もちろん、その通りだな。だが、魔族はあまりにも追い詰められすぎていた。もはや北への開拓も不可能だと判断した時、我らは先住者である亜人を滅ぼして、この地を得た」

　……。

　奪うって決めて、ここ!?

　どれだけ悲ひ惨さんな所で生活してたんだ、魔族。

　女神も女神だ。

　相変わらず酷ひどいな。

　いつか横っ面つらに一発入れないと。つくづくそう思う。

「そ、そうですか」

「ああ。そして禍根は残さず、な」

「え、でも……」

　戦争で禍根を残さないなんて奇跡、できるはずがない。

「皆殺しだ。全員始末すれば恨うらみは残らない。愚ぐ策さくだとは思うが、当時はそれで種族を救ったわけだ」

　徹底してる。恨みすら殺す。

　敵を一人残らず殺すなら、確かに恨む者も残らない。けど……。

「……」

「誰に問うかによって答えは違おうが、魔族の根底には多かれ少なかれ力の理ことわりが生きている。飾らずに申せば、要は弱肉強食というやつだ。できれば君にはそのような部分は見せたくないが、これからも関係を続けるのなら知ってもらうのは早い方が良い。そう思ってな。ここに居る間に、その理に沿った慣習やいざこざも見る事があろうから」

　それだけ真剣に向き合ってくれるという事だろうか。

　確かに、自分の汚い部分は見せにくいと思う。

　……恐いもんな。

「だが少し意外だ。余の感じた限り、ライドウ殿は相当な力を持っているはず。しかし、ヒューマンは元々個でそこまで強大な力を持つ種族ではない。つまりライドウ殿は相当な修練を積んだはず。そうした者は往々にして、力ある者がより多い自由と権利を得る、という考え方に寛かん容ようになるものだが。正直、これほどまで戦争を忌き避ひしているとは思わなかった」

「戦争を避けたいと思うのは、おかしな事ではないでしょう」

「君ら商人にとっては下げ克こく上じょうのチャンスでもあり、何より大おお儲もうけのチャンスでもあるぞ？」

「僕は……戦争で儲けたいとは思いません」

「さて……だが先の会談では〝戦争で儲けるが文句を言うな〟といった趣旨の発言をしたと記憶しているが？」

　そんな事……言った覚えはないけど、どこでそう取られたんだ？

　あ、あれか？

　魔族と立場が対立したとしても、それは敵対したいわけではなくて利益がどうのって話。でもあれは、戦争で儲けたいって意図じゃない。

「いえ、それは誤解です。僕は戦争そのものに参加したいと思っていませんから」

「ロナが頭を痛めておった。以前聞いた話と違う、ライドウ殿は戦争でビジネスをするつもりなのかとな」

「ですから──」

「よい。その言葉が聞けたなら十分だ。ライドウ殿が言うように、ロナの誤解だろう。まだ、我らがお互いを理解するための時間はある。余としては少しずつ歩み寄る事ができればと思っている。急ぎすぎずに、な」

「ありがとうございます」

　僕の言葉を手で制して、魔王は納得してくれた。

　すれ違いにならなくて助かった。

　まさに誤解だし。

　……。

　そうだ、今なら周りに誰もいない。僕と魔王だけ。

　向こうが魔王だけでこっちは識と澪が一緒の時が最高だったけど、現実的に考えて、王様相手にその状況は難しい。

　話の分からない人じゃないみたいだし、魔族が土地を奪うって事にも思うところがあるみたいだ。

　だったら……。

（識、今大丈夫？）

　識に念話を飛ばす。

（若様？　魔王と話をされているようですが、何か問題ですか？）

（いや、そうじゃないんだ。あのさ、ケリュネオンの事、言っちゃってもいいかな？　今言えそうな雰囲気なんだけど）

（……。そうですね、恐らく我らと魔王だけで話をする機会を作るのは、今後難しいかと思われます。今ならば場を調ととのえるのに借りを作る事にはなりません。ただ、ご説明の際に生き残りのアーンスランド姉妹のためにだとか、亜空がどうのという話はなさらない方が、話は早くまとまるかと）

（？　でもそれだとケリュネオンに手を出した理由は僕の親絡がらみだけになるよ？　その方がまずくない？　エヴァとルリアの境遇なんかは触れておいた方が……）

（そこを話すと、ヒューマンに加担してケリュネオンを取り戻した、と受け取られます。それは翻ひるがえれば魔族への敵対。結果的に我々はリミアでも勇者を助けていますから、これ以上ヒューマンの味方というイメージは持たれない方がお互いのためです）

（そ、そっか）

　考えてみれば、その通りだ。

　あくまで結果として見ると、僕らの動きは魔族よりもヒューマンの助けになっていると言える。

　そんな思惑はまるでないんだけど、その上ヒューマンに頼まれてケリュネオンを取り返しましたというのは……まずいな。

　うん、まずい。

（ならばいっそ、若様のご両親の故郷だったから奪い返した、と言い切っておいた方が得る物は多いでしょう。魔族にも、若様の両親はケリュネオン出身なのだと情報を一つ渡す事になります。それを奴らがどう扱おうと、こちらとしては知られて困る情報でもありませんから）

（分かった。ならそれでいくよ。ありがとう）

　きっとこれからもケリュネオンにはそれなりの助力をする事になるだろう。それをいちいち変に勘かん繰ぐられるのも面倒、となれば識の提案は僕にとって最善のもの。

（いえ、この程度。それから、そろそろ魔将や他の者がそちらを気にしだしております。頃合を見てお戻りを。っと、忘れておりました。レフトの件もあります。少なくとも若様ご自身はケリュネオンに攻め入ってないと……そうですね、部下が若様を思って暴走した、とでも説明しておいてくださいませ。後に私や澪殿に何かあれば、それはこちらで対処します）

（ありがとう。じゃあ、この事を話したら戻るよ）

　念話を切る。

　魔王には念話を悟られてはいない。

　上手に隠せていた、と思う。

　魔王は夜景を眺ながめて手すりに手を掛けている。

「……ふっ。いかんな、少し話し込みすぎたか。客人をいつまでも夜風にあてておくなど、配慮が足りなかった。戻ろうか、ライドウ殿。付き合ってもらった事、礼を言う」

「あの、陛下。……お話をしておかなければならない事がございます。今少し、お時間をもらえますか？」

「誘ったのは余だ。ライドウ殿から話があるのなら、もちろん聞こう」

「先せんだって、魔族はとある領土を失われましたね？」

「……！　ああ。ライドウ殿達との待ち合わせ場所の近く、かつてケリュネオンという名の国だった場所だ」

　魔王がその表情を、これまでで一番の驚きに染めた。

　よし、話すぞ。

「それは、私どもがやった事です」

「っ!?　……ライドウ殿、何を言っているか分かった上での発言だな？」

　魔王は鋭く目を細め、これまでの取っ付きやすい雰囲気を一気に脱ぎ捨てて確認してくる。

　大丈夫、話す内容は頭の中でまとまっている。

　気け圧おされるな。

　ことケリュネオンに関する事なら、僕には確実に責任がある。

　逃げられはしないんだ。

「はい。私達クズノハ商会が、ケリュネオンを魔族の手から奪還しました」

「……理由を聞こう。当然、あるのだろうな？　ヒューマンのため、とは言わぬ事を余は期待しているぞ」

「……私自身のためです」

「ライドウ殿自身の？」

　対峙する魔族の王の瞳から一瞬険けわしさが消え、代わりにその表情を怪け訝げんなものにした。

「はい。ケリュネオンは……私の両親の故郷です。かつて、私の両親はそこで結ばれた。私にとって、ケリュネオンは第二の故郷とも言える場所なのです」

「……」

「と言っても、当初は私も、既に魔族領の只ただ中なかにあるケリュネオンを奪還しようとは考えておりませんでした。ただ……」

「……ただ？」

「部下が、私の事を想うばかりに、かの地を貴方あなたがたの手から取り戻してくれたのです。そして彼らから贈られたケリュネオンを、私は受け取りました」

「それは君の二人の部下、澪と識がした事か？　それとも、他に関与している者が？」

　射抜くような鋭い目と声。だが、敵意は感じない。

　それが逆に恐ろしい。

　彼は、僕に難しいと言っていた感情の隠し方をしていた。

　なんの感情も想起させない無表情で、ただ僕を詰きつ問もんしている。

「申せません。クズノハ商会の者が動き、成果を私が受け取った以上、誰が関わったにせよ、責せきは私にあります。私は力によってケリュネオンを……奪いました」

「……くくっ。力の理によって、かね？　確かに魔族の基本的な思想だが……まったく、かような場所で暴ばく露ろされる内容ではないな、間違いなく。仮にも魔将の一人がいた魔族の領土の、その真っ只中の地を。いくら見過ごせぬ力を持つとはいえ、商会が単独で奪還するか。すまぬな、流石に混乱しておる。が、まず一つ、聞かせてもらいたい。レフトは、何故見逃した？」

「あの方が魔将であると、後で知りました。怪我けがをされていたので、こちらで治療して魔族の地にお返ししました。記憶が混乱していた理由は分かりませんが」

「魔将だったから、か。ケリュネオンとレフトなら、余はレフトを選ぶ。そういう意味では君達に礼を言うべきかな？」

　含み笑いを漏らした後の魔王は、達観したような不思議な表情に薄い笑みを浮かべていた。

「いえ、それは……」

「しかし、参った。これでは今日は眠れそうにない。それなりの酒を飲んで久々に好よい心ここ地ちであったのだがな」

「……」

「話が終わりなら……今度こそ戻ろうか、ライドウ殿」

　魔王はそう言って踵きびすを返す。

「陛下、この話は」

「誰にも言うな、と続けるなら無理な話だぞ。余とてまだ呑み下せるか分からぬ。そして個人で抱えられる事ではない。まあそもそも、王を個人と見み做なすのかという問題もあるがな」

　先に言われた。

　やっぱり魔王の胸の内だけに留めて、っていうのは都合が良すぎるか。

　でもここで黙っちゃうとカッコ悪いし……。

「いえ。陛下のお人柄に触れ、私の意志でお話しした事です。ただそれだけ伝えておこうと思いまして」

「評価は素直に受け取ろう。さ、中へ」

　魔王自ら扉を開き、僕を室内に招き入れる。

「ありがとうございます」

　席に戻った僕は暖かな空気に包まれ、大量の料理に迎えられた。

　事情を知る識は、僕にお疲れ様といった顔で小さく頷き、澪は満面の笑みで料理の感想やオススメを聞かせる。

　な、なんとか言えた。

　今日はもう食べて寝るだけだから良いようなものの、明日もこんなだったら身がもたないかも……。














２






　夢だ。

　もう雰囲気で分かった。

　魔族に宴でもてなされた後、僕らは用意してもらった部屋に戻った。

　それから扉にロックをかけて、亜空に帰って休んだ記憶が確かにある。

　流石にそれ以上他に何かやろうという気がしなかったから、戻ってすぐに部屋でダウンだった。

　この前見たのは、おっさんになった自分が砂漠を作ったらしい夢。

　その前は……確か響ひびき先輩を殺しかける夢。

　電子レンジがどうのって、あれ、それは智樹だったっけ？

　ん、まずいな、なんかごちゃごちゃになってきてる。

　変な界の使い方をしてたとか、砂漠の景色とか、出てきた人とか。ぼんやり覚えているけど、その他の部分はかなり曖昧だ。

　夢なんてそうそう覚えていられるものじゃないから仕方ないけど、最近見ている一連の夢は、何か暗示的というか、気になるんだよな。

　これでもう三回目だし。

　起きたら巴にお願いして保存しておいてもらおう。

　それにしても……やけに霧が濃い。

　スモーク焚たいてるのかってくらい。

　僕は、いや、夢の中の〝僕〟はどこにいるんだろう？

　そう思って探していると。

〝僕〟がいた。

「……」

　前ほどおっさんじゃないな。ただ僕よりは確実に年を重ねている。

　ただ、凄く思いつめた表情かおをしている。

　僕は……こんな表情をした事があっただろうか。

　そこには公園にあるようなベンチがぽつんと置いてあった。

　他は何も見えない。

　夢にこんな事を言うのはどうかと思うけど、まるで現実感のない場所だった。

　それに、僕以外誰もいないのが気になる。

「こうして二人きりで話すのは、いつ以来でしょうかな、若」

　え？

　声がして、驚いた。

　いなかったはずの、僕が黙って座っていたベンチにいつの間にか人影が。

「……巴」

　それは、夢の〝僕〟が口にした通り、巴だった。

　ああ、この変な場所は巴のお膳ぜん立だてって事か？

　夢に巴が出てきたのは初めてだ。というか、これまで従者や亜空の人にはまったく会っていなかった。

「そのようなお顔は……いえ、儂わしが言ってよい事ではありませんでしたな」

「お前が元凶だからな」

「ええ」

「巴……俺は」

　俺。

　前も確かどっちかの夢で〝僕〟は自分の事を俺って言ってたな。

　うーん。

　自分なのに──いや、自分だからこそ違和感が凄い。

「若、その先は仰らないでください」

「まだ何も言ってない」

「大方、謝あやまろうとでもされたのでしょう？　無用です」

「……最後まで、お前には敵かなわないなぁ……」

　？

　最後？

「儂が望んでした事です。少なくとも、儂には悔いがないのですよ。どうか」

「……」

「なに、若と契約した時から転生が利きかぬ事は覚悟の上でした。それに、〝向こう〟には澪もおります。あれも、若には劣りますが一緒に居て退屈しませんからな」

「もっと……俺がもっと強かったら、こうならなかったと思うか？」

「……いいえ。若がかの女神を圧倒するほどの力を得たとて、この結果が変わったかどうかなど分かりません。それこそ誰にも」

「だが少なくとも、勇者二人と澪を引き換えにするような無ぶ様ざまはしなかっただろう？」

　なんだよ、これは。

　澪がもういない……この〝僕〟はそう言ってるのか？

　巴の他に澪もいて、でも、もういないって。

「ですが、女神がもっと早く出てきたかもしれませぬ。そうなれば澪どころか、あそこで若までも死んでいたやも」

「それでもっ！」

「全ては、もう起きてしまった事です、若。若はご自身の道を選ばれた。我らはそれに従った。そして、神と争い、今に至る。なに、先ほども言いましたが、儂には──いえ、澪にも後こう悔かいなどありません。若に会っていなかったら……などとは、露ほどにも思っておりませんよ」

　穏やかな巴の声。

「……」

「まことに楽しかった。満ち足りぬまま永久を貪むさぼるだけの生よりも、ずっと。だから、若も前を見て、自身の道を往ゆかれませ。悩みは全て、ここで儂が預かります。そしていつか若が常とこ世よに参られたその日に、お返ししましょう」

「俺の道か」

「はい。儂も全部を達観できていたわけではないので、そう偉そうな事を言えた身分でもないのですが」

「こんな風に俺と話しているようなお前でも思い悩んでた？」

　こんな風に？

　なんだろう。妙に、嫌な感じが付き纏まとう。言葉の端はし々ばしから、想像したくない結末が顔を覗のぞかせてくる。

「……ええ。お望みならば、お聞かせしますが？　ただ約束を。決してもう儂らに引き摺ずられぬと」

「ずるいな、巴は。お前に時代劇や和風趣味以外の悩みがあったなんて聞いたら、俺が知りたがるって分かっていて、そんな事を言うのかよ。……分かった、前に進む。もうあと少しなんだしな。登りきった向こう側を見て、お前らへの土産話にするよ」

　俯うつむいた〝僕〟の口元に笑みが浮かぶ。

　口角を吊つり上げた、作り物にも見える笑み。

　でも、僕にはなんとなく、それが本当に心から笑っているのだと分かった。

「では……。若が道を定さだめた後から、儂は段々とこう思うようになっておりました。もしも。もしも儂と澪以外にも若を支える者がいてくれたなら、と」

「従者って事か？　だけど、お前と澪以外に従者なんて」

「儂も澪も、少々独占欲を出したかもしれません。等ひとしくご寵ちょう愛あいをいただきましたが、それゆえ新しく従者が加わる事に否定的であったと」

「……お前達以外の従者なんて、俺には想像つかないよ。無理やり考えるなら、ゼフとか？　あとは砂さ々ざ波なみか……ルト？　まあ候補だとそんなところか？」

「ゼフですか。あれは良いかもしれませんな。うむ、男なら儂らもさして気にしなかったでしょうし」

「三人目の従者ねえ。またトンデモ発言だな、おい」

〝僕〟はどこかしみじみと苦笑する。

　いや、識は？

　もしかして識は……いない？

「三人が四人でも構いませんが。まあ、そんな益やく体たいもない事を考えて悩んだ事もありました、と」

「お前でも、もしも……なんて考えるんだな。ちょっとホッとしたよ」

　巴は一瞬寂さみしげに微笑んだ後、口を開いた。

「では、もう別れの時です。万が一を考えてこのような仕掛けをしましたが、儂如ごときの残留思念でも役に立てて何よりでした」

「巴……っ」

　お、おお……。

　目の前で繰り広げられる衝撃の光景。

　巴と〝僕〟が、キスした。

　しかも、なんか初めてって感じがしない。

　慣れてる。唇と顔と、それに互いの手と体も絡み合って。

　信じられない。

　これまでで一番驚いた……。

　巴と、キス。

　頼れる奴だとは思うけど、兄貴ってタイプだし、女としては……見ていない。

　いや、そりゃあ外見的には綺麗な女性なんだけどさ。

「っ、粗そ相そうをお許しください。体も残らず消し飛んだというのに、ついこのような真似まねを」

　体も残さず。

　やっぱり、この巴は。

　キスの衝撃もあったけど、それ以上に重く冷たいモノが腹に溜まるのが分かる。

　きつい。

　巴は女の顔をして笑って、周囲を包む深い霧に紛まぎれるように、あるいは砂が風で舞い散るように。

　消えた。

　冗談じゃない。

　巴も、澪も！

　女神にだって殺させるか！

　おい、〝お前〟は何をやってやがった！

　どんな馬ば鹿かげた道を選べば二人を失うんだよ！

　識は!?　識はどうしたんだ！

　くそっ、話が分からないだけに、余計に感情の行き場がない。次から次へと疑問が溢あふれてくる。

　一人になった〝僕〟はベンチから立ち上がり、それをきっかけにして周囲が一気に変化した。

　薄くなりつつあった霧が〝僕〟を中心に渦うず巻まき、晴れていく。

　あれ？　ここって……。

「真殿、入るぞ」

　見覚えのある部屋、聞き覚えのある声。

　声の主ぬしは部屋の中央で突っ立っている僕の返答を待たず、中に入ってきた。

　やっぱり。

　姿を見て僕はそう思った。

　魔王ゼフ。

「ゼフさん」

「巴殿の事、残念だった。だが、敢あえて一言言わせてもらいに──」

「もう大丈夫。さっきまで巴に説教されてたんだ」

　吹っ切れた顔で、〝僕〟が魔王に笑いかける。

〝ゼフさん〟って、随分と親しい感じだ。

「……巴殿に？」

「ああ、まったく心配性な奴だよ。死んだ後まで説教しに来るんだから」

「……」

「で、準備は？」

「万端だ。真殿待ちだよ、俺達は」

「そっか。ゼフさんは勘弁してくれたけど、この分だとルリアとサリがうるさそうだ」

「真殿の立場ならば仕方ない事だ。受け入れるしかないだろう」

　そうか、この夢の〝僕〟は魔族についたんだ。

　これはそういう夢か。

「他人ひと事ごとだと思って」

「事実、他人事だからな。ようやく重荷を降ろせたんだ。少しは羽を伸ばさせてもらう」

　ゼフ陛下は僕が会った彼よりも、ずっと若く見える。

　いや、外見はあまり変わらないと思うんだけど、なんとなく、雰囲気が。

「まあ、気持ちは分かる。でも羽を伸ばすなら、もう一仕事した後だ」

「ふっ、承知しているとも。さあ、部屋を出たら切り替えてもらうぞ、真殿。まずは兵を鼓こ舞ぶしてもらわねばならん」

　ゼフ陛下は部屋の扉を開けて〝僕〟を待つ。

〝僕〟も彼の言葉に応じてそちらに歩いていき、廊ろう下かに出た。

　天てん井じょうを見て、〝僕〟は深く息を吸い、吐いた。

「行くぞ、ゼフ。魔将として存分に働いてもらう」

「御ぎょ意い。新しき魔王に、この身命を賭としてお仕えします」

「敵は女神、覚悟はあるな？」

「とうに。魔族に生まれ落ちたその時から」

　魔王。

〝僕〟は魔族について、魔王にまで登り詰めたのか。

　それどころか、女神の前に出る段階みたい。

　こいつは僕よりもずっと先にいる。

　ただし……巴と澪を犠ぎ牲せいにして。

　歯を噛み締める。

　芯しんが通り、巴の遺ゆい言ごんに忠実に前を見み据すえて歩く〝僕〟の姿と表情を見て。

　自分が怒りを覚えているのが分かった。

　その時。

　世界が、軋きしむ。

　二人が廊下を歩く風景に細かなヒビが入った。

　ガラス同士を擦こすり合わせたかのような嫌な音が、加速度的に大きくなっていく。

　夢は、醒めた。
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　うなされて起きるでも、夢から追い出されるでもなく。

　僕は静かに目を開いた。

　例によって深夜だ。

　草木も眠るなんとやら。

　冗談じゃない。

　あれは予知夢じゃあない。

　現実の僕とは、歩いている道が明らかに違うから。

　でも……。

　魔族に協力したら、あれに近い事が起きるという示し唆さの可能性はあるんじゃないだろうか。

　このところの夢は、ただの夢じゃない。ますますそう思えてきた。

　巴だ。

　あいつに僕の夢を記録してもらおう。

　記憶は時間で薄れたりはせず、ただ人が忘れるだけ──と、あいつは言っていた。

　だったら、前の夢も含めて全部再生してもらえば検証できる。

　……本当に、冗談じゃない。

　魔王になんぞなりたくないし、巴と澪を失うなんて考えたくもない。

　女神を張り倒す程度の事で、誰かを失うなんて絶対にご免だ。

　大体だ。

　おぼろげになりつつある前の二回の夢を含めて、後味が悪いのが多すぎる！

　ハッピーエンドはどこだよ!?

　巴に念話を飛ばす。

　今夜に限っては寝ていても起きてもらう。

（若？　お休みではなかったのですか？）

（起きてたのか。ちょっと相談したい事があるんだ。今、いいか？）

　てっきり寝ていると思ったけど、こんな時間まで何をしていたんだ？

（分かりました。ではお部屋に）

（いや、こっちから行くよ。部屋か？）

　寂しいってわけじゃないけど。

　なんでか、巴の姿が見たかった。

（いえ、外です。屋敷の右手の林ですな）

（分かった）

　巴から聞き出した居場所に向かう。

　林ねえ。僕も弓を引く時にたまに行くけど、そこで巴の姿はあまり見ない。

　それほどの距離はないので、すぐに林に到着した。

「巴、何をしているんだ？」

「無論、修練を。と言っても、謎掛けのようでもあるんですが」

「謎掛けねえ」

　巴は一本の木の前に立っていた。

　刀の柄つかに手をかけ、身をやや低くして構えている。

　刀を抜く手前の姿勢だと分かる。

　でも、木との距離が不自然なほどに近すぎる。

　柄つか頭がしらが幹に当たってる。

　あれじゃ、そもそも抜けないよなあ。

　新手の瞑めい想そう法ほうか？

「この姿勢から抜ばっ刀とうするのが修練になるらしいのです」

「抜刀って、距離ゼロじゃないか。無理に抜こうとしても木に柄が当たるだけじゃ？」

「はい、何度か木を倒してしまいました。あれは恐らく正解ではないでしょうなあ」

　そりゃあ、正解じゃないだろ。

　普通は無理やり抜こうとして木が倒れる事なんてないから。

　どんな画えだよ。

「誰から聞いたの、それ？」

「王国の勇者……響から教わりました。刀の扱いの基本でもあるそうでしてな」

「だったら、記憶を見れば分かるんじゃない？」

「若、それでは修練の意味が半減する気がいたします」

「変なところで真ま面じ目めだね、そういうの好きだけど」

「刀の修練というだけで楽しいですからな、苦にはなりません。今日が駄目でも明日、明日が駄目でも明後日と思い、毎日励んでおりますよ。と言っても、今日はもう仕し舞まいにするつもりでおったのですが、若から念話をいただきましたので今少し。それで……儂に御ご用ようとは？」

　汗を拭ふき、満足そうな顔で笑う巴。

　うっ。

　夢の巴の笑顔を思い出す。

　やめろ、あれは夢だ。

　現実じゃないんだよ。

　そう、現実になんてさせない。

　そのために巴に会いに来たんだし。

「少し、夢を調べてほしくてね。夢も記憶のうちだから、調べられるよね？」

「無論です。最近ですか？」

「ああ、ここ十日くらいかな。何日か僕が亜空で休んだ日があると思うんだけど、その辺りを頼むよ」

「では、失礼して。見させてもらいますぞ」

「余計なものは見ないようにな」

「心得ておりますよ」

　巴の手が僕の額ひたいに触れる。

　ふぅ……。

　とにかく、これで一安心だ。もしかしたら何か大事な事だったのかもしれない。

　巴は目を閉じて僕の記憶を探っている。

　それにしても、柄を木にあてて抜刀する、ねえ。

　僕に居い合あいの初歩を教えてくれていた熊くま先生──いや、石いし堂どう先生にはそんな事教わった事ないなあ。

　……単に僕がそこまでの段階に進んでなかっただけか。

　筋すじ、悪かったからなあ。

　響先輩から聞いたって巴は言ってるけど、考えてみたら、剣道には抜刀に関する練習なんてない、よな？

　先輩って、剣術とかも習ってたんだろうか。

　ますます凶悪な人って事になるな、それなら。

「……若」

「あ、終わった？」

　僕がとりとめもない考え事をしている間に、巴の作業は終わったみたいだ。

　よし、早速見てみるか。

「三日ほど、夢など見られていない夜がございましたが……その他の日は、特に妙な夢はありませんでしたぞ？」

「え？」

「どれも亜空でお休みになった日でした。その日は、夢を見る事もないほど深い眠りだったのでは？」

「いや、そんなはずは。ええっと、響先輩に会った日……あと帝国に行った初日、かな。それに今日、まさに今さっきなんだけど……」

「ありませんな。一体どのような夢を？」

「なんか、僕が先輩を殺しかけたり、国を砂漠にしたり、魔王になって、その……巴達が死んでたり」

「……確かに、何か暗示的な夢ですな」

「本当にないの？　僕の記憶にそんな夢は」

「はい。まったく」

　そんな馬鹿な。確かに見たと覚えているし、今もこうして内容を言えるのに。

　見たのに、見てない夢なんて……ますます普通の夢じゃない気がしてきた。

　でも、巴も嘘うそをついたり隠している雰囲気じゃない。

　どうなってるんだ？

「……分かった。ごめん、巴。こんな時間に頼み事しちゃって」

「いえ、それは一向に。若、よろしければ何度でも調査してみますが」

「いや、押して駄目なら──ってわけじゃないけど、部屋に戻って覚えている事を少しでもメモしておく事にする。またお願いするかもしれないから、その時は頼むね」

「お力になれなかったようで、申し訳ありません。ただ、若」

「うん？」

「儂らは容た易やすく死にません。若の従者ですからな。そこは、信頼していただきたいものです」

「……うん。ありがとう、おやすみ」

「ええ、おやすみなさいませ。儂も……っ！　押して駄目なら……引いて？」

「ん、巴？」

「も、もしや！　そういう事か!?　うむ、そうかもしれん!!」

　一緒に屋敷に戻るかと思ったが、巴はさっき修練とやらをしていた木に向かって急に駆けだした。

「……巴ー、おーい？」

「若!!」

「なに？　寝ないの？」

「寝ません！　やはり若は一味違いますな!!　うむ、これは試す価値がある!!　申し訳ありません、若。ご一緒しようかと思ったのですが、やはりもう少し修練に励む事にします!!」

　巴の目は爛らん々らんと輝いていて、とても寝る雰囲気じゃない。

「あ、ああ。じゃあ、先に休むな」

「おやすみなさいませ!!」

　まあ、嫌な慌て方じゃないから、放っておくか。

　僕も夢の内容を書き留めておきたいし。

　前の二回は少し怪しいけど、今回のはまだ大丈夫、だと思う。

　よし、部屋に戻ろ。
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　夜。

　魔族からの歓待を受けたクズノハ商会一行は、用意された部屋まで丁重に送られた。

　連日予定を組まれてはいるものの、今日に限れば後は休むのみ。

　しかし、今部屋にいるのは澪一人だけだった。

　真は亜空へと戻り、識は主の代わりに魔族から宴の延長戦のお誘いを受け、すぐに部屋を出ていった。

　澪は部屋を見渡し、おかしな細さい工くがない事を確認して満足気に頷く。

　魔族の国、というか、彼らの思想は澪にとって心地好いものだった。

　強者への畏敬。

　この一点が純粋に存在するだけで、彼女が何よりも重要視する若様──真への扱いが随ずい分ぶんと違うからだ。

　もっとも、本ほん音ねを言えば、魔族の対応でさえまだ不十分だと澪は感じている。それでも、ヒューマンや、彼らの社会で生きる亜人らから向けられる視線や扱いと比べれば相当マシだと、思わず小さく笑みを浮かべるほどには評価していた。

「外見や自分達の常識だけで若様を下に見る馬鹿どもよりは、好ましいわね」

　例外はあるが、基本的に澪はヒューマンを嫌っている。

　弱い上に、属する群れの大きさだけで自分が強大な存在であるかのように錯さっ覚かくする浅せん慮りょ、更には女神の寵愛があるというだけで己おのれこそ世界の盟主たる種族であると勘違いする単純さ。

　何より、澪が愛してやまない主あるじ、真を不当に低く評価するからだ。

「見た目など一体なんの価値があるというのでしょうね。それに商人などという立場は若様にはただの隠れ蓑みのでしかない。いいえ、そのような職業を名乗る事自体、ヒューマンどもの社会への気き遣づかいだというのに。表面的な事で優劣をつけ、あの方を傷つけるなど、本当に救えない……」

　彼の腕の一振りで、己も己の大切な者達も、財産もいかなる抵抗も意味を成なさず全て消し飛ばされるというのに、その相手の外見が彼らの価値観で劣っているからといって、そして相手が穏やかに黙っているからといって見下して構わないなどと、何故思えるのか。

　彼は一言命じるだけで物どころか国とて手に入れられるにもかかわらず、どうして他者への配慮などする必要があろうか。巨象が蟻ありの生き方に何を学ぶというのだろう。

　意味がない。

　必要がない。

　澪は時折そう考える。

　ならばそれを、優しい主に咎とがめられる事なく馬鹿どもに学ばせる方法はないのか、と。

「でもここは違います。あの魔王が力の理をきちんと理解しているからなのか、多くの者が私にも若様にも、尽くすべき礼を知っている」

　澪は宴の前に食べ歩きをしていた時の事を思い出す。

　既にパレードで顔を知られていた彼女は、行く先々で敬意をもって対応された。

　識から伝え聞いていた氷料理を食べた時も、食事を終えた澪が声をかけるまでもなく店の責任者が席まで来て挨拶をし、彼女からの質問には料理人を呼んで答えてくれた。

　調理方法、素材の調達場所などの質問に、嫌な顔一つせずに応じたのだ。

　彼らの振ふる舞まいは澪が料理を学びだしたツィーゲの街のそれに似ており、初めて訪れた街で同様の対応を受けられた事に、澪は感心した。

　たとえば、学園都市ロッツガルドなどでは調理方法を教えてもらえなかったり、いい顔をされなかったりと、一いち見げんの客への対応としては不思議ではないながら、不快感を覚える事もあったからだ。変異体の騒動以降は、彼らの態度にも変化は出てきたが。

「とはいえ。やはり全ての民がそうだとは限りません。どうしても無駄な警戒をする輩やからも一定数はいますから。あれが上手くやればいいのですけど……どうにも手ぬるいから不安です」

　識を〝あれ〟呼ばわりしながら、小さく嘆たん息そくする澪。

　魔族の中にも数人、澪から見て目め障ざわりな存在はいる。脅きょう威いというのではなく、鬱うっ陶とうしいという意味でだ。

　こちらに探りを入れるために直接真と話をしたいようだったが、識が代理として向かった。澪の目から空気を読んで、識が進んで引き受けたのだった。

「はぁ……若様は亜空にお戻りになられたし、私も料理のメモだけまとめて休もうかしら。若様の前で欠伸あくびなんてはしたない事はしたくありませんし」

　一瞬、識の帰りを待つべきかと考えたが、澪はその考えを却下して机に向かう。

　今日食べた料理をリストアップし、特徴をまとめてから休む事にする。明日以降の主との同伴を重視しての判断だった。

　性格上、識は何かあればきちんと報告をするだろう。

　鼻唄まじりに料理メモを記し、自分が美味しいと感じた物、何より真が喜んでいた料理に印を打っていく。

　澪の魔族領での夜は更ふけていった。
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「竜りゅう群ぐん王おう笏しゃく？　また物凄い骨こっ董とう品の名前を出してくるのね、ラル……いえ、識」

　魔族の女が少し大おお袈げ裟さに目を丸くする。

「ロナよ。若様はお前の誘いを真しん摯しに受け止め、こうして魔族の旧都まで足を運ばれた。魔族の手によって学園都市近くで使用実験が為されたのは間違いない。あくまで惚とぼけるつもりであれば、私から若様への進言は魔族にとってあまり好ましくないものになるが……良いのだな？」

　先だって識が、真の生徒が遭遇した亜竜の出現原因を探った際、亡国の神器の存在に行き当たった。それが竜群王笏である。同時に彼は、魔族の痕こん跡せきも発見していた。

　惚けた態度のロナに対し、識は厳しい言葉で応じる。

　ここは魔族の城の一室。同席しているのはロナと識だけではない。

　魔王との会談の席で何度か言葉を交かわした魔王の子──次期魔王候補である男性二人と女性一人も一緒だった。ロシェ、セム、サリ。ルシアを除く三人がロナと識の密談に参加していた。

　魔族にとっての重要人物が揃そろっているにもかかわらず、識の言葉も態度も容よう赦しゃがない。昼間の和なごやかな会談の席とは対照的な雰囲気だった。

　識の言葉で、この部屋の空気に漂っている緊張感が何段階か高まる。

「識殿、ロナの無礼はお詫びする。けれど我ら魔族の間でもエリュシオンの神器である竜群王笏については情報がない。誓ちかって我々はその神器を使っていないし、保有してもいない。ロッツガルドで作戦があった事は認めるが、魔将ロナはその亜竜の一件とは無関係だ」

　この場に集まった中では一際小柄で幼いサリが、ロナの言葉の曖昧さを詫び、フォローする。

　しかし識は若干その目を細めただけで、ロナから視線を外さない。

「さて……」

「……」

「あまりサリ殿とそちらのお二方には乱暴な事は言いたくないが……果たしてサリ殿の仰る〝我々〟とは、どこまでの魔族を指しているのか。そして魔将ロナとは、ロナ＝イオニアを指すのかロナ＝スートを指すのか。今の発言はあまり弁明にはなっていないのではないかな」

『!?』

　識の言葉に、彼以外の全員の身が強こわ張ばる。

　今の発言一つで識が魔族とその現体制について、彼らの想像よりも遥かに多くの情報を有している事が明かされたからだ。

　正確には彼がラルヴァと呼ばれていた時に行った情報収集の成果だが、識はそれを今、惜しげもなく主とクズノハ商会のために使っていた。

　ロナはやや苦しげに眉間に皺しわを寄せ、サリの表情には焦あせりが滲む。

　他の二人──ロシェとセムは、怪訝な顔でロナを見つめる。

「だんまりかね。既にロナは承知の事だろうが、私はかつてラルヴァと呼ばれたリッチであり、魔族とは時に協力し、時に反目してきた。今はこの身の全てを主人であるライドウ様に捧げている。そう、隠し持っていた情報を全部晒さらしても構わないと思うほどにな」

　識は、自身がリッチであり、魔族とも過去に関わりがあった存在だと明かす。

「ええ、そしてその男、識に憑ひょう依いしているのでしょう？」

「ふ。ロナよ、まだそのような誤った推測に拠よっているのか、お前は。違う。私はライドウ様に忠誠を誓い、この身を与えられたのだよ。これは今の私の真実の姿であり、憑依しているわけでもなければ、幻で象かたどったわけでもない」

「……貴方が他者に忠誠を誓う？　とても信じられないわね。私の知るラルヴァは、己以外の誰にも従わず属さない、知識欲の権ごん化げだったでしょう」

「ああ、認めるとも。だが、お前が敬愛する陛下と出会って変わったように、私も仕つかえるべき主と出会い、変わった。それだけだ」

　好戦的な様子を崩くずさないまま話す識に、ロナは何か思うところあってか少しの間沈ちん黙もくし、そして口を開いた。

「……竜群王笏は陛下の治ち世せいに反はん意いを抱くレジスタンスどもが隠し持っていると、報告が入っているわ。確証はないけれど」

「ロナ！」

　サリは咎めるように名を呼ぶが、ロナと識の間に生まれた空気に圧おされてそれ以上の言葉を吞み込み、沈黙した。

「レジスタンス、か。確か前の魔王に重ちょう用ようされた──」

「識」

「む？」

「陛下はクズノハ商会とライドウを、非常に高く評価しているわ。私の全てと陛下の名めい誉よに懸かけて誓う。今回の招待で貴方の主を傷つける意図は一切ない。それどころか、陛下は魔王の権限をもってクズノハ商会を厚く庇ひ護ごするおつもりでいる。ヒューマンが代表を務める商会である事を承知でね。陛下だけじゃない。こちらに同席されている魔族の未来を担になう方々も、その方針について基本的に賛成してくれている」

「ほう……？」

　自身の発言が遮さえぎられた事への怒りを見せる事なく、識はロナの言葉に興味を向けた。

　次期魔王候補の三人は、ロナの発言を肯こう定ていする神しん妙みょうな頷きを見せる。

　彼らへの観察と同時に、識は自分が言わせてもらえなかった内容と、唯一この場に同席していない魔王の子ルシアの存在を心中で考察していく。

　ロナの持つ複数の名前と立場。

　この席に同席していないルシアの意見。

　そしてゼフがライドウと会って、そして彼に渡そうとしているモノの内容についても。

（竜群王笏には思うところがあるが、ロナはどうしてもその話題の追及に応じたくないようだな。それに、ゼフが魔王の権限をもってこちらに差し出そうとしているモノか。いくつか想像はできるが、この物言いなら……どうやら単に商会の活動を容認する以上の何かを出してきそうだな。若様も喜ばれよう）

　識は思い当たる貢みつぎ物を予想して、内心ほくそ笑む。

　更に、主を交えた席での会話も考慮して、ロシェやセムの態度を推測していく。

（この男二人の方は、姿勢の違いはあれど、クズノハ商会の力や我々を活用したいと考えている。特にこのセムという男は、我々の流通能力に目を付けたようだった。確かに軍や国防の視点から見ると脅きょう威いに映ろうが、内政の充実や貿易の益を考えるのなら、喉のどから手が出るほどこちらの力が欲しかろうな。厳寒の環境も、物資が行き渡るだけで間違いなく事情が大きく変わるのだから。とすれば、サリという少女はロナの後あと釜がま、諜ちょう報ほう方面を担当する予定の者かもしれん。参加すらしていない女、ルシアは軍事方面か。イオに近しい者なら、若様に対して脅威しか感じないのも頷ける。なるほど、なるほど……）

　識は情報を追加、修正しながら魔族の反応を窺う。

　竜群王笏の件にロナが関わっているというのは、既に識の中で確定事項になっている。時期や行動の規模から見て、まず間違いはないだろう。

　しかしそれをこの場で追及する利益と不利益を、彼はゆるりと計算していた。

　今は非公式な場ではあるが、平然と嘘偽りを口にして騙し合いをする状況というわけでもない。

　むしろ許されない。

　精々本当の事を言わない、もしくはストレートに機密で話せないと理解を求める程度の事しかできない席だ。

「今夜宴席の後でそちらをお誘いしたのも、目録について先にお話ししておこうという意図によるものよ。もちろん、ライドウ本人が応じてくれていたなら……」

「別室に控えている青い肌の美女でお出迎えする用意もあった、と」

「ええ、彼本人が望むのならだけど」

「……」

　危なかった。識は内心胸を撫で下ろした。

　もし主本人が来ていてひと悶もん着ちゃくあろうものなら、後で澪からどのような恐ろしい仕打ちを受けただろう、と。

　この部屋に入って初めて、彼は額に冷たい汗が流れるのを感じた。

（あの分だと、ゼフも若様に何かちょっかいをかけてきそうだが、流石にそこまで釘くぎを刺しておくのは不自然か。むしろそれが私へのカードになると勘違いされて、嫌がらせに使われても面倒だな。まだ時間はある。レジスタンスについては後々こちらで調べを入れるとして……まあ、当面は若様に危害が及ぶ心配はない、か。お優しい方だけに、魔族の風習などを見てお心を痛められるかもしれぬが、それはこの際、通過儀礼と考えるべきだろうな。私としては暗部を隠して良いところだけを見せる輩の方が御ぎょしやすいが、仕方あるまい）

　魔王の子それぞれの立ち位置や、こちらへの心情もなんとなく察した。

　ロナが昔同様に、同席している彼らにも話しにくいような仕事に手を染めている事も把は握あくできた。

　今夜の収穫はそれで十分として、識は引く事に決めた。

「そちらの歓待の意図については、宴の前から伝わっている。何より、お前が魔王ゼフの名誉まで持ち出して誓うと言うのなら、エリュシオンの神器については当面私の胸の内に留めおこう。では、今こ宵よいの話はゼフ陛下が我が主に多くの庇護を与えたいと考えているという伝言のみで終わり──これで良いか、ロナ？」

「そうしてくれるのなら、とても嬉しいわね」

「了解した。明日以降、そちらの魔王候補の皆さんが我々と行動を共にする機会も増えそうだ。どうぞよろしく。それでは、私はそろそろ休ませてもらおうと思うが、構わないかな」

「ええ。遅い時間までお付き合いありがとう、識」

「こちらこそ。古い付き合いだ。互いの主同士も上手くやっていけるよう、心から願っている」

　クズノハ商会の代表代理は振り返りもせず部屋を出ていった。

　その背を見送るロナの顔に、隠しもしない苦く渋じゅうの表情がくっきりと浮かぶ。

　持っている情報量の差を露ろ呈ていさせられた事への悔くやしさゆえの反応だった。

　その様を見たロシェが、ロナに疑惑の目を向ける。

「ロナ、まさか」

「ロシェ様。いいえ、私に陛下の知らぬ顔などございません。ですが──」

「クズノハ商会、その能力は流通のみならず、諜報面でも驚異的か」

　ロナの言葉を継ついで、セムは半なかば呆あきれた様子で自らの推測を述べた。

「恐らく今あちらの持っている情報は、奴がラルヴァであった頃のものがほとんどでしょうが……セム様の仰る通りです。あの者が手加減なく情報収集を試みたのなら、ただ数日のみでも甚じん大だいな流出被害が懸念されます」

「ライドウ本人のみならともかく、側近まで一癖くせも二癖もあるか。無策の接触を続けるのも、放置するのも論外。やはり彼らをもっと、少しでも知らなくては」

　サリは誰に言うでもなく呟つぶやく。

　自身の主張が間違っていなかったと確認するかのように。

「はい。なんとしても彼らの情報を……」

　少女の呟きが自分に向けたものでもないと知りながら、ロナは頷き、その必要性を追認した。

　だが、ロナはこの夜、更に驚かされる事になった。

　ゼフの口からケリュネオンの真実を聞かされたからだ。

　クズノハ商会の来訪は、魔族の都に大きな嵐をもたらす。ゼフが王となる前から忠誠を誓うロナは、そんな予感を胸に決意を新たにした。

　この大嵐を、必ずや魔族の、いやゼフの恵みに変えてみせると。
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「親善試合、ですか？」

「うむ」

　僕が次期魔王になるという、荒こう唐とう無む稽けいながらもどこか暗示的な夢を見た翌日。

　魔王ゼフからの提案だった。

　昨日からしきりに力、力と言っていたから、ある程度予想していた事ではある。

「それは、私達がそちらのどなたかと、その、戦闘行為をするんですよね？」

　口こう実じつや言い方はともかく、お客さんとして扱われながらも戦ってみせろと言われているわけで。つい確認してしまう。

「ああ。多少観客は集めるが、ライドウ殿達は普通に戦ってくれればそれで良い」

　それで良いって……。

　なんとなく対戦相手が読めるんですけど。

　メリットがありそうなら受けるのは構わないってのが僕らの事前の意見ではあるものの、どうしたものかな。

　今のところ言えるのは、普通にやったら怖がられるだけだろうけど、できるだけ手加減して紳士的な振舞いを心がければ、魔族の心象的には良くなるってくらいか。

「ちなみに、お相手はどなたになるんでしょうか？」

「魔将か、それに準ずる実力と立場の者に務めさせよう。なに、親善試合などと言っても、要は余がクズノハ商会に友好の証あかしを贈るにあたって、多少の実績と口実が必要というだけの事なのだ。あまり本気になられて殺気立たれても困る」

「……友好の証。昨日の歓待で十分、そちらの友好の意は私どもに伝わっておりますが」

　魔王以下重じゅう鎮ちんの皆さんで宴会を催してくれたし、下に見られる扱いは特になかった。

　むしろ、友好を通り過ぎて下心が怖いレベルです。

「それは嬉しいな。さて、今日の予定は精霊神殿への案内、時間が余るようであれば城下を見るなり城の者と話すなり、好きに過ごしてくれてよい。試合はそちらが了解してくれるなら明日開催したいが、いかがかな？」

「明日。分かりました、従者と相談して前向きに検討いたします」

「頼む。余は案内できぬが、娘を二人、サリとルシアをつけよう。精霊の方々によろしくな」

　は？

「……え？　精霊に、遭う、いや会えるんですか？」

「無論だ。彼らもライドウ殿に興味を持たれているようだった。地と火の上位精霊。決して我らだけの味方ではないが、我らにも助力を惜しまぬ寛容な方々だ。もしかしたら話が合うやもしれぬな」

　精霊……それも上位とかになると、会った事はないな。

　女神側の存在だって印象があるから近付きにくいし、何より機会がなかった。

　魔族領で初めて対面するってのも、なんか不思議な気分だ。

「お祈りに行くようなものだと考えていましたが、実際に精霊に会うとなると緊張してきましたよ」

　僕としては、ちょっと大きな神社に行くくらいの感覚だったよ。

　ご神体どころかご本人がいる状況とはね。しかもこの様子だと、会うのは確定みたいだ。

　参ったな。

「陛下、そろそろお時間が」

「若様、準備できました」

　おっと。ロナが頭を下げ、ゼフ陛下を呼びに来た。すぐ隣に識の姿もある。

　魔王は毎日忙しい、当然の事だよね。

　ロナは城内にいる時は秘書も兼ねてるのかな。

「ご苦労、ロナ。すぐに行く。ライドウ殿、先ほど伝えた案内の者らは正門前に待たせてある。今日も魔族の街を楽しんでもらえる事を願っている。では、失礼する」

「ありがとうございました」

　ロナと連れ立って行くゼフ陛下を見送る。

「識、澪はもう外？」

　呼びに来てくれた識に、この場に姿のない澪の事を聞く。

「はい。澪殿も城下の様子を見るのを楽しみにされています。昨日は見て回らなかった区画のようですから」

「そっか。聞いていたかもしれないけど、案内をしてくれる人がいるそうだから、正門に急ごう。サリさんとルシアさん。確か……魔王の子供の二人だね」

「ああ、供とはあの二人ですか。わざわざ女を二人とは、意図でもあるのでしょうか？」

「……それはないんじゃない？　識こそ、ロナと一緒にお出ましだったけど、もしかして仲良くなった？」

　識が僕をからかおうとしているのが分かった。

　最近は僕も、真まに受けずにあしらえるようになってきてるから、少しずつでも慣れているんだろうと思う。

　いつまでもからかわれっぱなしじゃ、ね。

「狐きつねと狸たぬきの化ばかし合いは、どこまで行っても友好とは似ても似つかぬものです。もっとも、クズノハ商会や若様の件では、情報量の差がありすぎて勝負になりませんが。アレも相当口くち惜おしそうにしておりました」

「あはは……なんとなく後が怖いよね、女の人の恨みは。あ、それでさ。魔王様から明日親善試合をしたいって言われたんだけど、受けても大丈夫かな？」

「……はい。それは受けてくださいませ。向こうが差し出そうとしているものに少々心当たりがあります。それが本当なら、あって損のないものが得られます」

「その情報はロナから？」

「ええ。多分、わざと情報を漏らして、こちらに試合の件を吞ませようとでも思っているのでしょう。あちらの狙いも特に若様や商会に不都合なものではありませんから、この際もらえるものはもらっておきましょう」

「分かった。じゃ、澪にも言っておかないと。あと、レフトさんと澪が当たらないようにフォローよろしくね」

「御意」

　城の出口まで一緒に歩きながら、頼れる識と朝の会話を楽しんだ。

　ふぅ……ようやく落ち着いた。

　どれだけフランクに笑ってても、ゼフ陛下と話すってだけで気持ちが疲れるんだよねえ。
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「では、ライドウ殿は特に呪じゅ病びょうの治療薬に力を入れておられるのか」

「はい。一番力を入れているのはそこですね。もしも薬が入いり用ようでしたら、お申し付けください」

「私は今日、ライドウ殿の案内を命じられた身。そうでなくとも陛下が国の客として招いた方々なのだから、私に敬語など必要ない。どうか、ご一緒されている従者の方に話すように気楽に付き合ってほしい」

　……僕が知っている中で最年少の子って、多分荒野のベースで知り合ったリノンなんだけど、このサリって子も同い年くらいに思える。

　だいたい小学校高学年ほどの見た目なんだよな。

　最近リノンは少し身長も伸びて、体格が女の子らしく丸みを帯びてきたから、それを考えると、このサリって子の方が見た目は少し年下か。

　話し方は凄くしっかりしていて、幼くして藩主になった若わか君ぎみみたいだ。

　やっぱり、日本と比べると異世界の方が本気で成熟が速い。

　僕にしたら十歳なんて子供だと思うんだけど、実際リノンはあの年齢で姉の収支を管理して自分も稼かせぎに出ていた。当然、家事全般は既に習得済み。

　自分が十歳くらいの頃とは比較したくない。情けなくなるから。

「気楽にと言われましても、次の魔王になるかもしれないお二人に、従者と同じように話すのはなかなか……」

「私は、別に気楽に話せとは言っていないが？」

　今度はルシアさんにそう言われ、僕は苦笑するしかなかった。

　この人は別の意味でやりにくい。

　こっちは僕から話しかける分には、笑顔を湛たたえながら応じてはくれるんだ。営業感丸出しのやつで。

　でもそれ以外は一切アクションなし。

　時々ちらっと表情を確認すると、明らかに不満げな顔をしていたりもする。

　四人の後継者の中では一番武人って感じの人だから、商人の道案内なんて不本意なのだろうか。

「申し訳──」

「貴き殿でんは」

　僕の謝罪の言葉を遮って、ルシアさんが初めて笑みを浮かべずに話しかけてきた。

「は、はい」

「わが師でもあるイオ、そして父であり王であり、優れた術師にして槍使いでもあるゼフ陛下からもその実力を認められている方だ」

　んん、怒られるわけじゃないのか？

　なんというか、不機嫌な感じなのに、発言の内容は……。

「口惜しい事に、私にはまだ貴殿の強さの底も、程度も、まるで分からぬ。だがそれだけの力を有するならば、それに見合った自信と態度を身につけておられるべきではないのか？」

「自信と、態度ですか？」

　つまり僕は強いんだ、みたいなアピールをしろって事？

「強き者の多くは、そこに至るまで必然的に多くの他者を打ち破っている。ならば、踏ふみ越えた彼らの想いや経験の蓄積をその身に刻み、彼らを糧かてとして、何事にも堂々と振舞われるのが正道ではないのか？　だが、貴殿はその力をむしろ隠そうとしている。解げせぬ。そして納得もできぬ。私にはまるで貴殿がこれまでに踏み越えてきた者を蔑ないがしろにしているとしか思えぬし、それは……愉快ではない」

「ルシア姉様。その物言い、ライドウ殿に無礼だ」

「サリ、お前はロナのような考えにも寛容だから我慢もできるだろうが、私にはこのライドウ殿の振舞いはやはり堪えられぬ。わが師イオがこのような者にあしらわれたなど、信じ難がたい。どうせ卑ひ怯きょうな──」

　なるほど、イオのお弟子さんだから僕が気に入らないのか。

　確かにロケットパンチもどきで強制退場ってのは、卑怯と言えなくもない。

　親善試合は受ける事にしたし、対戦者との戦いできちんと力を示せば、誤解は解とけるかも。

「弱い者ほど、よく喚わめく」

　──っ。

　澪ー!?

　いつ屋台から戻ってきた!?

　両手に花、ならぬ両手にスナックを持った澪が、ルシアさんの言葉に割り込んだ。

「……今、なんと言われた従者殿」

「若様にどうのこうのと言える立場になく、その力も持たぬくせに、物言いだけはご立派なのね、と言っただけです」

　言葉がきっついな、澪。

　案あんの定じょう、ルシアさんは震えている。心の内を読み取ろうとするまでもなく、怒りで、だ。

　大おお事ごとになる前に澪を止めないとまずいか？

　だけどこの成り行き、ちょっと不自然な感じがする。

　ん、こういう時は意識を一歩引いて視野をできるだけ広くするように、と。

　反射で動くのは自じ重ちょう。

　違和感の正体は……ああ、サリだ。

　静かすぎる。

　僕にあれこれ文句を言うルシアに、サリが口を少し挟む程度の制止しかしないのが変なんだ。

　もしかしてこれ、茶番だったり？

　それともルシアさんの言動は本物だけど、サリが何か企くわだてている？

　話の雰囲気から想像するに、サリはロナ仕込みっぽいし、ありえない話じゃないかも。

　なら澪があまり乗せられないように気をつければいいか……。

「……私はイオとレフト、二人の魔将を師として日々鍛たん錬れんに励んでいる。剣を握にぎったその日から一日たりともその鍛錬を怠おこたった事はない。その私を、澪殿は弱いと申されるか？　もし撤回されないのなら、これは侮ぶ辱じょくと受け取るが」

　ルシアさんは本気で怒ってる。

　と思う。

　やっぱり、サリが状況を利用しているだけなのかな？

　焦らず、落ち着いて状況の推移を見守る。

「レフト……？　あら、あの程度の輩に師事しているのですか。失礼しました。どうやら、強い弱い以前のおままごとだったようです。私が大人げありませんでした、撤回いたしますわ」

「侮辱、だな」

「あら？　撤回と言ったのが聞こえませんでした？　耳はついてます？」

　……澪、煽あおるのが上手くなってる。

　女って怖い。

　僕も自分の弓がままごとだとか言われたら、多分反射的に怒ると思う。

「構えろ。親善試合など待つまでもない。その力、今ここで確かめてくれる」

　ルシアさんが、澪を指差してきつく睨む。

「取り返しがつかないカタチになった自分の体を見て、若様への暴言を悔いなさいな」

　一いっ触しょく即そく発はつの気配が周囲を包む。

　嫌な色の火花が散っている気がする。

　うーん、ここまでだよね。止めよう。

　少し気になる事もあるし。

　サリはこの成り行きを真剣に見守っているからあれに気付いてないみたいだけど、識はもう軽く調査してくれているようだ。

「そこまで」

「っ!?」

「……う、若様」

　二人の体を、不可視にしたままの魔力体の手で握って拘こう束そくする。

　その気になれば澪なら逃げられるだろうが、僕の意図を察して大人しくしている。

　ルシアさんは……逃げるどころか、どんな手段で動きを封じられているのか分かってないようだ。

　武器を抜く前にがっちり掴つかんだから、物理的に身動きが取れなくなっている。

「ルシアさん、サリさん。私の連れが失礼しました。彼女に代わって謝罪します。で、ルシアさん。このような街中で剣を抜かずとも、私どもは親善試合に参加させていただくつもりですので、どうか明日までお待ちください。それよりも、今は少々気がかりな事があります」

「ライドウ殿。これは、この拘束は貴殿の仕し業わざか？」

　ルシアさんは拘束を振り解ほどこうと身じろぎする。

「はい」

「……いつの間にそんな術など」

「すぐに解きますので。それより、お二人にお尋ねしたい事があります。多分、あの大きな二つ並んでいる神殿が精霊神殿だと思うのですが、あの辺りはいつもああなんですか？」

「え？　……っ!?」

「なに？　……っ!?」

　あっちゃあ、この感じだと何か事件か？

　二人とも、その〝歪ゆがみ〟を見て驚いた様子だった。

　僕が指差したのは、神殿が二つ並ぶ場所。

　だが、その周囲の景色はどこか歪んでいる。

　何かのフィルターを通して見ているような、不自然な感じだ。

　精霊がいる場所らしいから、もしかしたらこれが普通の状態かもしれないと思ったんだけど、違うんだな。

　澪とルシアさんを解放する。

「識、何か分かった？」

「濃密な精霊の力を感じます。地と火の力。競きそうように高まりながら、交じり合って周囲に力場を発生させているみたいですが……原因までは見当がつきません」

　精霊の力が濃すぎて景色が歪んでいる、かあ。

　これが秘境の奥地っていうならあまり驚かないけど、街中だもんな。

　一大事な気がする。

「念の為にもう一度お聞きしますが、いつもはこうじゃないんですよね？」

「当然だ。あれでは祈りに行く事すら困難ではないか」

「あんな風になっているのは初めて見る」

　二人とも困惑を滲ませつつ首を振る。

　やれやれ。これは一度城に戻った方がいいな。

「なら陛下に報告しに戻りましょう。早い方がいい」

「いや、待て」

「待ってほしい」

「？」

　結構まともな意見を言ったつもりだったのに、二人から同時に制止されてしまった。

　ルシアさんとサリがお互いに顔を見合わせて何度か頷きあう。

「ライドウ殿。魔王の子の名において貴殿らの安全は保証する。このまま調査を兼ねて神殿に入りたい。ご協力願えないか？」

「姉の言葉に同意。さっきの失礼のお詫び代わりに、私達の力を示して、護衛もする」

「いや、でも大事ならまずは陛下に判断を仰あおいだほうが良いですよ」

「……揺らいだ空間の内部に人の姿が見えない。恐らくこれは、計画的な事態だ。精霊神殿は我々の間では人気の場所でな。この昼ひる日ひ中なか、誰もいないなど本来ありえない。今日、この場所に我々が来る事を知っているのはごく限られた人物だけ。となれば、これは……」

「私達で対処せよという陛下のご意い向こうかもしれない。ライドウ殿、お願い」

　姉の言葉を妹のサリが補足する。

　でも中でクーデターとか起きていたら洒しゃ落れにならない。

　いくら魔王とはいえ、動かせる軍もいるはずのこの街で、わざわざ大事な後継者に危ない事をさせるかな？

　それとも、僕ら込みで何かさせたいとか？

　ここで応じれば、二人からはそれなりに信用を得られそうだけど、泥どろ沼ぬまになる気も……。

「……うーん」

　悩む僕に、識が話し掛けてきた。

「若様、僭せん越えつながら申しあげます。この非常事態、もしも住人が巻き込まれていたら大変です。何を害される事もなく平穏に日々を過ごせるはずの民が、万が一にでも命を落とすような事になってはいけません。ルシア殿もサリ殿も、魔王を目指す者としての責任感から申されている事でもありましょう。ここは一つ、彼女達の提案を聞き入れるのが良いと思います」

　識らしくもない、なんと言うか妙に人道的な発言。

　実のところ、澪はもとより識だって、魔族の民の事なんて塵ちりほどの価値も感じていないと僕は思う。

　少なくとも、これまで話した限りではそんな感じだった。

　なのに、急に人命は地球より重い的な発言をするなんて。

「識、気でも触ふれましたか。私達にとってこの街の住民などいくら死のうとどうでもいい事。この二人が救いたいというだけで、若様にはむしろ迷惑です。そ・れ・に！　先ほどのこの娘の無礼極まりない発言をお前も聞いていたでしょう？　手助けする必要など欠片かけらもありません」

　澪は、言いすぎだね。

　凄く言いすぎだ。

「澪殿。確かにあの言葉は無礼でした。が、今はそのような些さ事じは忘れ、魔族の民の安あん否ぴを早急に確かめる事が魔族への誠意になるのではないでしょうか。若様は人の命にかかわる事を迷惑などと申される方ではありませんから」

　……悟りでも開いたか、識。

　だけど表情も目の光も、いつもの識だ。

　んー、ならそっちに乗っかってみようかな。

　実はちょっと、あまり面倒な事になるならスルーしたいな、とか思っていた。

　でも過激な発言をした澪に乗るより、識の人道的な発言に乗った方がこの場合はプラスになりそうだ。

「澪、堪えてくれ。街中での事だし、勝手を知っているルシアさんとサリさんが急を要すると考えている以上、客人の僕らが反対するべきじゃない。守ってくださるとも言っているし、このまま進もう」

「……若様が仰るなら構いません。若様は私がお守りしますから危険はありませんし」

「ご英断です、若様。私も全力でお守りします」

　澪はどこか釈しゃく然ぜんとしない様子で、識は満足そうに頷く。

「ありがとう二人とも。ルシアさん、サリさん。予定通り──とはいきませんが、精霊神殿への案内をお願いします」

「ライドウ殿、感謝する。改めて、先の非礼はお詫びする。貴殿の勇気は称賛に値する」

「ありがとう、ライドウ殿。必ず貴方がたを無傷でお帰しすると、私の名と命に懸けて約束しよう」

　命に懸けてだなんて、大おお仰ぎょうなお言葉。

　子供の発言とはとても思えないな、やっぱり。

　見た目とのギャップが凄いわ。

　感心しながら、揺らぐ景色の中にある神殿を見る。

　上位精霊ってどのくらい強いのかな。

　最悪戦闘になった時の事を考えて、僕も弓──アズサをすぐ出せるようにしておこうか。

　アテナ様ともそれなりに戦えたから、精霊ならなんとでもなるとは思うんだけどね。

　神様より強いって事はないだろうし、大丈夫だよね。

　可能性は低いけど、お茶目な精霊による歓迎のサプライズってオチかもしれないし。

　女神がアレだから、何があっても不思議じゃない。

　ここから先はいよいよ揺らいだ空間の中、という所まで進んで、突入を促す。

「じゃあ行きましょうか」

「では、侵入路を開く。少し待っていて」

　僕の言葉に応えてくれたのは、サリ。

　澪が何か言おうとしたけど、それを制止する。

　ここってそのままは入れないのか。なんか行けそうな気はするけどな。

　多分澪もそれを言おうとしていたから止めた。

　サリが空間に向けて集中し、長い詠えい唱しょうを通じて干かん渉しょうしている。

「サリ殿は優れた術師のようですね。まだ幼いのに素晴らしい素質です。歪められた空間に干渉する術の行使など、なかなか出来る事ではありません」

「ありがとう識殿。我が妹ながら、こと魔術においては魔族でも彼女に教えられる者が少ないほどに、サリは優れた術師だ。結界に関する術理は専門ではないが、必ず道を開いてくれるだろう」

　識とルシアさんは、そんな話題から小声で色々と話を始めた。

　ルシアさんは確実に剣士だろうから、姉妹で剣士と術師って事になるのか。血が繋がっているのかどうかは分からないけど、前衛後衛と組める二人なんだな。

「……よし、開け！」

　サリの言葉に呼応して、揺らいだ空間の一部が切り裂かれた。

　狭いけど、なんとか通れそうだ。

　向こう側には揺らいでない同じ景色が広がっている。

「よくやった、サリ」

「このくらいできて当然」

　微ほほ笑えましい姉妹の会話だ。

　じゃ、さっさとくぐって……。

「少し狭いですね。広げましょう」

「若様、こちらからどうぞ」

　進もうと思っていた僕の耳に二つの言葉が。

　言わずもがな、識と澪だ。

　識は、サリが開けた入り口を一気に拡張して広くしていた。

　その隣では、澪の手から闇が放たれて、それが景色の揺らぎを侵食、識よりも豪快に入り口を作っていた。

「……」

「……」

　ルシアさんとサリは無言。

　無言だけど、色々ものを言っている沈黙だった。

「識、私が若様の通る道は作りましたから。そっちは貴方と他ので使いなさい」

「折角開けたのですから、こちらを皆で使わせてもらえば……いえ、別に違う場所に出るわけでもなさそうですから、二つあっても構いませんね。はい」

　澪の一いち瞥べつを受けて、識が一瞬で折れる。

「ま、まあ。目的は神殿の状況確認ですから。仲良くいきましょう」

　僕の言葉はどこか虚むなしく響いた。

　……ちなみに僕は、澪の作った方から入った。
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　歪んだ空間の内部は特に魔物がいるでも魔族の人が震えているでもなく、地と火の精霊が踊り狂って騒さわぎまくっていた。

　ただ、なんの力もない人が踊って騒いでいるならともかく、密度の濃い属性魔力の塊かたまりみたいな精霊達がそれをやっているから、安全じゃない。

　石やら金属が球や突起物と化して空を乱舞しているし、それらを取り巻くように色とりどりの炎が新手のアートみたいに派手に暴れている。

　かすかに人を象かたどった赤や黄色の光、自我を持たない下位の精霊が現れては消え。

　かと思えば、カナヘビよりも一回り大きいサイズのトカゲが体に火を纏ってちょろちょろ這はう。

　白雪姫の小人みたいな格好のちっこいのが、ハンマー片手にそこらじゅうを叩いて回る。

　この辺は中位の精霊だったと思う。

　自我を持つ個体もいたりいなかったりするらしい。

　……ここにいるのは全部正気じゃなさそうだから、見分けるのは無理だけど。

「精霊の乱らん痴ち気き騒ぎだね、これは」

「確かに。酔っ払ったかのような有あり様さまですな」

「うるさいです」

　僕らの感想は、こんな感じだった。

「何を呑のん気きな事を！」

「精霊神殿に明らかな異常が起きている。内部、大だい祭さい壇だんまで急がないと」

　ルシアさんとサリは結構真剣になって精霊達に対処している。

　四方八方からの無軌道な攻撃を払いながら、ゆっくり前進中。

　僕らは彼女らの後について進んでいるというわけ。

　……いや、守ると言って聞かないからさ。

　実際は識と澪が後方からくる攻撃や進行妨害を無効化しているんだけど、それは言わぬが華はなってやつだと僕にも分かる。

「あのお、このペースだと神殿に入るどころか、途中の階段で野宿になりそうなんですが」

　一応、今のペースについて言及しておく。

　神殿に近付けば近付くほど、精霊の動きは活発になっていく。

　少なくとも、今までの具合と先の様子を界で窺ってみたところでは、そう予想できた。

　どうやらルシアさんにはイオみたいな反則じみた再生能力はないみたいで、ダメージ無視の特攻はできないっぽい。

　サリの術は臨機応変で魔力量も豊富だけど、防御する攻撃の数が多すぎて後手後手だし。

　やっぱり一回戻った方がいいのかもと思えてきた。

　魔将の人を呼ぶとか、あるいは部隊をちゃんと組めばなんとかいけるんじゃないかと。

「こうも攻撃が止やまぬのでは仕方あるまい！　いくつか策を考えてはいる、しばしこのまま待て！」

　ルシアさんは余裕ないです。

　怒鳴られてしまった。

　レフトって魔将は、確かカウンターの名手だったんだっけ。

　戦い方を見るに、ルシアさんは、相手の急所を見出す手法をイオから継承し、レフトからは後ごの先せんを学んだのであろう戦法を取っている。

　バランスの良いタイプだと思う。

　イオみたいな戦い方をそのまま継承するなら、あの防御力と再生能力も必須になるもんな。

　あれは反則だ。量産機にスーパーロボットの真似はできない。

「姉様、これは難しい。私も一応考えてみたけど、撤退が一番という結論になる」

　サリは結構冷静。

　まあ、一発大技使ってもすぐに波が再開するから消しょう耗もうする分不利だし、これ以上移動を速められないならジリ貧ひんだ。

　僕でも分かる。

「なら撤退しましょう。思ったよりも状況は悪く、またそれを報告する事ができるのだから、十分役割は果たしたのでは？」

　ルリアさんの返答を待つまでもなく、僕はサリの結論を支持した。

「……ところが撤退するための出口を作る余裕がない」

　あらら。

　僕らが通ってきた入り口はもう閉じてしまっているし、あそこまで戻ってもう一回サリに集中してもらうのは結構大変だ。

「仕方ありません。ウチの者にもう一度開けさせますから、退ひきましょう。ルシアさん、サリさん。無理はいけません」

「まるで！　それがっ！　容易い事のように言ってくれるな！」

　右に左に鋭い動きで槍を閃かせて精霊をいなしながら、ルシアさんが返事をする。

　体力にはまだ余裕があるみたいだけど、精神的な余裕がいつまでもつのか分からない。

　なんと言うか、しっかりしているようで、やはりまだちゃんと〝子供〟なところもあると安心した。

「ひよっ子の貴女あなた達と一緒にしないでくださいな。この程度、準備体操にもなりませんわ。退くも進むもなんの苦にもなりません」

「……言ってくれる。なら、是ぜ非ひそのお力を見せていただきたいな！　ただし、前に進む方でな！」

　前って。

　責任感が強いのか、それともこれも魔王の目もく論ろ見みどおりか？

　そもそもこの異変自体、あの人の企てって可能性もある気がするんだけどねえ。

「ライドウ殿。私も、できればそのお力拝見したい。この状況下で退くも進むも同じ事と言えるほどなら、クズノハ商会の力を勉強させてほしい」

「勉強と言われましても。それですと〝力を示す〟と仰ったお二人の申し出とは逆になってしまいますが？　そのように自分の都つ合ごうでものを申されては、若様も我々も困るばかりですよ」

　識はやれやれと肩を竦すくめる。

「識殿。私の見通しが甘かったのは素直に認める。けれどこのような状況、神殿内で精霊に仕える者らの安否も一層心配。彼らに息があれば私と姉様が保護するという事で一つ、お願いできないだろうか。もちろん、この件は陛下にも申し上げて必ず報むくいると約束する」

　負傷者か。実はいくつか魔族らしい命の反応を把握している。

　……ついでに、少し前まで命があった場所も。

「ふむ……次代の魔族を担う一人である貴女がそこまで仰いますか」

「……」

　サリは黙っちゃったな。

　この感じだと、多分もっと強力な精霊が暴れているであろう神殿の内部は更なるカオスになっているはずだから、いっそ彼女達には帰っていただいて、全部任せてもらった方が楽……。

　と、駄目だな。

　ここは魔族領だし、僕らだけで勝手な事をしたと思われるのも良くないか。

　あの魔王様はどうも油断できないお人みたいだからなあ。

「若様、ここは一つ恩を売りたいと思いますが」

　識が小声で提案してくる。

「いいんじゃない？」

「若様は魔族に甘すぎます。識、お前もですよ」

「そう言わないでよ澪。昼食までには帰りたいでしょ？」

「それは……そうですけど」

「なら少し我慢。神殿の大祭壇まで行けば原因も分かるみたいだからさ」

「……ふぅ。仕方ありませんね。そこの二人、下がりなさい。交代です」

　澪が扇おうぎを開いて前に出て、識が続く。

　前衛に澪と識。

　真ん中に僕。

　後衛にルシアさんとサリ。

　……あれ、僕が魔族のお守もり係ポジション!?

　おおう。

「お手並み拝見といこうか、ライドウ殿。父と師が認めた力、従者からでも窺えようからな」

　なんと言うか、ルシアさんにはすっかり嫌われたっぽい。

「大口を叩いておいてすまない。ライドウ殿、せめて貴方は我々で守る」

　サリはそう言うけど、実際は……ね。

　二人は魔力体を広げて包んでおけばいいか。何かと聞かれたら障壁ですって言おう。

「いや、この際気を遣わないでください。何人かまだ無事な人もいますから、その人を保護する方法でも考えておいてくれると助かります」

「!?　無事な者の位置が分かるのか!?」

「っ、ライドウ殿！」

　ルシアさんとサリの顔色が変わった。

「神殿に向かう前にそちらから回りましょう。四箇か所しょほどです。澪、識、場所は把握しているな？」

「はい、順番に回りますわ。ですけど、若様が行かれる事はありません」

「澪殿の言われる通りです。あの階段の所でお待ちください。我々で集めてきますので」

「そう。じゃ、頼むね。待ってるから」

　数百メートル先の大きな階段の下を見る。

　後ろでルシアさんとサリがぎょっとした気配を感じた。

　順番に四箇所回って何人か死なせちゃうよりは、澪と識に任せた方がいい。

「では、ちょっと静かにさせますわね。識、お前が残りをおやりなさいね」

「お任せを」

　澪が自分を中心にして、見えない網あみを蜘蛛の巣みたいに広い範囲に張り巡らせた。

　言葉はなく、静かに目を閉じている。

　あれが澪なりの詠唱のようなものなんだよな。

　何もしていないと思っていると、いきなり大技が飛んできたりするんだ、これが。

　識も澪の様子を見て、何やら詠唱を始めている。

　周囲に砂粒ほどに小さなオレンジの光が点在し、拡散していく。

　気を払わなければ見逃しそうな識の領域が完成していった。

「じゃあ、行きましょうか。軽く走るくらいのペースにしますのでついて来てください」

「いや、軽く走る？　ライドウ殿、この状況で一体どうやって」

　未だ地と火の精霊が暴れ狂う空間を指して戸惑うルシアさん。

「すぐに分かりますよ。あ、ほら」

　僕は澪の力の発動を感じて、そう答えた。

　──パチンッ。

　澪の扇が小気味良い音を立てて閉じられた。

　その瞬間。

　一回だけ、大きく地面が揺れる。
















　そして静かになった。

　僕らには単にそれだけの事だった。

　ただ、暴れる精霊達にとっては……。

「多少残りましたね。小物ばかりですし、あまり美味しいものでもありませんが、分ぶを弁わきまえずに若様の前で踊り狂う輩にはこのくらいでちょうど良いですわね」

　ボトボト──そんな音を立てて、火と鉱物が次々と地に落ちていく。

　それらに加えてトカゲや小人も、体の大部分を大きな口で食いちぎられたような傷を負って倒れ、その傷から広がる闇に侵食されて消えた。

　まだ地で動く精霊や、空を舞う力の発はつ露ろも何割かあったけど、それも……。

「では、残りは私が」

　識が黒い杖で地面を突く。

　識の術の発動では結構定番の方法だ。

　ああいう好みの所しょ作さなんかが術の威力を上げる事もあるから侮あなどれない。識のこれはまさにその一つだね。

　ちなみに、〝地は風に塵と化し、火は水に灰に〟なんて詠唱を挟んでいたから、属性の違う精霊それぞれに対処する術を組み立てたんだろう。

「あ」

　サリの言葉──いや、呆然とした声を合図に、少しばかり残っていた精霊が凍って散り、あるいはズタズタに引き裂かれてなくなった。

　お見事。

「では、すぐに戻ります」

　一礼した後、澪と識が別々の方向に散った。

「じゃあ、そう言う事ですから。私達も急ぎましょう。一いっ掃そうしましたけど、この分だとまたすぐに湧いてきますよ」

「……」

「……」

　あれ、なんか二人ともここに入った時みたいに変な感じだ。

　このくらい、多分魔将クラスならできると思うんだけどな。

　イオだったらダメージお構いなしでもう神殿に入ってると思うし？





◇◆◇◆◇






　無事だった人を保護して安全を確保した後。

　僕らが入った地の神殿の内部は、嫌がらせのように迷路化していやがりました馬鹿野郎。

　僕はこういうの嫌いなんだよね。

　ついでに、ジメジメした洞窟も正直言うとあまり行きたくない。

　観光地化された鍾しょう乳にゅう洞どうで限界。

　地底の神秘には惹ひかれるものはあるけど、湿度とか温度とか地下水脈とか考えると、現実の洞窟は……。

　今までこの世界で本格的な洞窟に潜もぐらされる機会がなくて本当に良かった。

　つまり……今、結構辛つらい。狭いし薄暗いし、気のせいか若干暑い。

「もうさ、目星つけてぶっ放しとかダメ？」

「もう少しだと思いますから、ご辛しん抱ぼうください」

　上位精霊が二匹？　二人？　いるのは、まあ分かる。そこまでの直線を横穴でドーンと開けてしまいたい衝動に駆られたが、識に止められた。

　……ダメか。

「若様、内緒でやれば大丈夫ですわ。やってしまいましょう」

「澪、思いっきり口に出したらもう内緒じゃないじゃん。識にも聞こえてるよ」

「識は大丈夫です。聞いていない事にさせます」

「澪殿、いくらなんでもそれは無茶です……。精霊神殿の異常を調べるのが目的ですから、どうか力ちから業わざはご遠慮ください」

　流石に今回は識に分があるみたいだ。

　ん？

（姉様、これは本物です。クズノハ商会はここにいる三人だけで、大国並みの軍事力を有しています。それどころか、上位精霊が絡むかもしれない事態に関わりながら、まるで危機感がありません）

（分かっている。だが、サリ。実際このライドウ自身が強いかどうかはまだ定かではなかろう）

（これほどの強者二人が、血筋や権力で主人を決めるとは私には思えません。父上も危惧されていたように、ライドウは決して敵に回して良い相手ではないと私は判断します）

　静かだと思ったら念話か。

　上位精霊の位置を確認しようと界を展開したら、偶然聞こえてきてしまった。

　ロナが使っていた念話は解析済みだから、内容を聞くくらいならできちゃうんだよな。

　最近は探索の界を展開する時に、念話の内容がちゃんと隠せているかチェックする癖がついてきたのが、幸さいわいした。

　……いや、盗とう聴ちょうはまずいか。

　でも情報戦だと考えれば、これは覗かれた方が悪いわけで。ロナもそう思っているからセキュリティを気にした念話を作って使っているんだし。

　うん、罪悪感は脇わきに置いておこう。

（……となれば、だ。この事態が父上に対立する阿あ呆ほうの仕業でも、父上が仕組んだ事でも、それ以外の理由によるものだったとしても。私達には価値のある事件だったと言うわけか）

（これは父上の起こした事ではないと思いますが。ライドウの力を少しでも測るために敢えて私達に任せる事にして、動かないというのはあるかもしれませんけどね）

（上位精霊をダシにして、私達の命も差し出してか？）

（精霊についてはともかく、私と姉様でライドウの力と傾向を少しでも測れるというのなら、父上はきっと……）

（……そうだな。どの道、私達が魔王に選ばれる可能性は低い。能力はあれど、女には……他の使い道も多い）

（魔族を支えつつ、いずれ政情の安定か有力な他の亜人との友好のために、どこかに嫁とつぐのが定めでしょうね）

（ああ。やはり、サリもそう思うか。我々の歴史を振り返って女王はおらぬではないが、少ない。兄上達は特に政治に優秀だしな）

　なんかヘビーな念話してるな。

　澪と識の働きによって、ここまでで十人弱の生存者を保護している。残念ながら、もう生存者はいない。

　全員に結界を張って安全を確保したから、魔族の二人も気が抜けているようだ。

　ここから先は上位精霊との遭遇含めて戦闘力がものを言う段階ではなく、自分達の出番はないと思っているかもしれないしね。

　少なくとも、この二人は上位竜とか上位精霊とかと渡り合える実力はまだないから。

（ライドウ。これだけの力を有するならば、これまでの所作は全てフェイク。深しん謀ぼうをもって我らとの接触に臨のぞんだと見るのが妥当か）

　ルシアさん、本当に僕を警戒してるよね。でもそれは買いかぶり。

　……フェイクはフェイクだけど、多分ルシアさんの想像とは逆にフェイクだと思うんだよ。

　情けない事に。

（さて、それは分かりませんが、覚悟は……必要かもしれません）

（今日案内役を命じられたのは、昨夜父上にライドウへの嫁入りをどう思うか聞かれた時の答えが原因か、サリ？）

　ぶっ！

　よ、嫁入り!?

（私は保留し、姉様は断固拒否されましたね）

　保留……。

　ほりゅう。

　答えを決めずひとまずそのままの状態にしておく事。つまり、否定ではない。

　否定じゃないの!?

　マジか……。

　でも、流石にちびっ子は無理だ。

　倫理的に無理。

　二次元でも正直避ける事が多かったルートだよ。

　実際考えてみても……うん、無理。

（嫁になる気がないなら、せめて情報集めの役には立て。いざとなればライドウの盾として死んで魔族への心しん証しょうを良くせよと、そういう事か）

（あるいは、その力を目にして考えを改めよ、かもしれません）

（ふっ、確かに非常識だな、こやつは。私が逆立ちしても勝てぬのは分かった。いや、分かっていた。構え一つ取らせる事もできず、その前に影も残さず消されるだろうとな。だが私には奴の、自らの力を誇らずどこか軽かろんじるような態度がどうにも……な）

（ライドウは力を軽んじているのとは少し違うような……力だけを得た極めて普通の人であるように、私には思えましたが）

（だとすれば、余計に危険だな。一日一日を生きる者の発想でこれだけの力を振るわれたら、たまったものではない）

（ええ。ですから、ライドウには必要なのです。彼を、その力を、魔族に向けないための存在が）

（……それが私かお前というわけか？　だが……年格好を考えても、ライドウが余程特殊な趣味を持っていない限り、その役目を負うのは私になる気がするのだが？）

　持ってないわ、そんな趣味！

　思わず内心で突っ込みを入れてしまう。

　そんな時、僕はある存在を捉えた。

　……ん、あれ、この反応って。ひょっとしてあちらさんから？

（姉様は次代の軍を担う方。できる事なら私に反応してくれると万事上手くいくのですけど……）

（サリとて、内政外交ともに情報が重要になる今後、ロナと双そう璧へきとなってもらわねば困る人材ではないか。それに比べればイオ、レフトとまだまだ現役のわが師が統率する軍の方が憂うれいは少ない。……なに、いずれ后きさきという名の政治の道具にされるなら、いっそ覇は王おうに等しき力の持ち主にもらわれるというのも悪くは──）

　やっぱりそうだ！　向こうから、来た！

　念話に向けていた精神を、高速でこちらに迫る反応に向ける。

「澪、識！　あっちから来てくれたみたい」

「あら、識を黙らせ壁を破壊する手間が省はぶけました」

「なんと……。しかし、大祭壇とやらの方が広く色々とやりやすいはずなので、できる事ならあちらの方が都合が良いのですが」

　なるほど、だったら。

「移動経路は分かっているから押し戻そう。僕がやるよ」

　動いた軌き跡せきはなんとか覚えている。

　こっちは地の精霊神殿だから、迫ってきているのは地の上位精霊だと思う。

　まあ、この際どっちでもいいか。

「私がやりますのに」

「デカブツみたいだからね。二人はルシアさんとサリさんをよろしく」

　結構大きい。

　蜘蛛だった時の澪か、それよりもう一回りは大きいかな。

　大型トラック強ってとこ。

　上位精霊とやらの姿は見た事ないけど、この大きさなら間違える事もなさそうだ。

「あの辺りの壁をぶち破ってくるよ。……って、牛!?」

　でかっ！

　いや、予想はしてたけど、牛!?

　壁破壊なんて派手な登場を果たして僕らの前に出てきたソレは、こっちを見るや地面を前脚で蹴りはじめた。

　動きも牛かよ。闘牛かと。

　でも……ところどころ違うな。

　外見的に一番近いのは牛だけど、タテガミはあるし、蹄ひづめの代わりに凶悪な鉤かぎ爪づめが生えている。

　口元からはサーベルタイガーみたいなごっつい牙が覗く。

　全身は黒くてツヤツヤした硬そうな皮ひ膚ふ。角は牛に似ているものの、より太く鋭い。

　瞳は爛らん々らんと輝き、一切正気を感じない。

　上位精霊もこの有様か。巴の口ぶりだと、上位精霊は女神に従う存在ではあるけど上位竜と並ぶ、この世界において別格の存在らしいのに。

　というか精霊！　ここまでに出てきた奴ら、全部碌ろくに話もできないじゃないか！

　その時突然、奴の目が一層強く輝いた。

　げ！

「澪、消せ！」

「はい！」

　できるかどうか確認する間もなかった。

　一応僕の方も全員を保護する障壁を張──ろうとしたら、そっちはもう識が動いてくれていた。

　できた部下がいて僕は本当に幸せ者だ。

　床とか壁が黒く変色し、鋭い突起となってこちらに襲いかかってくる。

　だがこれも、澪が閉じた扇でその一つに触れると、その全てが四散した。

　ギリギリで間に合わせてくれた！

　流石は澪。

「識、二人を保護しながら殿しんがり。澪、僕の後について、あいつが何かしてきたら発動前に打ち消せ！」

「御意」

「お任せくださいな、若様」

　辛うじて指示が間に合った。

　闘牛よろしく予備動作を終えた上位精霊が頭を少し下げた。

　鋭い角が生き物のようにうねり、前方、僕の方に捻ねじれながら伸びる。

　うお、カッコイイ。あれ可変式なの……って！

　見み惚とれている間に突進!?

　でも力勝負なら問題ない。

　祭壇まで寄り切りといかせてもらおうか！

「ば、あれを受け止める気か!?」

「無茶……」

　娘さん二人の声は無視して、突進してくる超牛（仮称）に、こっちも突進で応じる。

　魔力体を展開して、奴よりも少し先に立ち止まった。そして突進してくる頭の先端、鋭い二本の角を……魔力体の両手で掴む！

　加速しながら突っ込んできた超牛が僕の前で一瞬震えて、止まった。

「……は？　いや、体格差。あの巨体だぞ？　ありえん……」

「術式一つ展開しないで、動きを？」

「さて、上位精霊殿。ひとまずお部屋に戻っていただきましょうか！」

　前進できるかなっと。

　ち、流石に四本足、粘ねばる。

　でもこんなのは綱引きと一緒。

　均きん衡こうが崩れれば後は一気だ。

「動きが、止まった。いや少しずつだが、押している!?　しかし、どうやって」

「あ、もしかして彼の報告にあった魔力の物質化・可触化による構築体では。見えなくしている状態でも……あそこまでの強度がある？」

　角を掴まれているのが気に入らないのか、超牛は嫌がって頭を振る。

　でも放してやらない。

　構わず押し込む。

　崩れてきた。

　こうなればもう後退するだけ。

　僕の方はまだ余裕がある。

　よし！

「澪、識、ルシアさん、サリさん。一気に押し込みます。祭壇までついてきてください」

　足に力を込める。

　いくら動かそうとしても動かない頭、どれだけ地を蹴って勢いをつけても徐々に下がっていく躯からだ。奴の目に焦りが浮かんだ瞬間、僕は溜めた力を解放して奴を来た道に押し戻していく。

　ゆっくりと、徐々に加速しながら、最後には奴が突進してきた時を思わせるほどの速度で。

　とうとう大祭壇まで超牛を押し返してやった。

「寄り切りー！　なんてね。巴がいたら喜んだかも」

　一つの事をやりきった達成感が身を包む。

「確かに。お見事でございました」

「広いといっても、それほどではありませんわねえ。コレを始末するには少し狭いかもしれません」

　わいわいとやっている僕らに対して、魔族のお二人はもう口数がゼロ。念話で何か話しているかもしれないけど、今は戦闘中だし、覗きはしない。

　超牛は超牛で起き上がって、相変わらずこっちを睨にらんで何かしているらしい。けど、澪が片っ端から無効化しているから、何一つ発動していない。

「よし、識は調査ね。僕がルシアさん達を守るから、澪はその上位精霊を少し落ち着かせて。なんか興奮しているみたいだからさ」

「承知しました」

「分かりました。でも若様、倒してしまっても良いのでしょう？」

「ダメ、絶対。正気に戻るくらいにしばくだけにしといて」

「……そこは構わない、と言ってほしかったです」

　言うかー!!

　精霊だぞ？　上位精霊なんだから、多分凄いんだぞ？

　一応、ちゃんと話を聞いた後でどうするのか決めないとまずいという事くらいは分かる。

　後で女神に何か言われても面倒だし。

　そういや女神あいつ、最近本当に大人しいな。

　亜空にスサノオ様達がやって来た時に、女神に説教と制約をしたって言ってたけど、一体どんなものだったんだろう？

　……考えるだけで恐ろしい。

　あの時の僕は結局、スーツ姿のアテナ様に身動きできないレベルで叩きのめされたんだった。

　一番下したっ端ぱみたいにかいがいしく動いていたアテナ様ですら、あの強さだし。

　神様マジこええ。

　ただし、虫（女神）は除く。

「わ、若様！」

　突然、識が驚きを滲ませた声を発した。

「識、どうした？」

「隣からも来ます！」

　隣って？

「火の上位精霊も!?」

　ルシアさんが識の言葉に反応した。

「ベヒモスだけでなくフェニックスまで……？　これは、都が灰になりかねない。空間の歪み程度で済んでいるから、少なくとも、上位精霊だけは狂っていないと思っていた。だから私達のみでも対処可能と判断したのに。どうして何もかも裏目に。こんな、どうして！」

　サリも喋しゃべった。

　ああ、あれがベヒモスなんだ。

　勝手に超牛とか言ってすみませんでした。

　でもそっか、フェニックスね。

　上位精霊としか説明がないから詳細が分からなかったけど、名前が分かってちょっと得した気分だ。

　それにこのダンジョンをもう一回やらなくていいのは正直嬉しい。

　乱入感謝、大歓迎！

「……迷路が一個減った。僕にしたら珍しくラッキー。じゃあ識がフェニックスの方を──」

「識、お前があの牛をやりなさい。私は鳥をやります」

「澪？」

　突然、澪が会話に乱入してきた。

　牛の──いや、ベヒモスの相手はどうした。

　拘束されていたベヒモスが……黒い網みたいなのを引き千切った。

　余計怒っちゃった感あるよ。

　識もあそこからバトンタッチだって言われても困るだろうに。

「あ、いや。どちらかと言えば、若様と澪殿で相手をしていただいた方がより確実かと……」

　案の定、識は若干渋しぶる。

　今は調査をお願いしたいし、僕が片方やった方がいいか。

　でも澪はそんなのお構いなしで──

「私、牛より鳥の気分なんです。はい交代」

「いいよ、識。片方は僕がや──」

「識。ギリギリまで力を試す良い機会じゃありませんか。それとも？　従者のお前が若様に面倒を押し付けるんですか？　ここらでもう一皮剥むけてみなさいな」

「いや、識には原因調査をお願いして──」

　急に雰囲気が変わった識が、僕の言葉を遮る。

「若様、私にお任せいただけますでしょうか。地の上位精霊、相手に不足はありません。是非！」

　さっきから最後まで喋らせてもらえない！

　まあ、そんなにやりたいなら、任せるけど。

　何かあったら助ければいいか。

「それでいいのです。お前はさっさと私達に並びなさい」

　澪も満足げに頷いている。

　んじゃ、僕は予定通りルシアさん達を保護するって事で。

「では若様、私は自分で火を纏って焼けてくれている鳥を食しょくし、いえ落ち着かせ？　とにかくやってきますね」

　……不安だ。いや、いただきますって言わなかっただけマシか。





◇◆◇サリ◆◇◆






　上位精霊との戦闘開始直後。

　私はライドウとクズノハ商会の戦いぶりを、ただ見つめている事しかできなかった。

　魔将とか、父上とか、そんな物差し自体が、彼らを測るには全く不十分なものだったと、すぐに思い知った。

　そもそも地と火の上位精霊をそれぞれ一人で受け持って戦闘している輩がいる時点で、理解が追いつかない。

　頭で想像できる強さと、実際に目にして分かる強さは違う。

　私の記憶で今と似た例を無理にでも探すなら──

　少し前まで魔族と寝食を共にしていた、ソフィアという冒険者がいる。

　あれも強さが掴みにくい者だった。

　数人で上位竜に立ち向かって討ち取ったらしいが、私の目には魔将イオを相手にしても奥の手を残して立ち回る猛も者さである事くらいしか分からなかった。

　私が主に師事していたのが、魔将の中でも諜報や工作を得意とするロナだったので、武人同士が感じる強さの感覚みたいなものに疎うといせいもあるかもしれないが。

　ルシア姉様などは私よりも個人の強さを見抜くのに長けている。それでも、あのライドウについては掴みきれていないようだ。

　結局、強さの物差しというのは、どこまでいっても自分の強さに引きずられてしまうものなのかもしれない。

　そんな考えが浮かんだ。

「ほらほら、動きが鈍にぶいですよ、鳥！」

　空中を滑すべるように移動しながら、黒髪の女──澪がフェニックスを相手に暴れている。

　なんでも、識というもう一人の従者が地上でベヒモスの相手をしやすくするために、そうしているのだそうだ。

　フェニックスは別名不死鳥とも呼ばれる存在で、実際に不死なのかどうかはともかく、魔将イオを超える最高クラスの再生能力を備えているらしい。

　現に、澪の振るう扇に翼を何度も裂かれているのに、瞬時に再生している。

　それでも、観察を続けていると澪が指摘した通り、徐々に動きが鈍くなっているように思えた。

　もしそれが弱っているからだとすれば、澪は上位精霊を圧倒している事になる。

　フェニックスは穏やかな性格の精霊だと、父上から教えられていた。

　とはいえ、これは紛まごう事なき上位精霊。攻撃に限らず、その行動は何一つ私に妨害できるレベルにない。対峙すれば数秒で焼き尽くされて、物言わぬ灰になるのは間違いない相手だ。

　まして、目の前の不死鳥の振舞いは、温厚とはかけ離れた荒ぶる炎そのもの。

　そう、あれは本来個人で挑む相手ですらないのに。

　地上では、識が放った魔術がベヒモスの近くで散じた。

「これも駄目か！　地属性の頂点というだけで、こうもやりにくいとは！」

　苛いら立だちの滲む識の言葉。

　ある意味では、こちらの方が澪以上に驚きだ。

　ベヒモスは地の上位精霊で、識が口にしているように、地属性にまつわる全ての頂点である。

　ロナからの報告ではあの識の力の源は、彼女も知るリッチのラルヴァ。

　リッチはアンデッドでは最高位の一角だが、そのアンデッドはそもそも地属性の存在だ。

　つまり、地属性の頂いただきに君臨するベヒモスと勝負できるアンデッドなど存在しない。してはいけない。

　仮に軍団を組んだとしても、咆ほう哮こう一発で土に還る羽目になるし、剣だろうと魔法だろうと、その体を傷つけられるはずがない。

　──だというのに、威力は大分殺されているにしろ、いくつかの術を通し、傷も負わせている。

　世の常識をひっくり返す一戦と言えた。

　魔術に関わる身として、彼の健闘を素直に信じられない。

「十三階梯リースリッツァ！　第一から第四階かい梯ていまで解放。〝杖ワンド〟、〝剣ソード〟、〝杯カップ〟、〝硬貨コイン〟」

　識の力が膨ふくれ上がった!?

　それも、存在そのものが強化されたかのような、かなり高位の力の発動。

　四つの言葉があった。

　つまり、四種の強化を一度に付与したの？

　あれだけ高威力の術を、あんな短い詠唱で？

　識だけじゃない。クズノハ商会の三人は皆、異様に詠唱が速い。

　あの技術の一端でも魔族にあれば、もっと複雑で幅広い戦術が可能になると断言できる。

　奴らは、こともなげにそういう事をやってみせる。

　いつの間にか、識の手に四つの指輪がはまっていた。

　さっきのリースリッツァという術の副次的な効果だろうか。

「第七階梯〝ヘル〟解放、及び発動！　〝霧の神殿ニヴルヘイム〟、奴を食らい尽く……っ!?」

　膨ぼう大だいな力が識に集まって解放されようとしたその時。

　ベヒモスの角の形状が変わり、二本が一本に縒より合わさった。

　目が輝く。

　識の小指に指輪らしき光が生じたが、そのまま砕くだけて消えてしまった。

　多分、術の失敗だ。

　もしくは妨害による不発。

「あらら、あの段階で砕かれちゃうとしばらく使えないぞ。ベヒモス、本能で動いているだろうに、危ないのは分かるんだな。ん、本能だから分かるのか？」

　まるで危機感のないライドウの言葉。

　私には識がかなり危険な状況に思えるのに、彼は心配する素そ振ぶりも見せない。

　狂った精霊の領域に入ってから、彼が嫌そうに顔をしかめたのは神殿が迷路になっていた事に対してだけだ。

「肉弾戦などとても考えられぬような巨体のくせに、やる事が細かい！　術も軒のき並なみ打ち消してくれるしなぁっ！」

　そう言いながら、識はベヒモスに突っ込んでいく。

　明らかに術師の識に、アレとの接近戦はいくらなんでも無茶だ。

　さっきのライドウは限りなく特殊な例なのだから。

　あんな事をやってのける術師など、世界に二人といないと断言できる。

「アスカロン！」

　識の短い詠唱。

　今度は妨害を受けずに成立したのか、手にしていた黒い杖が大剣に姿を変えた。

　あまり慣れているとは言えぬ手つきで両手で大剣の柄を握り、識がベヒモスの角に一撃を叩き付けた。

　黒い剣は甲高い音を立てて弾かれる。当然識の体勢は大きく崩れ、隙が生まれた。

　でも、彼は笑っている。

「第六階梯〝フレイ〟解放。〝剣帝憑依ソードスピリテム〟」

　識の動きが一瞬で変わった。

　野性的で荒々しい、直感に頼るような生きっ粋すいの戦士の動きに。

　一瞬の隙に繰り出された角は痛烈な斬撃に迎撃される結果に終わった。

　……馬鹿げている。

　最初の一撃はなんだったというのか。

「……なんて美しい、しなやかな剣」

　ただ一言、隣でその技を讃たたえる言葉が聞こえた。

　識が次々繰り出す剣は、隣にいたルシア姉様がそう見惚れて言葉を失うほどの凄まじさだった。

　私も、初めて見る美しく苛か烈れつな剣技に、引き込まれそうになる。

　このスイッチによって、識の攻撃はまた少しずつベヒモスに手傷を負わせていった。

　とは言っても、フェニックスほどではないにしろ、ベヒモスにも再生能力はある。

　傷を負わせるよりも治る方が早く、このまま続けても識は体力を失うだけ。

　……ここまで、識は本能で戦っていたわけではなさそうだった。だから、何か考えはあるのだと思う。

　彼の戦い方は策によるもの。

　レベルはともかく私と基本的には同じ、だからなんとなく分かる。

　ただそれでもあの剣技は別物。明らかに本能的な動きに見えるから、もしかしたら彼は自棄やけになって、一番得意な事に賭けた可能性もある。

　ううん、違う。戦いの最中に時折垣かい間ま見えるあの瞳はやっぱり冷静。

「術式つきの指輪は使わせてもらえんが、これならば！」

　脚、牙、角。

　それに体当たり。

　ベヒモスが繰り出すのは、どれも即死クラスの攻撃。時折その巨体が上体を起こすと、威い容ように圧倒されて胸中に恐怖が生まれるのが分かる。

　そこにほとんど無詠唱の各種魔術。

　識はそれらを何とかいなして攻撃を続ける。

　──おかしい。

　識が宣言した数よりも指輪が多い。

　一つは潰つぶされたはずなのに、あれ、数が……。

　カキィィィン!!

　激しい金属音を響かせ、識の黒剣がベヒモスの角に挟まれた。

　動かせないように絡め取られた形だ。

　まずい！

　反射的にライドウを見る。

　まだ動く気がない!?

　触手みたいに自在に動く鋭くて硬い角……なんて厄やっ介かいな！

　ベヒモスが大きく口を開く。

　角に負けない鋭い牙が識に、食い込む。

「第八階梯〝ラグナロク〟解放」

　そこまで呟いた識の体の何割かが、食いちぎられた。

　うっ。

　どうして、どうしてライドウは仲間の危機でも平然としている!?

　私の見立てでは、お前は身内とみなした者には絶対にこんな対応はしないはず……。

「決まりか。でも危なかったなあ。先にジェミニを仕込んでなかったら相打ちだった可能性もある」

　え？　ライドウの言葉からは、落胆ではなく、むしろ安堵を感じる。

「第一鎖レージング」

　その声は、ベヒモスの真横から聞こえた。

「ま、それも指輪の制御に心血注いで臨んだ下地があってこそ。地道な修練って、結局は自分を一番助けてくれるよね。お疲れ、識」

　ライドウが顔を向けているそこに、識がいた。

　でも、今食われたのも同じ……。

　ベヒモスの正面に視線を戻すと、そこには崩れ落ちる土くれ。

　そしてレージングと唱えた識の声に呼応して、ベヒモスの体に幾いく重えにも鎖くさりが巻きついた。

　動きを封じる術？　それとも封印術？　上位精霊に有効なレベルだと、失われた禁術や古呪に相当する代しろ物ものなのは間違いない。

　識はこんな強力な術を、一体いくつ習得しているの？

　話では、ラルヴァはロナと互角らしいけど……弟子である私から見ても、今日の識の方が何段階も上だ。

　ロナの知るラルヴァは既に過去のもの。

　今の識という人物を測るにはあまり──いえ、全く参考にできないのかもしれない。

「識、出し惜しみは駄目だ！　引き千切られるぞ！」

　ライドウが叫び声を発し、識が即座に反応する。

「ちぃっ!!　第二鎖ドローミ！　第三鎖グレイプニル！」

　ベヒモスの体の全てを鎖が覆う。複雑に絡み合いながら、繭まゆのようにベヒモスの巨体を空中に拘束していった。

　その鎖は宙から生えていて、端は見えない。

　物理的にだけじゃなく、特殊な力で行動を封じているのか、最早ベヒモスは暴れもしなかった。

「はぁ、はぁ……」

「お疲れ。第九のジェミニから第八も同時発動なんて、凄いじゃない」

「……いえ、とにかく必死でした。術式つきのものは、指輪でもまともには使わせてもらえず……」

「いや、凄かったよ。属性が同じで上位の相手だと、あそこまできつくなるものなんだね。危なくなりそうだったら加勢しようと思ったけど、せずに済んで良かった」

　加勢なんてする気配はなかった。

　ライドウは識がベヒモスを制圧すると、半ば確信していたんだ。

　それに、戦闘になった後のライドウは、どこかこれまでと違う。

　特に傍そばにいて感じる安定感が。

　ルシア姉様の言うように、これがライドウの本ほん性しょうなのか？

「まだ、第十以降は発動すら不安定ですし、これからも全力で精進、します」

「今は休みなよ。ま、澪の方ももう終わりそうだから、落ち着いたら調査をよろしくね」

　澪……。

　そうだった。地上と比べると静かだったから、あんまり見ていなかった。

「流石は澪殿です」

「アレで決めるんだろうね。見てたんだけど、フェニックスってさ、羽を攻撃に使えるんだよ。羽ばたきで炎の羽が散ってね。それでほら、高速で一帯に降り注ぐんだ。これまでは澪が全部網の障壁でガードして食べてたけど、今回は──」

　ライドウの解説通り、フェニックスの羽ばたきで何百もの炎の羽が散った。それらは空中に留まり、輝きを強めている。

　あれを……毎回障壁でガード？　え、食べ？

　私だったら準備万端整えて、全力で一回逸そらすのが精一杯だと断言できる。

　それさえも無傷で済むとはとても思えない。

　唐突に、チカッと、目を灼やく強烈な光が放たれた。

　凄まじい数の攻撃が澪と私達の方に降り注ぐ！

「──歪めて」

「全部自分へ、ですか。あれには最悪の思い出がいくつかございます」

　呑気に解説を続ける二人。

　最悪がいくつかって……どれだけ悲惨な思い出なの。

　ライドウと識の言葉通り、降り注ぐ全ての攻撃が、軌道を変えて澪一人に向かい、全弾命中する。

　なのに。

　澪の姿は原型をとどめたまま。

　焼かれて、溶けて、何も残らない。それが当然の攻撃だったはずなのに。

「味付けをして、お返しです」

　澪の言葉。

　そしてフェニックスの悲鳴が響いた。

　翼が……いや、全身に黒い炎が突き刺さって燃えていた。

　……カウンターマジックの一種？

　魔将レフトもあんな感じの事をするけど、自分に攻撃を集中させはしない。

　滑るように地上に戻ってきた澪の後を追って、フェニックスが錐きりもみ状態で落下してきた。依然黒い炎に纏わりつかれたまま。炎の象徴である不死鳥が炎に蝕むしばまれる、異様な光景だ。

　弱々しくもがくだけになったフェニックスを一瞥すると、澪はライドウに一礼した。

　こちらに戻ってきて正面を晒す澪。

　思わず息を呑んだ。

　そこにはいくつ受け止めたのか分からないほどの攻撃の跡があった。

　やはり、あの攻撃は全部澪に命中していたのだ。

　さほど丈夫そうには見えない生き地じの服だったが、一体どれほどの防御力があるのか、ところどころほつれている以外に目立って破れた部分はない。

　彼女がやってみせたのは、受けた攻撃をアレンジして相手にも返す……そんなところだろうか。

　圧倒的な防御力があれば、あるいは実戦的なのかもしれないけど、正気の沙さ汰たじゃない。

　自身の防御力の低さをカバーするために必死にカウンターを極めたというレフトとは、対極に位置する思想だ。

「お疲れ、澪。識も頑張ったからさ、助手として調査を手伝ってあげてくれる？」

「後で一緒に鳥を食べに行ってくださるなら」

「ん、いいよ。良さそうなお店を教えてもらっておくから、一緒に行こう」

「楽しみです！　さ、識！　遠くを見てないで、さっさと済ませますよ。若様と食事に行くんですから！」

　ああ、彼らにとってこの程度は日常レベルなのか。

　だから慌てもしない。

　危機感を抱きもしない。もちろん、歴史的な勝利を祝う事もしない。

　信じ難いし、多分すぐには信じられないけど。

　たとえ彼らが魔族と全面戦争になったとしても、ライドウは今よりもほんの少し困った顔をして準備を始めるだけだろう。

　そして魔族は……間違いなく滅ぶ。

　最悪の存在だ。

　女神やそれに準ずる力が、気き紛まぐれに刃を振りながらふらふらと世界を彷徨さまよっている。

　そう見做して良い。

　父上がライドウをどうしてここまで厚こう遇ぐうするのか、少しは理解できた気がする。

　協力したい、利益を得たい──それはあくまで二次的なものにすぎなかった。

　最大の理由は、敵対したくない、だったんだ。

　彼を敵にすれば、魔族は今後のいかなる計画も予定も進められない。魔族の悲願や憎しみを押し殺してでも、今は彼と握手しなければならない。

　よく分かった。

　そして、私の行くべき道も。

　魔王でも后でもない、私にしか選べないだろう道が見えた。

　魔王の子供として扱われ、皆に良くしてもらえたこの人生に、不満などない。

　我が身、我が心は我がものにあらず。今日ほど私のこの密かな信念を誇りに思えた日はない。

　精霊神殿が通常の状態に戻る頃、私はもうすぐ見られなくなるかもしれない旧都の景色を胸に刻みながら、帰路についた。
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「……以上が、今回の精霊神殿での異常についての、クズノハ商会による見立てです。あの場におりました私としましても、彼らの報告に嘘はないと考えて良いかと」

「なるほど。上位精霊までをも酔わせるほどの歪んだ力場が祭壇に発生、か。明らかに人為的なものだな」

「はい。識殿が仰るには、空気に溶ける触しょく媒ばいを利用した、数日間程度の効力を見込んだ儀式魔術ではないかとの事。犯行は恐らく……陛下への反対勢力によるものではないでしょうか」

「間違いあるまい。ヒューマンの工作員はそもそもこの都に入り込んでおらんし、かの組織にも女神の神殿にも変わった動きはない。となれば自おのずと答えは絞られる」

　夜の宴を待つひと時。魔王ゼフは数名の文官と、側近でもある魔将イオ、ロナを伴ってある報告を聞いていた。

　報告者は魔王の子供二名、ルシアとサリである。

　客人であるクズノハ商会一行を精霊神殿に案内している最中に事件に巻き込まれた彼女達は、その解決までの一部始終を見届けて城に帰還した。

　報告を終えたサリは、ゼフからのいくつかの質問に淀よどみなく答える。

　ゼフはその事件の黒幕まで前もって知っていたかのように、彼女の言葉を肯定した。

「しかし、上位精霊が二体揃ってもライドウには傷一つ負わせられんか。魔人とは、伊達だてやハッタリで付けられた名ではないという事だな。聞けば、その名の由来となった戦場では奴の一撃で四桁単位の兵が死んだそうだ。まったく、少しは誇こ張ちょうされた話であってほしかったが、まさか過小評価だったとは恐れ入る」

「……あの者らの力は大国に匹敵──いえ、より慎しん重ちょうに考えるのなら、この戦争における第三勢力として数えてよいほどです。いかに暴走していたとはいえ、荒れ狂う精霊の園そのを涼すずしい顔で通り抜け、ベヒモスとフェニックスを制圧するのですから」

「従者一人が上位精霊並みとなれば、あながち否定もできぬな。しかしロナ、お前の報告ではあの識とかいう者は、精々強力なリッチ程度の実力だったはずだが？」

　ゼフが隣に腰掛けているロナに言葉を向けた。

「はい、確かにあの識はラルヴァに憑依されている者のはず、です。……やはり信じられません。確かにリッチとして奴は既に伸びしろの限界近くまで力を高めた個体だったと認識しています。ですが、いくらなんでも地の上位精霊に勝てるわけがないのです。アンデッドの力でベヒモスに立ち向かうなど……松明たいまつを振り回して山火事を消そうとするような、愚おろかで信じ難い行為です。無む謀ぼうとしか言いようがありません。一体、奴に何が起きたというのか」

「幾いく分ぶんか暴走に助けられていた部分はあったのかもしれないが、識殿は途中見事な剣技も交えつつ、禁呪クラスの魔術をいくつも同時に行使してベヒモスと渡り合っていた。接近戦の実力といい、魔術の強大さといい……あれがリッチだとは信じられない」

　これまで沈黙を貫いていたルシアが、ロナの戸惑いを感じさせる言葉に反応して識の戦いぶりを口にした。体術を駆使するリッチなど常識では存在しない。

「剣……。ますますラルヴァのイメージから離れます。どうやら、奴、識についても私のこれまでの認識はまるで通用しないようです」

「うむ。ただし、調査などは穏おん便びんにな。強きょう硬こうな手は一切禁ずる」

「はっ」

「で、サリ。精霊殿達はなんと？　正気に返られたのだったな？」

「はい。それが、開口一番〝元々腕試しをする気だったからちょうどよかった〟などと申されまして」

「なんと……」

　イオが呆れたように短く呟く。

「澪殿に時折折せっ檻かんされながらも、基本的には和なごやかに話が進みました」

「ふむ。まあ興味を持たれていたようだから、その可能性も考えてはいた。それで？」

　澪の振舞いについては触れずに、ゼフが続きを促す。

「結局のところ、フェニックスが澪殿に、ベヒモスが識殿に対して、それぞれ困った事があれば呼んでいいといった約束を結ばれました」

「くくっ、そうか。まったく、どんどん手がつけられなくなっていくな、あの商会は」

「後にもいくつか話があったらしいですが、私と姉様は保護した者らの様子を見てくるように言われてその場を離れるしかなく、どんな内容だったのかは分かりませんでした」

「よい。さて、まだ大方は辛うじてこちらの想定した範囲に収まっていると見るが……」

　まるで思惑を確かめるかのようなゼフの表情を見て、サリが大きく目を見張り、そして口を開いた。

「失礼ながら申し上げます。陛下は、精霊神殿の異変を既に把握しておられたのですか？」

「……うむ。いや、そうであるかもしれぬ、と考えていた程度だがな」

「その後のクズノハ商会の行動も？」

「お前達に引き摺られて、干渉はするであろうと思っていた」

「……彼らの実力も、でしょうか」

「その点は、お前達ができるだけ引き出してくれると期待していたが……余が考えていた程度の異変ならば、問題なく帰って来ると確信はあった」

「ライドウ殿は……こともあろうにあの男は、ベヒモスと対峙していた時にフェニックスまで乱入してきた最悪の状況で、〝ラッキー〟と言いました。神殿一個分楽になったと。陛下は！　それほどまでの力をライドウ殿から感じておられたのでしょうか!?」

　サリの語気が強まる。

「……ふっ、ラッキーか。恐ろしい言葉を吐く。いや、そこまでは考えておらぬよ。第一、まさか上位精霊が二体とも狂っておったとも想定しておらん。それほどの事態だと知っていれば、余が自ら軍を率いて事態の鎮圧に臨んだであろう。事実、その用意もしていた。そうだな、イオ、ロナ？」

　ゼフの言葉にイオとロナが首しゅ肯こうする。

　それを見て、サリはどこか安堵した様子で息を吐いた。

「そうですか。いえ、私達にはとにかく危険な人物としか把握できなかったので、陛下はどこまで分かっておられたのか、どうしても気になりました。ご無礼をお許しください」

「無礼などとは思わん。気にするな。だが、此こ度たびの一番の問題は、やはりタイミングだな」

「タイミング？」

「クズノハ商会が神殿を訪れる日時を把握していたのは、ごくごく限られた人物。であれば、クーデターを望む輩にその情報を流した者が、余の身近にいるという事になる。上位精霊までを巻き込む精霊の暴走など、内容からして発ほっ作さ的、衝動的に起こせる事件ではない。それを計画的にやれるだけの者らが、狙ってクズノハ商会を──余が招いた客人を巻き込もうとしたとも考えられる」

『!?』

　一同に緊張が走る。

　魔王の言葉は、この場にいる者が〝そう〟かもしれないと言ったも同然なのだから、無理もない。

「やれやれ、こちらも春までには片付けたい問題だ。クズノハ商会ほどではないにせよ、な」

　眉み間けんを押さえて嘆息するゼフに、イオが遠慮がちに進言した。

「陛下。客人である彼らを働かせたままでは、こちらの体てい裁さいも──」

「分かっている、イオ。なに、それについては昨日ロナから識を通じて、あちらにある程度伝えてある。そうだな、ロナ」

「はい。確かに伝えました。が、あれは親善試合の代たい価かとしてだったはずですが」

「少し色をつけて、目もく録ろくよりも先にモノを渡す。見たところ、ライドウはそのような手法にも恩を感じるタイプに思えた。識は納得するか分からぬが、あの一行は間違いなくライドウが一番の発言権を持っている。最悪、奴さえ納得させられれば、問題はあるまい」

「確かに……」

「とはいえ、無茶はせぬがな。実は内情が厳しい、と泣き落としでもして見せようか。この環境を見て、魔族が豊かだとは思ってないであろうからな」

　ゼフが笑う。

　早くもこの王は、クズノハ商会と向き合う彼なりの方法を見出しているようだった。

　この場に漂ただよう緊張感が若干和らいだところで、ルシアが話題を変えて自らも関わるであろう翌日のイベントについて切り出そうとした。

「では親善試合について──」

「待て」

　魔王は笑顔のまま、その言葉を制した。

「その前に、二人に確認しておきたい事がある。今日同行した上での意見を聞く。今一度、余がお前達にライドウに嫁げと言ったら、どうする？」

「問題ありません」

　ルシアが間かん髪はつを容いれずに答える。

「即答か。随分と早い心変わりだな」

「陛下の仰る通り、あの者は野放しにできません。私などで役に立つなら、あの力が魔族に向かぬよう全力を尽くします」

「ふむ……サリ、お前は？」

「私は……ライドウ殿に嫁ぐ事はできません」

「ほう」

　ゼフが興味深そうにサリを見る。

　周りも、それまではどちらかと言えば婚こん姻いんに前向きだったサリが、拒絶の言葉を口にした事に驚いた様子だった。

「恐らく、その申し出はライドウ殿には逆効果になると考えます」

「どうしてだ？　嫁をもらうという事はヒューマンであろうと魔族であろうと、親類となる事を意味する。古くから、婚姻は種族の諍いさかいを調停する有効な方法の一つだが？」

「澪殿です。あの方は識殿に比べ、かなり感情に素直に振舞われる方でした。そして、ライドウ殿に想いを寄せている。私はそう見て取りました。ならば、嫁入りというのは彼女にとっては面白くないはずです。もし澪殿だけでも裏から魔族を妨害しようと考えなどしたら、甚大な被害が出かねません」

「……それほどまでに、情を優先するだろうか。仮にもあの、ライドウの側近だぞ？」

「します。クズノハ商会は、我ら魔族の組織と比べてかなり自由が許されているようでした。話がまとまる前に、何かあると」

「む……、それは少し予想外だな。クズノハ商会はライドウの下で一枚岩の組織、奴の意思と決定は絶対だと考えていた」

「それに、ライドウは陛下が考えるよりもずっと」

「ずっと？」

「幼く、奥手な男性であるように見受けられました。少なくとも、平時においての彼は」

「幼く、奥手か」

「はい」

「だから婚姻は適切な策ではない、か。命のやり取りが平然とできて、心が幼いという事もないと思うが……しかし、あの夜の話でも確かに……」

「ただし陛下、私は既に種を蒔まきました。今日彼を見て、婚姻よりもライドウ殿を縛しばれそうな策になると思っています。私にお任せいただけませんか？」

「サリ！」

　ルシアが厳しい口調で叱しっ責せきする。

　クズノハ商会とライドウ。どちらも魔族の未来にも関わる事なのだから、未だ勉強中であるルシアやサリに任せられる案件ではない。

　ルシアが声を荒らげるのももっともだ。

　しかし、ゼフは感情を一切窺わせず、静かに問いかけた。

「サリ……自信はあるのか？」

「はい」

「詳しく申せ」

「……後ほど、人払いの後に申し上げたく存じます」

「……分かった」

　サリとゼフの視線が真まっ向こうからぶつかる。

　どちらも真剣で、割って入る事のできない雰囲気だ。

　ゼフが視線を外した後も、サリはしばらく彼を見つめ続けた。そして小さく頷くと、それっきり口を閉ざした。

「ロナ。先ほども言ったが、ごく限られた範囲に裏切り者がおる。捜せ、明日の試合には響かせるなよ」

「……必ず」

「うむ。イオ、親善試合に少し変更を加える。神殿の一件が伝わる事を念頭に、観戦できる者をより制限したい。それから、対戦相手もだ。サリ、お前は余の部屋の前で待機しておれ。ルシアは戻ってよい。それから……明日の試合にお前は来るな。既に心が折れた者が見ても参考にならぬ光景であろうからな。部隊訓練を任せるゆえ、終日務めよ」

　ゼフの指示に、各々から肯定の返事が上がる。

　ルシアは唇を噛み締めたものの、反論はしなかった。

　既に目の前でライドウやクズノハ商会の力を見た彼女には、試合を見るのはそこまで必要な事でもない。そんなゼフの意図が伝わったかどうかは別にして、ルシアは頷いて返事をした。

「この後の夕食で、ライドウ殿と話をせねばな。想定していたとはいえ、つくづく忙しくさせてくれる客人だよ、彼らは」
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「そう言ってもらえると助かる。ライドウ殿にはこの都を救ってもらったも同然だ。親善試合を引き受けてくれた事といい、いくら頭を下げても追いつかんよ」

「い、いえいえ！　陛下にそのようにしていただくなんて。ほとんど従者に働いてもらったようなものです。ルシアさんにもサリさんにも怪我がなくて本当に良かった」

　えー、今ゼフ陛下が隣にいます。

　近いです。

　王様の隣です。

　昨日より一層食べ物の味が分かりません。

　ついでに、満腹具合も分かりません。

　魔王直々に料理を取り分けてくれるし、今夜の宴は昨日よりも規模が小さくて、より上の人だけが参加しているらしい。

　僕にとっては、より嬉しくない仕様です、はい。

「暴走の原因に目星までつけてもらったのだ。もっと尊大に振舞ってもらって良いのだがな。ん、杯さかずきが空だったか。気付かずにすまんな」

「いえ、もう大分いただいていますので、その……いただきます」

　なみなみと注つがれる液体を見て観念する。

　こういう時って、どうやって断るのが正解なのか。

　飲みかけのままグラスを持っておけばと思ったけど、どこからともなく空の杯が差し出されて、陛下がそれを満たすので無駄だった。

　お手上げだ。

「陛下もどうぞ」

「ありがとう。いや、実は余もこうして誰かと飲み交わす機会が少なくてな。まるでライドウ殿が息子のように思えてきてしまう、いや、参った」

　何をサラッと言うんだ、この人は。

　本当は絶対酔ってないだろう。

　朝、ルシアさんとサリの念話を聞いている身としては、前振りにしか聞こえない。

「ご立派な息子さんがお二人もおられるじゃないですか、あはは」

「ロシェに、セムか。確かに、良く頑張ってはいる。が、優れた教育で作れるのは秀才までだ。あの二人もな。やはりライドウ殿のような突き抜けた才はなかなか出ない。今日案内させたルシア、それにサリ……まあサリはまだ少し幼いが、どうだ？　どちらか、なんなら両方でも構わんから、もらってくれると余も安心なのだが」

　……話題変わんねえ。

　何この人。

「ご冗談を。私、ヒューマンですし」

「力ある者なら構わぬ。初孫もこちらに預けろとは言わんよ？　ん？」

　ん、じゃねえ……。

　結婚なんてそもそも考えてないし。

「本当に良いお話だとは思いますが、未だ商人としても未熟な身。お断りさせていただきます」

「……駄目かね」

「……はい」

　どう言おうか迷ったけど、はっきり断る事にする。

　曖昧に言っても引いてくれそうにないもんな。

「どうしても？」

「どうしてもです」

「むぅ」

　ゼフ陛下は残念そうに肩を落として、しばし黙り込んでしまった。

　機嫌を悪くさせちゃったかな。

　でも、流石に結婚となると、なあなあで承諾はできない。

「なら仕方ないな」

　突然、顔を上げた陛下が、あっけらかんとした声でそう言った。

「へ？」

「残念だが、私の娘ではライドウ殿は射止められなかったという事だろう。即すなわち、魅み力りょく不足。力が及ばぬなら、これはもう諦めるほかない」

「は、はあ」

　ここでも力か!?　凄いな、おい。

　と言うか、随分あっさり引いてくれたよ。

　嬉しいけど、少し不安もよぎる。

　これが魔王クオリティ、いやゼフクオリティか。恐るべし。

「ルシアなど、あれで結構締め付けておってな、脱ぐと女らしくもなるし、ドレスなど着ればそれなりに映えるのだが……。確かに、女の身で軍人などやっておるから、〝そちら〟の修練は怠おこたっているところがある。このままだと売れ残りそうで、余も少し不安に思っているのだ。ライドウ殿の好みであればと期待したが、叶わなかったか」

　ヒューマンだと女神の祝福ありきだから、女性軍人も別に珍しくない。というか祝福の能力向上だけなら女性の方が効果が高いから、むしろ多いくらいなんだけど、亜人や魔族だと少し割合が減るんだよな。

　少ししか変わらないのは意外だが、そこは魔術の存在も関係してくるような気はする。

　どちらにしろ、女性が軍の上の方にいるのは亜人では相当珍しいのは確かだ。

　でもさ、血が繋がってるかどうかは知らないけど、娘なのになんて言い草だ。

　チラチラ視線をよこされても、頷けないものは頷けない！

　口では〝仕方ない〟とか言って、実は諦めてないのか!?

　ずっと人ひと懐なつっこい笑顔のままだから、本心が読めん！　ずるい！

「一から仕込む楽しさはあると思うが、ライドウ殿はまだその手間を楽しむような歳でもないか」

　この人、さっきからとんでもない発言を繰り返してるけど、絶対に酔ってないし。

「へ、陛下。その、少しお酒を飲みすぎでは？」

　失礼にならないように、お酒のせいにしてフォローしてみる。

「なれば、サリも駄目であるか。あれなど、まさにこれから女になる段階。体すら未成熟だ。今だけ楽しめる背徳感も好みではないと、そういうわけか」

　だめだ、止まってくれない。

　後で酒のせいにするつもりだろうけど、結構大きな声で叫んでくれていやがります。

　話題にされた二人が手を止めてプルプル震えているし。

　実は悪ふざけが大好きなのか、魔王。

　二人の娘さんがいるツィーゲのレンブラントさんだって、こういう状況の後は大概酷い目に遭ってるぞ。

　その覚悟はあるんだよね？

　頼まれても助けないからな？

「正直、サリ殿と結婚と言われても、流石にピンと来ません。私の周りには王族や貴族の方のようにご結婚が早い方もいなかったので……」

　なるべく常識的に。

　せめて、僕は彼女達の気持ちを逆さか撫なでしないようにしておこう。

「ではライドウ殿の好みの女とは、どのような女性なのだ？」

「私の好みですか!?　え、ええと。普段はサバサバしていても不意に女らしい仕草をする子だったり」

「……ほう」

「一生懸命に頑張る一いち途ずな子、とか」

「……」

「いや、たとえばの話なんですが」

　何を言ってるんだか、僕は。

　飲みすぎだな。散々注がれてはご返へん杯ぱいしての繰り返しだったから。

「ふむ、つまり澪殿はそういう性しょうの女性という事かね？」

　ぶふぅっ!!

　陛下の発言に驚いて、つい噴き出してしまった。

　何なに気げなく澪を見る。

　こっちの会話が聞こえているのかは分からないけど、澪の背筋が不自然に伸びている気がする。

　念話で……いや、確認するのもなんだかな。

「な、何故そこで澪が」

「いや、あれほど魅力的な女性だ。当然手をつけているだろうから、そういう事かとな」

　何が、当然手をつけている、だ。

　断じてしてないわ！

「彼女は部下です。それになんと言いますか、家族のような付き合いをしているものですから。あまりにも予想外のお言葉で、粗そ相そうをしてしまいました。失礼しました」

　噴き出した酒でテーブルクロスを汚してしまった事を謝る。

　疲れる。ゼフ陛下の発言は何一つ気が抜けない。

　僕らが接待を受ける側の飲み会のはずなのに、すっごく疲れる。

「ははは、失礼と言うなら、下げ世せ話わな事を聞いた余の方だ。こちらこそすまなかった」

　自覚があるのね……。最悪な人だな、おい。

　そう言って、陛下は椅子をこちらにずらして体が密着するほどの距離に寄ってきた。

　そして懐から筒つつ状のものを取り出した。

　さほど大きくはない、細長い筒だ。

　あ、賞状なんかを入れる丸筒か。

　って事は書類？

　更に、少し厚みのある板も取り出してテーブルの上に置いた。

　材質は不明だけど、何か刻んである。

　札ふだみたいだ。

　内容を確認しようとすると、陛下が説明してくれた。

「これはな、魔族の領内にある全ての街と関を自由に通行できる通行証だ。いくつか種類はあるが、これは魔族の軍上層部が持つ物と同じ権限がある。具体的には、ほぼ全ての街や関に自由に出入りできる上、それらから魔族の中枢に連絡が付けられる」

「はあ」

　通行手形の結構凄いやつという感じか。住民の移動についてもきちんと管理してるって事なのかな。戸籍とかあったり？

「で、こっちは──」

　僕の相あい槌づちに頷くと、ゼフ陛下は丸筒から一枚の紙を取り出す。

　高級そうな紙だ。

　僕の位置では全部は読めないけど、色々書いてある。

「余の名において、クズノハ商会に魔族領で無税での商売を認めるものだ。ちゃんと正式に発行したものだぞ。この印は魔族でも余しか押せぬものだと周知されているから、面倒な諍いも起きぬであろう」

「はあ、クズノハ商会の……クズノハ商会の!?」

　魔族領での商売許可!?

　それも、税金なし!?

「うむ。無論、先に見せた通行証も併せて差し上げよう」

　あの凄い通行手形も!?

　もしかしてこれが、識の言ってた〝もらえるもの〟ってやつ？

　あ、それとも、神殿の一件に対してのお礼なのか？

　思わず見入ってしまう。

「……」

「む、それなりの誠意を見せたつもりだが。不足だったか？」

「いえ……あまりにも過分なものをいただけるとあって、驚きました。そこまでの事をしたかと悩んでおります」

「親善試合を受けてくれたではないか。それに、神殿では異変を収めてくれたばかりか、未熟な身内を二人助けてもらった。その礼も兼ねておる」

　それにしたって凄いと思う。

「後日目録としてまとめるが、大きなものとしてはあとひとつ」

　まだあるの!?

　それに、本来なら目録が先で、物は後で手続きしてからって流れだったはず。

　ゼフ陛下はその辺りをすっ飛ばして、物を先に渡してくれたわけで。結構無理をしてくれているんだろうな。

　陛下は丸筒からもう一枚紙を出した。

　これは……嘘だろ!?

　僕はそれを見て思わず目を疑った。

「北の未開地域を除く、我が国の地図だ。主要な街、道については漏らさず記載がある。一部機密により未記入の情報があるのは、理解してもらいたい」

　陛下の言葉通り、それはステラ砦を南端とする魔族領の地図。

　僕が持っているヒューマンの把握している地域の地図と繋げられるものだった。

　確かに空白は所々にあるし、道が途中で途切れている部分もある。

　でも、明らかに機密に値する情報。

　間違いなく、僕以外のヒューマンが誰も把握していないと思われる情報だ。

　ちなみに、ケリュネオンも記載がある。

　陛下はテーブルに広げた地図をまた丸めると、商売の許可証と一緒に丸筒に戻した。

「では、これはもうライドウ殿の物だ。できれば広く活用して、魔族や他の亜人の街にも物資を流通させてくれる事を願っておる。思う存分儲けてくれて構わん。無論、明日の試合での戦いぶりも楽しみにしているぞ」

「あの、頑張ります」

　凄いものをもらったしな。

　識が試合を受けろと勧すすめるわけだ。

　実際に戦ってみせても、それほどこっちの手札を晒す事にはならないし、これなら明らかにもらいものの方がでかい。

「頼む。さて、ここからは仕事も礼儀もなしでいこう！　まずは先ほど口にした好みの女性の話など……」

「その話はもうご勘弁を！」

「そうはいかん。神殿であれほどに働いてくれた客人を労ねぎらわずに、何が魔王か」

「もう十分な物をいただきましたから！」

「いや！　せめて娘のどちらかだけでも」

　話題が戻ったー!!

「だから、お断りしたじゃないですか！　大体仕事の話が混ざってますよ、それ！」

　酒と話と。

　無限ループのような夜が更けていった。














５






　まあ、こうなるんじゃないかなとは思ってました。

　魔族の都にいるのもあと僅わずかとなったこの日。僕は親善試合の会場となる大きなホールに案内された。

　城の地下通路を延々と歩いた先にあるそこは、外周部に観覧席が設けられている事からも、戦いを鑑賞する施し設せつだと分かる。

　親善試合の会場としては実に立派だ。

　流石に僕も真っ暗闇の吹雪の中でやるとは思ってなかったけど、これほど整った場が用意されているとは意外だった。

　上を見るとかなり高いドーム状の天井が続き、天てっ辺ぺんにある開口部から常とこ夜よの空が見える。

　で、何が〝こうなるんじゃないか〟かと言えば──

　だだっ広いホールに僕一人。

　この状況だ。

　澪と識がいないわけですよ。

　上位精霊を制圧するようなお二人の実力は、もう十分に周知されている。だから今日はライドウ殿のお力を軽く示してくれれば構わぬよ──by余。

　要約するとこんな事を言われ、従者二人は観覧席についている。

　向こうからしたら、二人に上位精霊の力を行使されたら会場がもたないという心配もあるだろうし。

　それに、もらったものが凄かったからなあ。

　だって全国自由に動いていいよっていう通行手形と、うちの商売に関しての魔王様のお墨付きまである。

　いくつかの街で売れ筋を見て回るのも自由。おまけに商売を始めても税金は取られない。

　魔族領には亜人がたくさんいて、環境的に物流が不足しがち──そんな未知の可能性がある市場を無料開放してくれた事を思うと、向こうのご希望通り僕がお相手するのが筋だ。

　今回の親善試合は不運というより、むしろ当然の対価。

　そう思ってここに立っている。

「さて、相手は誰なんだろうな」

　ホールに響くアナウンスがこの催しの開会を伝える。

　会場の規模の割に観客はそんなに多くない上に、ロッツガルドの大会みたいな熱狂感もない。

　代わりに、一挙一動に注目する真剣な視線が僕に注がれ、息を呑む緊張が会場を包んでいる。

　ロッツガルドの講師として何度か、それに日本にいたころ弓術を披露する場で何度か、こんな感覚を味わった覚えがある。

　そんな僕の正面から歩いてくる影は四つ。

「げ、想像していた中で最悪のパターン……やっぱり不運は健在か」

　昨日のノリだとゼフ陛下自身が出てくる可能性も考えていたけど、やっぱり王様が彼に仕える人達の前で敗北するのはまずいか。

　あの人はふざけても絶対に王としてやるべきでない事はしないって気もするから、驚きはあまりない。

　それにしても、魔将全部か。

　イオとロナはまあ良い。レフトもなんとなくどんな感じか分かる。

　でも、最後の一人はよく知らないんだよな。

　結局今日までまともに話してないし、彼が口を開いているところもあまり見ていない。

　病院の先生みたいな白衣を着た、ぼさぼさ頭の男だ。

　どことなく、医者よりは研究者みたいな雰囲気をこの人から感じる。煙草とか似合いそうなイメージ。

　魔族特有の青い肌や角はないから亜人かと思ったけど、もしかしてこの人ヒューマンなんじゃないの？

　ほどなくして、僕らはお互いに野球の試合で礼をするくらいの距離まで近付いて止まった。

「……言っておくが、俺はヒューマンじゃないぞ、ライドウ殿」

　白衣の彼から一言。

「あ、失礼」

　見ていたのがバレたか。

　そんなあからさまにやっていたつもりはないんだけどな。

「十六分の一ほど亜人の血が入っているらしい。その種族の名も俺は知らんがな」

「……？」

　いやいや。

　それはもうヒューマンといっていいんじゃないの？

　親でハーフ、祖父でクォーターでしょ？　その上の上に亜人が一人いただけなら……ヒューマンでいいじゃん。見た目も変わらないんだし。

「なるほど、話に聞く通りの男か。血や種族、外見などは構わない。興味深い、どのような教育を受ければそうなるのか」

　血の説明をされて、だからなんだろうって顔をしてたからか、彼が微笑んだ。

「人は皆平等、とかですね。ご存知のようですが、私はライドウ＝ミスミと申します。今日はお手柔らかにお願いします」

「モクレン＝カズサだ。これは試合とはいえ真剣勝負。流石の俺も手を抜くような非礼はせんよ。このナリでも俺は魔族の一員として生きているのだからな。その身に秘めた力、少しでも暴あばいてやるさ」

「はは、は……」

　意外にやる気に満ちた言葉を受けて、僕は思わず苦笑で応えた。

　この人は明らかに戦士じゃないな、術師だ。それも、ロナみたいな工作員兼務みたいな感じじゃなくて、生きっ粋すいの術師の匂いがする。

　あと……誰かに近い雰囲気がある。

　この感じは確か、そうだ。錬金術師。ハザルとかいったっけ……懐かしいな。あいつ、今もトアさん達のパーティで遺伝子レベルのうっかりやってるんだろうなあ。

　モクレンだけでなく、イオも闘気を立ち上らせていて、見るからにやる気満々だ。

「ライドウ殿と立ち会うのは、今日のように戦場以外でお願いしたいものだ。試合であれば歓迎する。手加減は無用だ、お互い全力を尽くそう」

　四つの腕に一点物と一目で分かる腕甲ガントレットを装着して、好戦的な顔で笑う。

　……天井は開いているし、最悪、この人はまた場外ロケットパンチでいいか。

「……」

　ロナはさっきから一言も話さない。

　超無口。

　──と思ったら、既にいくつもの魔術を展開して忍ばせている。

　その制御で手一杯だけど、表情はすましている、といった状況だろう。

　開幕一番、色々飛んできそうだなあ。

　槍を手にしたレフトは、律儀に一礼して挨拶を口にする。

「先日は宴を中座して失礼した。私は魔将レフト。この通り魔物にすぎぬが、陛下のご器量により魔将の地位をいただいている。今日は陛下が認める貴殿の力を見られる事を嬉しく思う」

「変異竜ミルディドラゴンなんですよね。強大な力を持つ方が多いと聞き及んでおります。よろしくお願いします」

「っ!?　変異竜の名をご存知か。博識な方のようだ。こちらこそよろしくお願いする」

　……驚かれた。

　巴とか一般常識みたいに話していたのに、レア情報だったのかよ！

「では、あとは開始の合図を待つばかりですね」

『？』

　僕の言葉を聞いて、魔将達は何故か不思議そうに顔を見合わせた。

「あれ、なかなか開始しませんね」

　自己紹介をする間は、アナウンスも気を利かせて止んでいたんだろうし、あとは〝ファイッ〟とか〝カーン！〟ってなる感じでは？

「……ライドウ殿。今日は我らと試合をしてもらうわけだが」

　若干困惑する僕に、イオが声を掛けてくれた。

「はい」

「詳細を聞いておらぬのか？」

「陛下からは〝軽く力を見せよ〟としか」

「うむ。では戦いについてだが」

「はい、皆さんと戦えばいいんですよね？」

『……』

　ち、違うのか？

「ライドウ殿。まさか、我らと一度に戦うおつもりなのか？」

「え？　違うんですか？」

　再び沈黙。

　いや、だってさ。魔将の中でイオが一番強いらしいんだから、一対一を四回やっても意味ないんじゃ？

「イオ、陛下のお許しが出たわ。ソレで良いとの事よ」

　何やら念話をしていたらしいロナが、イオに呼びかけた。

「だがロナ。それはあまりにも──」

「本人がその気でいるのよ？　それに、軽く力を見せるのに四人相手でいいと言うなら、いいんでしょうよ。……ねえ、あまり話したくないの、今集中してるから」

「……分かった。良かろう」

　イオの溜息を合図に、他の魔将が動きを見せた。

　レフトが前のイオと並び、ロナが真ん中、モクレンが後衛。

　若干イオが前に出ているけど、フォーメーションは２－１－１って感じか。

　事前の段取りにない始まり方だったからか、慌てた様子でアナウンスが再開する。

　魔将四人と僕の試合開始を告げる言葉がホールに響いた。

「じゃあ、手始めに……ブリッド！」

　床を蹴って後方に跳びながら、四人それぞれに火のブリッドを放つ。

　手加減無用みたいな事を今さっき言われたけど、僕も本気で受け取るような昔の僕じゃない。

　まずは牽けん制せいの意味もあって、威力も速度も抑えめ。

「やっぱり当然みたいに無詠唱！　モクレン、頼むわよ！　ライドウの魔術は無詠唱で完全な威力が備わっていると思いなさい！」

　ロナが即座に反応して注意を促す。

「問題ない。術の高速展開なら俺も得意だ」

　やっぱり術師だったか。

　モクレンは手にした短剣を杖のように扱って詠唱、反対の手では指を使った詠唱……それに無声詠唱も併用!?

　おお、天才がいる！

　モクレンは六つほどの術を同時に詠唱、展開した。

　僕のブリッドを全部きっちり弾く障壁を作り出し、しかも仲間に支援の術をいくつもかけたみたいだ。

　魔力はまだ彼らの周りを漂っているから、他にも何か仕込んだのかもしれない。

　こんなに器用な術師は久々に見た。

　並行詠唱するだけでも凄い事なのに、魔族は層が厚いねえ。

「モクレンに割さく余裕は与えぬぞ！」

　おっと。

　巨体に似合わない瞬発力を発揮したイオの拳こぶしが迫っていた。

　回避が間に合うタイミングじゃない。

　流石にわざわざ攻撃しますと教えるような真似はしないか。

　どこぞの変態竜ルトから〝マテリア・プリマ〟とか無理やり命名された魔力体を使って、攻撃を受け止める。

　ついでに、イオを掴んで拘束、夜空に向けて投げ飛ばした。

　見る人によっては、合気道の達人が巨人を投げ飛ばしたようにも見えるかもしれないな。

　……ただの力業だけど。

「ぐっ、おおおおっ！」

　遠ざかるイオの巨体と叫び声。

「次は……レフトさんだっけか。槍使いは久々だな」

　この人も戦士系みたいだし、無理やり組んでぶん投げてみようか。

「悪いが、抗あらがわせてもらう！」

　お？　掴みにいけない。

　伸ばす端から魔力体の腕が槍で弾かれる。

　なるほど、これがカウンターの名手ってやつか。

　迫る魔力体を見事な槍捌さばきでいなすレフト。

　見えなくしたままだってのに、凄い勘と職人芸だ。

　澪が技術を取り込もうとするだけの事はある。

　面白おもしろい。

「っ!?」

　つい夢中でレフトの技に見惚れていると、背後から衝撃が伝わってきた。

　ロナの魔術だ。

　そういえば、試合開始前にいくつも術を仕込んでいたんだった。

　一発目は魔力体をどうこうできる威力ではなかったけど。

　続いて更なる衝撃。

　一点に突き込むように、ロナは多分自分のラインナップから攻撃力の高い術を次々に解き放っている。

　そして、正面ではレフトが槍を振り回しながら魔術も流れに組み込んで、攻撃の手を緩ゆるめない。

　前後からの挟み撃ちって状況だ。

　二人同時に捌くのは難しいな。

　ならレフトから。

　ロナは術を撃ち切ったら下がるだろうし。

「ブリッド！」

　無詠唱で僕自身の手からじゃなく、魔力体の先端からブリッドを五発放つ。

　槍を振り回していたレフトの手が止まり、前からの攻撃がやんだ。

　まあ不意打ちだし、まともな対応はできないだろう。

　じゃ、あとはロナを。

「捕まるわけにはいかないわね！」

　ロナは素早く距離を取り、事もあろうに僕の魔力体の一部に足をかけて元の場所に戻っていった。

「一手遅かったかあ。やるね」

　いや、こんな場面なら、僕を踏み台にした!?　とか言えばよかったか。

「私に見とれるのは危ないわよ？」

「え？　うお!?」

　強力な衝撃が五回。

　まるで識クラスの術……ってこれ、僕のブリッドじゃん。

　そっか、全部レフトにはね返されたって事か。

　自分の術を食らうって、ちょっと新鮮な感じだな。

　僕は澪の技の実験台にはなってなかったし。

「恐ろしく正確な攻撃だ。だがそれゆえに──」

「いやその先はなんというかっ!?」

　レフトが僕の攻撃に対してロボットアニメじみたセリフを言おうとするのを、つい反射的に止める。

　──っ!?　この凄い圧迫感プレッシャー！

　上!?

「遅いわ！」

　イオ!?

「戻ってきた!?」

「二度も間抜けに！　やられはせん!!」

　落下の力を攻撃に完璧に乗せた拳が、魔力体に接触する。

　波は紋もんが広がるように、衝撃が周囲に伝わる。

　でもイオの目は終わりを告げてない。

　そのまま別の手で一撃、最後に蹴りも加えてロナと同じく魔力体を足あし蹴げにして距離を取っていった。

　衝撃波が観客の方にまで威力を伝えていく。

　魔力体、見えないはずなのになあ。

　感じちゃうタイプなんだろうか、四人とも。

　これだと界は隠いん蔽ぺいじゃなくて強化の方が良いかな。

「イオ殿みたいなタイプは、簡単に空を飛べちゃいけない気がするんですけどね……」

「簡単ではなかったわ！　だが、それほど惨みじめなやられ方をしたのだ、俺は！」

〝俺〟とか言って、もうバトルモード全開だよ。

　やればできちゃう天才か、あんたも。

「で、そろそろ頃合か、ロナ」

「ええ、ばっちり。策にはめるには張り合いがないわね、ライドウ〝殿〟は」

　ロナが自分の腰の辺りに指をさして僕に微笑む。

　腰？

　ロナの仕草につられて視線を落とす。

　!?

　何か黒いものが魔力体にくっついてる!?

　僕が見ている間にもみるみる膨張していくソレは、今にも弾けんばかりに、その表面に赤黒いひび割れを覗かせた。

　さん、にー、いーち、ぜろって感じだ。

　親善の意とはほど遠い威力の魔術の展開を感じて、僕は咄とっ嗟さに界を隠蔽から強化へと切り替えた。

　強烈な衝撃と爆発音、黒と赤の光が視界を覆う。

　時限爆弾の魔術版？

　凶悪な威力だ。

　界を強化に転じたのに、魔力体を大分削られた。

　威力以上に魔力を削る効果がある術みたいだし、もしかしてこれがロナの奥の手？

　リミアの時も、あいつは何か隠していた雰囲気だった。

　実際にこれが切り札なのかは、あいつの表情から察するしかないか。

　そういうの苦手だけど。

　爆煙と光が引くのを待つ。

　でも、それは悪あく手しゅだった。

　足元で魔力の発動を感じる。

　ロナはもう術を残してなかったはずなのに。

　っ！　そうかモクレンって人もいた。

　四人揃うと性質たち悪いな、魔将。

　魔王の四天王なんて仲が悪いのが鉄則なのに！

「儀式魔術にはこういうやり方もある。弐之型〝氷ひ雨さめ改〟」

　モクレンの声が聞こえた。

　周囲に荒れ狂う細かな針はりみたいなものによって、魔力体がまたも削られる。

　儀式魔術とか言ったな。

　確か大規模な野戦なんかで用いられる、個人使用とは一線を画かくす威力の術系統だ。

　並行詠唱だけじゃなくて、そんなのまで個人で使うのかよ。

　ってか、僕は城でも大軍でもないぞ！

　一個人だ！

　愚ぐ痴ちをこぼす間にも、細かな針は魔力体を削り、更に付着して氷に変じていく。

　このまま動きを止めて固めるつもりか。

　カレンに扮ふんしていた頃のロナにかけられた氷の魔術よりもきついな。

　つい思い出したけど。

「では皆、離れろ。ふぅ……」

　モクレンが一層の集中状態に入る。

　まだ何かするのか。

「参之型〝墜つい星せい改〟」

　まともに視界が利かない状態が続いているのが困るな。

　ただ、魔力体は一部凍り付いているけど、強化の界を加えたから余程の事がない限りは大丈夫。

　一応術は見ておきたいし、凍っている魔力体を解いて周囲を一掃するか。

　それで儀式魔術も散ってくれたら一石二鳥だ。

　削られて凍った魔力体の維持をやめて、火属性を加えて解放。ロナの術に負けないくらいの爆発と衝撃が、僕を中心に生じた。

　すぐに新しい魔力体を再構築して状況を確認する。

　魔将は守りに入っている。

　レフトに向かった熱波の一部がこっちに返ってきているが、これは問題ない。

　で、さっきの儀式魔術は……と。

　方向を探る。

　また上か。

　確か〝ツイセーカイ〟だっけ？　イオよりもきついのが降ってくるとも思えない、け、ど。

　見上げた僕の目に飛び込んできたのは……溶岩!?

　ドロドロのマグマを纏った五メートルくらいの真っ赤な岩がん塊かいが、僕目掛けて空から降ってきている。

　流石、儀式魔術。スケールが違う。

「いくらなんでも、親善試合にどうなんですかね、これは!!」

　思わず文句が出る。

「未だ無傷のお前が相手なら、適当と言わざるをえん！」

　モクレンの表情は撃つべき相手に撃つべき術を放った、そんな男の顔。

「私のアレでも無傷とか、どれだけかったいのよ……。私だけじゃなくイオとレフトの攻撃もしこたま溜め込ませて炸さく裂れつさせたってのに。そろそろ社交辞令で火傷やけどの一つでもしときなさい！」

　無茶苦茶言うな！

　この!!

「火傷で済むわけないだろうがあっ！」

　すっかり具現化して、皆さんからも見えているであろう魔力体の大腕を両方伸ばして、溶岩球を掴む。

「馬鹿な……。軽減でも回避でも、障壁を張るでもなく、掴んだ？　燃え融とける巨大な岩塊を？」

　……そうだよ、避けりゃよかったんだ。

　モクレンの呆然とした呟きで、ふと後悔がよぎる。

「せーの、カウンター！」

　掴んだ溶岩球を魔将に向けて投げ返す。

「どこがカウンターだ！」

　レフトが失礼な大声を上げたけど、喰らう前に掴んで投げ返したんだから立派にカウンター、だよ多分。

「纒まとい紅玉こうぎょく、レフト、働けるな！」

「お任せを！」

　今の言葉で四つのガントレットの一つが強く輝いて、イオの体が真っ赤になった。

　と、とことんスーパーロボットな人だな。飛ぶだけじゃなくてタイプチェンジみたいな荒あら業わざができる装備まであるのか。

　見た目的には火に強そうな雰囲気になったイオが、四つの腕全てで僕が投げた五メートルくらいのソレをがっしりと受け止めた。

　いくらガントレットを着けてるっていっても、ほとんど素す手でみたいなものなのに。

　スーパーロボットの権化だ。

　モクレンとロナの後衛二人は直線上から既に避難済み。

　どっちもただ下がるだけじゃなく、支援の術を展開してイオとレフトを強化している。

　手が早いね。

　レフトは、イオが受け止めた溶岩の玉にひどく集中した表情を向けていたかと思うと、手にした槍を突き入れた。

　その一撃を受けて、溶岩球がもう一回僕の方に高速で突っ込んでくる。

「ドッヂボールか！」

　おいおい、このまま撃ち合ってたらエンドレスになるじゃないか。

　さっきのモクレンの言葉じゃないけど、ここは回避が無難……。

「いやいや。そこは正々堂々といこう。ライドウ殿」

　逃げようとして見た先の空間には、既にモクレンの姿があった。

「モクレン、殿。いつの間に」

「術師には転移という移動法がある。最弱だが、俺も魔将でね。ロナに怒られない程度には色々使える」

「で、その手の札は？」

　彼が手にしている、魔術が発動する直前と思おぼしき札について一応聞く。

　まずい。

　足止めちゃった。

「前もって詠唱を仕込む形式の魔術。俺は符ふ術じゅつと呼んでいるが、好きに呼べばいい。さて、我らの予測した展開だ。どう打開するか見せてもらおう。為なせ、墜星改複製」

　モクレンから溶岩の玉がもう一つ。

　また挟きょう撃げき。

　挟み撃ち大好きだな、魔将！

　仕方ない、受けよう。

　二つの溶岩が僅かな時間差で僕に迫る。

　一つ目。

　魔将がいない方向に裏拳で殴るような感じで弾き飛ばす。

　またはね返されたら面倒だし。

　次、が速い。

　できれば上に弾きたかったけど、こっちは片腕で受け止める。

　強度は魔力体が上だから、押されるような感覚を受け流した後は普通に止められた。

　よし、多分できる。

　そのまま片腕を大きくして、野球のグローブでキャッチするみたいに溶岩の球を覆う。

　迂う闊かつに握り潰すと盛大に爆発とかしてくれそうだったから、全部包んで抵抗を押さえ込んだまま強引に──

「陛下！」

　──そこで、イオの声が響いた。

　陛下？　その言葉に少し驚いて、彼が視線を向けた方を見る。

　あ、僕が一個殴り飛ばした方向だ。

　そこには人影が一つ。

　確かに、魔王だ。

　一体何を……しまった、客席か!?

　あのまま外壁に激突すると、観客に被害が出るかもしれない。

　でも、陛下自ら迎え撃つ気みたいだな。見れば、動くのに邪魔そうなマントは外している。

　遠目ながら、彼の体つきが見える。

　凄い。激務の王様だろうに、異様に引き締まっている。

　鍛えていそうな感じはしていたけど、本職の戦士も真っ青の肉体だ。恐るべし細マッチョ。

　ゼフ陛下が腰に帯びた剣を抜く。あれ？　彼の得え物ものは槍だと昨夜聞いたような。

　しかし綺麗な所作だ。僕も片手で溶岩球を押さえているんだけど、思わずそれを忘れて見惚れてしまった。槍が一番得意ってだけの万能タイプだったのか。

　それに、抜ばっ刀とうと詠唱を同時に行なっている。

　詠唱は抜刀を終えてなお続いているけれど、どちらも凄く滑なめらか。

　あれは、反復の修練だけが可能にする動きだ。そればかりやっていた僕には確信できた。

　だから、彼が全身から発する自信にも頷ける。

　対処できるという自信。

　せっかくだから、魔王の技を見ておこう。

　目前に迫った溶岩に対して、陛下が手にした剣を逆ぎゃく袈げ裟さに一いっ閃せんした。

　太た刀ち行ゆきが半はん端ぱじゃない。

　持っている剣も彼の技を受け止めるだけの業わざ物もので、同時に彼の術を十全に発動させるための触媒にもなっている。

　そして、彼の前に迫った溶岩の玉が一瞬で掻かき消える。
















　この世界で僕が見てきた中で、最も完成された武器と魔術の融合だった。

　剣と同時に使った術は障壁。

　ただし、触れた物を消し飛ばす、対つい消しょう滅めつとでもいうような凶悪な特性の代物。

　魔王ゼフは、障壁またはその系統の術を極めた戦士、か。

　気づけば僕は、握り締めた溶岩を圧縮して、消してしまっていた。

　不思議な気分になる。アレは、僕の弓と同じかもしれない。

　ただそれだけに心を砕いた結果、生まれた力。

　敬意とも共感とも判断できない、本当に奇妙な感覚だ。

「そこまで！」

　試合終了を告げるゼフ陛下の声。

「ライドウ殿、見事である。魔族が誇る魔将全員を相手に見事な立ち回り。その実力、確かにこの場にいる全員が見た事であろう。素晴らしき試合であった。後ほど褒ほう美びをとらせよう。では──」

　けれどそれは、最後まで紡つむがれる事はなかった。

「力の亡もう者じゃに神罰を!!」

　突如、空から聞こえたその声が、陛下の言葉をかき消した。

　同時に、何かが大量に降ってくる気配がして、轟ごう音おんと炸裂する光がホールを満たした。

　魔将は陛下の所へ移動をはじめていたけど、僕は何が起こったか分からず、とりあえず防御に専念する。

　澪と識の接近を感じたのはその後すぐだった。





◇◆◇◆◇






「随分と派手な登場だよね」

　天井が吹き飛び、すっかり屋おく内ないから野外に変わったホールを見渡して呟く。

　しかし感心する。

　あの瞬間、魔将はゼフ陛下を守り、陛下はホールの客席を守ったみたいだ。

　もちろん、全てを守りきれたわけじゃなく、何人かは犠ぎ牲せいが出たと思う。それくらいの破壊規模だった。

　埃ほこりっぽいし、瓦が礫れきはいっぱいだし、立派な地下ホールだったのに見る影もない。

　界で確認すると、既に周囲に観客の気配はなく、城に避難しているのが分かる。

　優秀で迅じん速そくな対応だ。

　僕は今、代わりに登場した十数人の完全武装した魔族を見ている。

〝力の亡者に神罰を〟とか言った連中だ。

　この破壊も彼らの仕業。

　精霊の暴走は人為的なものだったし、あれも彼らがやったのかも。

「若様、ご無事で」

「精霊の件といい、これといい、魔族の警備は存外大した事がありませんわね。私も働けるから別にいいのですけど」

「ありがとう二人とも。確かに帝国よりアクシデントが多いよね、魔族の都はさ」

　すぐに駆けつけてくれた識、澪にお礼を言って、ゼフ陛下に視線を向ける。

　彼の側にも犠牲者の一人が倒れているが、テロリストと対峙中の彼はそちらを優先して、治ち癒ゆには当たっていない。

　負傷したのか、脇腹から結構な出血をして意識を失っているロナ。こちらは傍かたわらでモクレンが治癒の魔術をかけている。

　魔将でも負傷するような攻撃だったか、それとも陛下達には更なる追撃があったのか。

　そこまでは僕も把握してない。

「本当に、場所も機も選ばぬな、お前らは」

「ゼフ。貴様の圧政を終わらせるためならば、我らは手段を選ばない」

　武装集団の代表と陛下が会話している。

　主義主張や口上のぶつけ合いでも始まるんだろうか。

　ここから話し合いで平和的な解決って流れはないだろうけど。

　武装集団が先制したものの、実力は魔王達が圧倒的に上だと思う。あとは彼らがどれほど事前準備を整えているか次第で、どう転ぶかが変わってくる。

　ただ……何か、妙な力の流れを感じるのが気掛かりだ。

　それが何かは、まだよく分からないんだけど。

「余の圧政、か。分からぬな。そもそも我らにとって女神以上の圧政などあるのか？　余はむしろ魔族の存続と解放のために政まつりごとを進めておる。誓ちかって私し心しんなく、な」

「私心なくば全てが許されると思うな。貴様は女神以上の圧政はないと事あるごとに言うが、神のご意志とはそもそも政治ではない。人の治世と同列に語るのは傲ごう慢まんでしかない」

「余を討うち、女神を受け入れるのが魔族の存続に繋がるとでも申すか？」

「無論」

「……根拠はなんだ」

「我らも女神様が創造された種族だ。ご寵愛は少なくとも、今日この日まで存続を許してくださっている。それが何よりの根拠だ」

　凄い。魔族の中に、ここまで女神に虐待されても、アレを信仰する輩がいるとは思わなかった。

　現状に不満を訴えて戦争を起こしても、理解してもらえない。それどころか、勇者を連れてきて潰そうとする相手なのに。

　狂信者としか思えん。理解不能だな。

　中ちゅう庸ようというか、世界で必要とする者がいるなら応じようってスタイルの地と火の精霊の方が、信仰対象としてはよっぽどまともだと思う。僕ならこっちを拝おがむな、間違いない。

「確かに、もしかしたら女神は我らに哀あわれみの欠片を向けるかもしれぬ。その結果、ほんのひと握りの魔族がヒューマンに隷れい属ぞくする立場で生き延びる事を許されるかもしれぬ。抗い、滅ぼされる事に比べれば、確かにそれは存続ではある。だが、お前達はそのような未来に魔族を導くのか？　子に孫に、女神の理不尽な偏へん愛あいを許せと、そう命じるのか？」

　ゼフ陛下の口調は静かだけど、底知れない怒りを感じる。

　あの虫女神が、自分が愛するヒューマンをこれだけ殺した魔族を許すかどうかは、なんとも言えない。

　馬鹿そうだから、おだてて一心に信仰すれば、ゼフ陛下の言ったような状況もなきにしもあらずだけどさ。

「貴様は魔族を世界に害を振りまく存在に変へん貌ぼうさせた！　世界は神の恩恵の下、少なくとも大乱はなく平穏であったのにだ！」

　代表者の方も陛下に怯ひるむ事なく捲まくし立てる。

「貴様はヒューマンを侵略し、土地を奪い、今もなお戦争を継続している！　そして我ら魔族に向けてさえ、古く悪あしき慣習を改める事なく黙認し、あらゆる命を粗雑に扱い続けているのだ！　その罪は、臣下ともども万ばん死しをもって償つぐなわれなくてはならん！　我ら魔族は、そうして初めてヒューマンに、亜人に、自らの蛮行を謝罪できるのだ！」

「話にならぬな。魔族の意思は余とともにある。その結果、戦争という道を選んだにすぎぬ。第一、戦争の前を良しとしながら、戦争以前から魔族にあった習わしを悪しきものとするとは、既にその言葉が矛む盾じゅんしているのではないのか？」

「ならば、人を適性と能力で縛しばり、職業の自由も与えぬのは幸福か!?　一定の年齢までに厳しい環境に適応できない子達を間ま引びくのは幸福か!?　強き者でさえ己の添そい遂とげる相手一つ選べず国が管理するのが幸福か!?　生まれて僅かな時間しか過ごしていない子を、才能がありそうだからという理由で連れていかれる親がいくらでもいるこの国が、幸福なのか!?　全て貴様が黙認している事だぞ、ゼフ!!　答えろ!!」

　魔族の、闇か。なるほど……。

　一瞬の間があって、ゼフ陛下が口を開いた。

「黙認ではない」

「言葉で誤ご魔ま化かすか、魔王ともあろう者が！」

「黙認と言うがな。実のところ、余は進んで認めておる」

「な、に？」

　……。

　陛下がどう言葉を続けるのか、一聴衆として気になる。

　想定とは全く違う答えを言われたからか、武装集団の中には戸惑いが見て取れた。

「自らの適性と能力をもって己が暮らす社会に貢こう献けんする事のどこが悪い？　この環境に耐えられぬ子が食い扶ぶ持ちばかり増やして寝て過ごし、働ける者まで飢うえるくらいならば、余はその責を背負い、彼らを手にかけよう。この習わしは豊かな街に住む者や亜人には強制しておらぬが、存続させたいと願う街や村に対して余は一切口を出さぬ。強き者が次代にもその強さを残すのは、国への当然の貢献である。強者のソレを一代で終わらせる事こそ国への損害だ。それから最後の、親子の事についてだが、最も優れた者が王として民を導くのは魔族の性そのものだ。それを恨むのなら、余や魔族の社会ではなく魔族に生まれた不運を嘆なげけ」

「……農夫の子が、随分と偉くなったものだな」

「そのまま農夫が天職であったなら、と思わぬ事もないがな。お前こそ、魔族を導くべき名門貴族の子が、家を潰したばかりか国家に反逆するなど……随分と落ちたものだ」

「……せめてお前が、我らの悪しき慣習にだけでも疑問を持ってくれたのなら、手を取り合えたかもしれなかったが。最早、意志は交わらぬか」

　この二人、知り合い？　随分とお互いに詳しい。

「同じだな。弱者の普遍的な救済は余の政にはない。どのみち一時の協力に終わった事は明白だ」

「どこまでも力と選ばれし者に頼る政治が、続くものかよ」

「優しい言葉に酔って隷属を良しとする者には永遠に分からぬよ。それよりも、ここまでやってくれたのだ……覚悟はあろうな？」

「貴様こそ、精霊の暴走だけが我らの策だとは思っていまい。余裕の源みなもとはそこの化け物か？　だが見せてくれよう、貴様らの知らぬ意志の示し方もあるという事を」

「化け物？　クズノハ商会の方々をそう称しているなら失礼を詫びよ。国を滅ぼすほどの愚ぐ行こうはお前らも望まぬだろうからな」

　化け物程度は結構言われているから、あまり気にならない僕がいます。

　じゃあお茶でも、と言われたら絶対に遠慮したけどね、テロリストの方々とは。

「それはいっそ都合が良い。今の魔族の国など一度滅びるべきなのだからな」

「……ならばその無礼は余が代わって詫びておこう。馬鹿どもの首を並べて、な。イオ、レフト」

　その声を合図に、ゼフ、イオ、レフトの三者が構えるどころかいきなり速攻。本当に見事なまでに全員の首を刎はねて、十秒足らずで決着した。

　イオなんてビール瓶びんを斬る曲芸みたいな調子で、手刀でやってみせた。

　器用で勤勉、かつ天性の才能あり──本当に厄介な巨人だな、この人は。

「策も使えなければ意味はないですな、陛下」

　一安心といったイオの呼びかけに対して、ゼフ陛下は逆に表情を引き締めて応じた。

「いや、命を懸けた時間稼ぎ、だったようだ」

　うん。僕も何か発動したのを感じる。

　さっきからうっすらと漂っていた妙な力が輪りん郭かくをはっきりさせた。

　中心となる場所を探ると、瓦礫の山に隠されるように、ゴテゴテした装飾を施された杖が床に突き刺さっているのを見つけた。

　あれ、だな。

「杖？　もう発動しはじめているみたいだけど」

「あれは、王笏？　まさか！　澪殿、発動の妨害はできますか!?」

　杖を確認した識が、急に緊迫した声を出す。

「そんな事、簡単……ん？　やけに古くて強い……。これは、打ち消せない？」

「そう、ですか。いえ、仕方ありません。もしあれが私の思っている通りの物だとすると、万が一の確率で面倒な事に……まあ、万が一ですので大丈夫かとは思いますが」

　識はあれについて何か知っているみたいだ。

「識、あれ何？」

「……恐らく、エリュシオンの神器です。紛失したはずですが、竜りゅう群ぐん王おう笏しゃくという物かと」

「りゅーぐんおーしゃく？」

「エリュシオンの王に代々伝わる、竜を召喚する王笏です。色々と曰いわくのある代物で、かの国の陥かん落らくこそ防げませんでしたが、強大な力を秘めています」

　竜を召喚ねえ。

　エリュシオン、竜……あれ、なんか引っかかる。

「強大でも、魔族が一度退しりぞけてエリュシオンは滅びたんだろ。識が慌てるほどの事？」

「……あの神器は強大な魔力か、それに匹敵する血や命で発動するのですが……その発動結果がランダムなのです」

「……ランダム？」

　テロリストの人達、最後の切り札が他の国の神器って、他力本願だし、しかも発動結果がランダムじゃあ玉ぎょく砕さいしにきたようなもんだろうよ。

　言ってる事も気持ち悪かったけど、やる事為す事全部が本当に理解できないな。

「……よくご存知だ。識殿は実に博識だな。あれはまさしくエリュシオンの神器、竜群王笏。レジスタンスを名乗る奴らの切り札だ」

　ゼフ陛下がこちらに歩きながら話しかけてきた。

　イオ、レフトもそれに続き、三人とも複数の首を手に持っている。

「陛下」

「我らの内ない憂ゆうに巻き込み、お詫びのしようもない」

「いえ。それよりも、あの王笏に対抗しなくていいのですか？」

　尋ねると、陛下は首を横に振った。

　彼も竜群王笏を知っていたみたいだ。

　存在を、じゃなくて所在をだ。

「最早何が召喚されるかは運任せ。この場にいる者の幸運を祈るばかりだ」

「運任せ……。ちなみに、最悪の場合は？」

　幸運と言われると、不運がどんなものか気になるのは僕の性さが。

「上位竜を除く、あらゆる竜がこの場に召喚され、狂気のままに暴れまわる」

　それ、なんて地獄絵図だよ。

　いや、上位竜がいないだけマシか。

「あらゆる、ですか」

「うむ、世界の竜が一堂に会するらしい。まあ、識殿が言われるように、その確率は万が一だそうだが」

「それで竜群」

　確率万分の一が本当だとすると……〇・〇一パーセント？

　ないわー。その確率に命懸けられないわー。

　見た感じ磐ばん石じゃくなゼフの体制を崩すには、それでも試す価値、縋すがる意味があるのか？

「……実のところ、竜群が最高の結果だと言われているのは今までの実績からの事。その上があるのではないかと余は危惧している。だが、そちらもモクレンに調査してもらった結果、あるとしてもそれはまさに万分の一以下、有り得ぬと言って良い確率だそうだからな」

　ゼロが沢山並びそうだ。

　よかった、安全圏という事だね。

　なら、出てきた竜を適当に張り倒せばおしまいか。なんて安堵していると……。

「いけませんな」

「臭においますね」

　識と澪が何やら不穏な言葉を呟く。

「何が？」

「若様なら引けそうな確率です」

「ええ。普通なら一生かかっても遭わない存在に、一週間のうちに二度遭うような方ですものね」

　一生かかっても遭わない存在に二度？　それって……巴とお前だろうが。

　確かに、一週間足らずだったか。確率は相当低そうだね。むしろ大抵の人は一度目で死んでるね。

「二人とも、何気に酷くないか」

　澪なりの冗談だとしても、今この場で、真顔で言われるとなかなか来るね。

「ほら」

「え？」

　澪の視線と手が示す先を見る。

　杖から勢いよく放たれた金色の光が、一直線に闇を引き裂いて空に吸い込まれていった。

　……はぁ？

　真っ昼間みたいに強烈な光を全身に浴びる。いつも暗い魔族領でこの明るさは久々だ。

　一瞬閉じた目を開き、横にいたゼフ陛下を見る。

　初めて、彼が本気で焦りを滲ませていた。

　眉間には深い皺が寄り、険しい表情で光を見つめている。

　先程までよりも強力な魔力を身に纏いながら、不測の事態への対策を考えているように見えた。

　というかこの感じ。金色の光から感じる気配。

　……あいつだ。

　繋がった。

　エリュシオン、王笏、竜。

　あいつしかいない。

　大当たりが、いや大外れがあいつかよ。

「この状況は、実質生じ得ないだろうと結論が出たほどの確率だぞ？　そもそも、竜群の上があると仮定して確率調査を行なったのは、万全を期しての事だった……。上位竜の召喚など、馬鹿な……」

　陛下の言葉が耳に痛い。

　眩まばゆい光の中心から、大きな竜のシルエットが姿を現す。

　西洋の竜。それが人みたいに二足で立ち上がっているような。

　グロントを超える巨体と、その巨きょ躯くを更に大きく見せている翼。

　それも一いっ対ついじゃない。

　三対の、大きさの異なる翼がその竜の特徴だった。

「……ルト」

　あの変態め。

　何を考えて僕の敵に回った？

「ルトだと。実在したのか……あらゆる属性を有する調和の竜。天てん竜りゅう、祖そ竜りゅうとも言われる上位竜の頂点。しかしどうして、女神と対をなすような扱いをも受ける存在が、神器とはいえ人が扱える道具の召喚などに応じるのだ」

　ゼフ陛下が苦しげに呟く。

　無理もない。

　この人がどこまで事態を把握していたのか、今は分からない。

　でも、王様は現実に起こりうる出来事の範囲で、対処しなくてはいけない。

　信頼できる部下からの現実に起こりえない確率とされた数字を恐れて対策を打つのは無駄だし、非現実的だ。

　……逆に低確率を利用して何かしようとした方が理解できる。たとえば敵対勢力に無駄な希望を敢えて掴ませる、とかね。

　ゼフ陛下は、そういう王様だ。

　選ぶ事で前に進んで、そのために失う物やリスクがある事も分かっている。そのやり方全部に共感はしないけど、理解はできる。

（……あー、久しぶりだね、真君。この状況、ちょっと説明してくれるとありがたいんだけど）

　この場にそぐわない、まるで緊張感に欠けた声が聞こえる。

　念話だ。

　相手は一人しかいない。周囲の緊張感は高まる一方だから僕にしか聞こえてないっぽいな。

（ルト。わざわざ魔族領にまで出てきて、僕と戦いたかったのか？）

（真君と戦う!?　いやいやいや……って、まさか、王笏の対象が）

（ゼフ以下、僕を含むみたいだけど？）

（あっちゃー。参ったなあ……まさか大昔に王笏にネタで仕込んだ僕の召喚がここで発動するなんて。ねえ真君、実はどこかで確率の悪魔と契約でもしてない？）

（不幸を呼び寄せる契約なんてするかよ。ただでさえこっちに来てから絶賛不運実感中なんだよ、僕は）

（……この際、痛いのは我慢するから、優しくしてね）

　間の抜けた言葉とは裏腹に、ルトは凶悪な虹にじ色の光球を作りはじめる。

　大きな口を開いた先に、あらゆる力が収束していく。
















（痛くもしないから、不可抗力なら帰れよ！）

（あはは、無理。この召喚は絶対。僕も手加減なしの一撃を強制されちゃってるんだよね。自じ縄じょう自じ縛ばくってやつ。君も得意だよね）

（皮肉はやめろ。じゃあ、せめて何をやる気か教えろ。あとはこっちでなんとかしてみる）

（あ、頼もしい。惚ほれそう。惚れ直した！　で、何をするかね。六属性混合散弾ブレスって感じかな。近くにある城とか都市くらいまでなら余裕で消し飛ばせるね）

　気軽に凶悪な発言をするなと言いたい。

（……お前ってさ。一撃放ったら帰るわけ？）

（そうだよ。だって、召喚獣ってそういう感じだったらしいから。旦だん那なが遊んでたゲームでは）

（竜の遊び心は野放しにしちゃダメだって分かった）

　ルトの言葉を肯定するかのように、多くの属性が異様に絡み合った力が集い、そして上限なんて存在しないと思えるほどにぐんぐん高まっていく。この分だと、確実に地形が変わるなあ。

　果たしてこの事態が、本当に僕の不運が呼び寄せた事かどうかは分からない。でも、魔族の都をこれで滅ぼしたらまずい気はする。

　すみません、僕って不運で──と謝る事しかできない。そしてそれで済むわけがない。

　戦争に協力する気はないけど、いろいろ良くしてはもらってる。それが力への評価だったとしてもだ。

「まさか、このような失態をおかすとはな……」

　障壁を展開しながら、ゼフ陛下は苦笑している。

　残念だけど、彼でも全部は防げない。

　ブレスが及ぼす余波を考えても、彼らの対策だけじゃあ都の半分は消し飛ぶだろうな。死者は半分じゃきかないかもしれない。

　そして障壁のない都の外はもっと……。

「……」

　さっきの溶岩玉で陛下が見せた対消滅みたいな事は、僕の魔力体──ルトの言うところのマテリア・プリマじゃできない。

　受け止めるのも、弾くのも多分できるけど、威力を殺しきれないから、絶対に周辺に多大な被害が出る。

　それに、散弾ってのも厄介だ。

　大きく展開すると魔力体の密度が落ちてしまうから。

　め、面倒くさい。

　いっそ、アズサであの口ごと射抜いてブレスの発射を阻止……いや、それやると、ここを中心に巨大クレーターの出来上がりが確定、か。

　できないね。

　魔王達から距離を取り、二人と相談を始める。

「澪、どうするべきだと思う？」

「避難すればいいのでは？」

　亜空に、と目で語っている。

　僕らは無傷で済むし、避難先としては最高だ。ドライ＆クールなご意見だ。ある意味百点満点。

「……識は？」

「……魔術とはイメージの産物でもあります。若様の魔力体もまた然しかり。その延長でいくなら一応、若様が思ってらっしゃるような成功を見込める手が、ないではありません。しかし、私も避難をお勧めいたします。魔族には不幸な事ですが、因いん果が応おう報ほうとも申します。一応、こうなる因いん子しの存在は把握していたようですから、結果を受け入れるのもまた力の理に沿う生き方と言えましょう」

　何か難しい事を言いつつも、手はあるわけね。

　じゃあ、やってみようか。

　どうせ僕はあのくらいなら死なないし、失敗しても僕が失うものはない。

「識、その方法、詳しく教えて。澪も手伝ってね」

「おやりになりますか。では、先に私は魔王陛下に許可をいただいて参りましょう。ルト殿はまだまだ力を上げるようですし」

「若様がお決めになったなら、私は喜んでお手伝いしますわ」

　識がゼフ陛下の所へ向かう。

　僕が何かやって失敗した場合、魔族が一番酷い目を見るんだから、彼らに確認は必要だね。

　むしろ何もしてくれるなというなら、大人しく亜空に避難すればいいんだし。

　ロナは相変わらずの状態で、モクレンは治癒にかかりきりだ。かなりの重傷なのか。

　かと言って、識は貸せない。

　これから僕に協力してもらわないといけないから。

「六属性混合散弾ねえ。まあ、識の作戦を全力でやるだけか」

　輝くルトを見つめる。

「二人の共同作業ですわね。若様」

　澪の上機嫌な声が、少し心を和ませてくれた。いや、三人の、だけどね？
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（……つまりどういう事？）

　識が丁てい寧ねいに解説してくれたものの、つい念話で聞き返してしまった。

　いや、一応かなり頑張って聞いたし、大方理解もできてはいたんだよ。ただ、まとめに入った……うん、ほんの核心の二割ほどがよく分からなかっただけなんだ。

　魔王様と魔将の方は何やら指示を飛ばすのに忙しいようで、特にこちらに割さく余裕はないみたい。

　だからなのか、識からの提案もあっさりと通った。

　彼らは既に被害を減らす方向で動き出していて、僕の行動にデメリットはないと判断してくれた。

　識曰く、行動するのに問題はないそうだ。

（やる事のみを申しますと、つまり魔術としてではなく物質として魔力を昇しょう華かさせれば、より若様の魔力量を活いかせるというわけです）

（魔力体を文字通り物質に変えろって話？）

　今も詠唱を完成させるギリギリで運用しているようなものだから、そのまま術として完成させるなら、最後のキーワード加えるだけで簡単だけど……物質ねえ。

　難しそうだ。強力な魔道具を作る、って事か？

（はい。細かなサポートなどは私がしますから、若様はただ、あのルト殿の攻撃を余波なく受け止められるモノのイメージを強く持って、集中していただければ）

　余波なくね。

　となると、盾とかドームみたいなイメージがいいのかな。こういう時に理屈から説明されても、即座に呑み込むのは難しい。

　はっきり言ってしまえば、理由はすっ飛ばして何々をしろ、とシンプルに言われた方がずっと助かる。識の考えに乗る意思はもう見せているんだから、なおさらだ。

　なんにせよ、ルトの馬鹿げたブレスへの対策は決まった。

　澪にやってもらう事も、もう決まっている。

「じゃあ、とにかくやってみるよ。駄目元でも、挑戦する意味はあると思うし。澪はあの攻撃を僕に集中するように歪めてね」

「やれそうなら消しても構いません？」

「もちろん。できる分だけ無理せずに、ならね」

「分かりました。全力でやりますわ」

　可愛らしくガッツポーズを作る仕草は、あまり普段の澪が見せないものだったけど、良い感じに僕の緊張感を解ほぐして、体の硬さを抜いてくれた。

　実に頼もしい。

（ご歓談中申し訳ないんだけど。そろそろ威力の上昇も限界。次のフェイズに移るね。あと少しで撃つよー）

　気楽な念話は神々しい光の中にいる竜、ルトからだ。

（……撃つよー、じゃないわ！　この空気の読めない変態め。どうせ撃ったら消えるからって、お気楽すぎるだろうが！）

（悪いとは思ってる。かなり本気で。このままじゃ卵になった紅璃がまた死にそうだし？　今回のは真君に相当な借りを作っちゃうな。でもね、自分でも抗えない極めて強い強制力を課す事で、このブレスは僕が対多数に放つ攻撃としては最上級の威力を持つんだよ。実際それを使う時が来るなんて思ってもなかったから……少しワクワクするじゃない？）

　前半は真摯な口調だったのに、後半は開き直った。

　うん。こいつ本格的に駄目だな。

　再確認した。

　ここから紅璃の卵を届けた山までどれだけ距離があると思ってる。そこまで被害が出るって事は、最早召喚獣とかいうレベルじゃない効果範囲だぞ。

（何がワクワクだ、他人ひと事ごとみたいに。せめて詳細を言っていけ！）

（さっきも話したけど六属性混合の散弾だよ）

（ならなんでお前は上向いてるんだよ？）

　ブレスならこっちに口向けてドカーンだろうが。

　なのに、ルトは今顔を上げて口を上に向けていた。

　開いた口の先端付近にあった弾けんばかりの光球は、少しずつ口元から離れて上昇していっている。

　かなり不穏だ。

（それはね、より範囲を広めるためだよ）

（……なら、なんでお前の口元に新しく別の力が生成されていってるんだよ）

（最終的な攻撃力をより高めるためだよ。竜との対峙に咆哮はお約束だからね）

（……それ、咆哮の準備かよ）

　そういえば上位竜の咆哮って……グロントさんのしかまともに受けていない気がするな。

　僕の生徒達は底辺の竜の咆哮ですらトラウマになっていたみたいだけど、実際ルトだと威力はどんなもんになるんだ？

（ついでに、演出としてもっと盛り上げたいから、時間差攻撃も採用してるんだ。荘そう厳ごんにいきたかったんだよ、これはね。ついつい飛ばさずに見てしまう、そんな攻撃を目指したのさ！）

（今、お前の旦那を心底殴りたい）

　どこまでもゲームのノリで戦略級の破壊を撒まき散らすのかと。

　そんなやり取りの最中、ルトの翼が光の中で一層強い輝きを纏った。

（……悲しい事言わないでよ。あれで君と話が合いそうなナイスガイだったんだ。じゃあ、打ち上げ花火の始まりだ。真君達をどうこうできる威力じゃないから、まあゆっくり楽しんでいってね）

　ルトが最初に作り出した虹色の球が上昇を続け、雲の中に消えたその時。

　一帯に振動が伝わる。

　体の芯に響く、重低音の中にいるような震え。

　同時に、全身を凄く不快な何かが包み込んでいった。風邪の兆きざしで感じる悪お寒かんに似ている。

　少し遅れて突風と一緒に荒れ狂う獣の叫び声が僕の耳に届く。

　確信する。

　これがあいつの咆哮か！

（澪、識、大丈夫？）

（もちろんです）

（……少し、きついですね。凄まじいプレッシャーと絶たえ間ない状態異常付与の嵐。これは抵抗が弱まれば、それだけで死に至りそうです）

　余裕を崩さない澪に対して、識は珍しく少し弱音を吐く。

　自分に被害がないからか、僕にはルトの咆哮がそこまでの脅威だとは思えなかった。こういう感覚が常人と違うのが、僕の弱点でもあると思う。

　でも、識に言われて焦りを覚える。

　コレの効果範囲次第では、更に状況が悪くなってしまう。現時点でも普通の人は死ぬレベルの災害なんだから。

（ルト！　この咆哮の効果範囲は!?）

（……）

（おい、無視か！）

（……）

　ちっ！

　トランス状態に入っているのか、ルトは空の一点を見つめて口を開いたままだ。

　こちらの念話に何の反応も、動きも示さない。

　最後に言ったのが〝打ち上げ花火〟とか、どれだけふざけてるんだ、あいつは！

　打ち上げ花火って、あの最初の光球の事を言ってるつもりか？

　ん、待てよ。花火？

　もしそうだとするなら、上空高くに飛んでいったあの球はこれから、ドーンと花開くのか。

　……散弾として!?

　性質たち悪っ!!

（澪、すまないけどあいつのブレスとやら、かなりの範囲に落ちかねない。対処は後手になるだろうけど、よろしく頼むよ）

（はい、お任せあれ）

　で、識にそろそろ……。

　と思ったところで、ゼフ陛下から念話が入る。

（陛下、どうされました？）

　ルトの次の動きを警戒しながら、念話に応じる。

　方々への指示で忙しいだろうに、一体なんの用なのか。

（ライドウ殿。万色の竜の咆哮だが、そちらで対処はできそうか？）

（いえ。私どももアレの次の動きに警戒しておりますので、咆哮を止める手立ては……）

（……いや。抵抗の維持に何か手伝える事はないかという意味だったが、余計な心配だったようだな。何をする気か分からぬが、少しでも成果をあげてくれれば、それだけでも英雄だ。何も憂うれう必要はない。存分にやってほしい）

　魔王様直じき々じきに改めて許可をもらった。

　安心だな。

（やれるだけの事はやってみます。それでは）

（ああ。忙しいところすまなかった。威圧、麻ま痺ひ、石化、恐きょう慌こう想そう起き、衰すい弱じゃく属性レベル５相当の呪病、精神疾しっ患かん属性レベル６相当の呪病、身体能力低下、魔力効果減衰……まだまだあるが、把握できただけでも馬鹿げた数の効果を持つ咆哮だ。既に犠牲者も出ている。十分に気をつけてくれ。ライドウ殿達は無理をせず、自らの安全を最優先で確保してくれて構わない。その上で君達の健闘を……祈らせてもらう）

（……ええ。お気遣いありがとうございます）

　……ルト。

　お前、随分とふざけた攻撃をしてくれるじゃないか。

　咆哮に呪病を織おり込むなんて。

　僕が呪病をどれだけ嫌っているか、お前が知っていたかどうかは関係ない。

　でも。

　僕は今、お前の攻撃を絶対に潰してやろうと思ってるよ。

　気合、かなり入った。

（では、若様。集まってくるルトの攻撃を止めて散らすイメージを、そのまま魔力体に伝えてください。ただ一心にそれを強く想ってくだされば、後追いで私がサポートいたします）

（了解。澪は攻撃への備えと周辺情報を把は握あくの上、僕と識にリンクして伝えて。識は、そのサポートとルトの攻撃の分析を。僕は界も使って術だけに集中する）

　頷く二人を見て、僕は安心して自分と魔力体に意識を向ける。

　全てを僕の内に向ける。

　得意な分野だ。

　イメージ。

　集まる攻撃を抑えきるイメージ。

「第九階梯〝ジェミニ〟解放。〝補い満たす者スペルサーバント〟」

「空そら糸いとよ、満たしなさい。〝黒こく網もう天てん羅ら〟」

　ごく近くで力の発動を感じる。

　識がジェミニを使って二人になった。

　澪は空に網を張った。

　真上を見た時に視界に入る空一面に、澪の力が、黒い糸で編あまれた網が展開されたのが分かる。

　僕は静かに自分の中に潜る。

　より強くイメージする。

　魔力体を変質させて作り出す、物質を。

　盾……違う。

　網……違う。

　鏡……違う。

　どれも、何かしっくりこない。もっと強い力の具ぐ現げんがいる。

　どんな攻撃も〝握り潰せる〟ような……強大なもの。

　握り潰す。攻撃を破壊する。

　それこそが今ふさわしいと考えている。

　そうだ。力の象徴とも言える四腕の巨人の姿……その腕に装着されている腕甲ガントレットを思い出す。

　あれだ。

　力強く、無ぶ骨こつで、そしてどこか無機質な、見ていて頼もしいイオの豪ごう腕わん。

　腕甲ガントレットと一体化した人型兵器の腕を思わせるそれを、もっと大きく。

　そして強く。

　掌てのひらの間に収めたいかなるものも消し去るような……そんな腕を出そう。

　決まった。

　次は魔力体の腕をそのまま肥大させて、そして形にする。叶える。

　あとはただ、深く深く。

　戦いに没入した時に酷こく似じした状態に自分を連れていく。

　かなり後方から識の詠唱を感じる。

　僕が心のままに通ってきた獣けもの道みちみたいな路みちを、舗ほ装そうしながらついてくる識の詠唱。

　一人じゃない。

　識はジェミニと足並みを揃えて三倍速で処理を進めていた。

　声に出して長い長い詠唱を続けている様子は、二人で合唱しているようでもある。

　身代わりに使う以外にも、ジェミニは解放段階でその能力を分けられると識は言っていたけど、今回のは呪文の処理能力を上げるタイプなのかもしれないな。

（若様、よろしいですか？）

　澪から念話。

　ルトの咆哮のせいで声なんてまともに聞こえない状況だから、当然連絡は念話になる。

　識の詠唱も魔力の動きを見て判断しているだけで、実際には聞こえているわけではない。

（……何？）

（あの変態の咆哮です。あれ、魔族の街だけじゃなくて、もっと広がりそうな勢いです。この分だと攻撃も……）

（迷惑も極まれり、だな。一般人だと即死するレベルだって話でしょ。もう被害は出ているって言うし。分かった。僕がなんとかやってみるよ）

　街の人も力の理に従う魔族だから、死んでも文句はないのかもしれないけど、街は無事でも人は全滅しましたなんて事になったらたまったもんじゃない。

　既に効果を発揮している咆哮を消せるのかは分からないものの、少し手立てはあるから、試してみよう。

（いえ。攻撃の範囲が広がりそうなので、私でカバーしきれるか分かりませんの。それで、もしよろしかったら若様のお力を少しいただけないかと）

　澪は、街への被害に配慮した僕の言葉を、あっさりと拒否した。

　代わりに彼女は、僕の力を借りたいという。あくまで自分に課せられたミッションを無事に遂行するためって事かな。聞きようによっては被害を気にしてくれているとも……まあ、今はどうでもいいか。

（力って、魔力？）

（はい。そうすればもっと強い力を使えますから。もちろん、若様のご負担になってしまいますので、ご許可いただければの話ですが）

　魔力なら別にいいや。

　特に僕が何かしないといけないならともかく、使い切れずに溢れている代物だもんな。

　役に立つなら使ってもらって大いに構わない。

（いいよ、いくらでも使って）

（ありがとうございます!!　で、では私に向けて……そうですね、弁べんを開けるとでも申しましょうか。あ、そうです！　私と若様と、おまけの識でしているこのリンク。私と若様の間でより太く、そして開放するイメージでお願いいたします！）

　腕の生成に変な圧力を感じていた僕は、澪のお願いを先に済ませる事にした。

（分かった）

　妙に高揚して喜ぶ澪に疑問を抱きつつ、彼女が僕と識を含む三者の間に繋いでくれた周辺情報のリンクを意識する。

　そのラインを介して澪に向けて魔力を開放──というか、流し込むようにイメージする。

（ふ……うふふ！　きました、若様の魔力！　最高です……美味しくて気持ち良い……。この力、若様に満たされる心地好さ！　これでできぬ事など、何がありましょう！）

　……まあ、深くは聞かないでおこう。

　強くなれたというなら、問題ないや。

（……申し訳ありません、若様。私にもそれをお願いしてもよろしいでしょうか？）

（識も？）

（ルト殿の咆哮への抵抗が思ったよりも負担になり、詠唱によるサポートが遅れております。万全の備えをして臨みたいので）

（いいよ）

　識にも澪と同じように魔力を流し込む。

　栓せんを開けるって感じだから、共有に近いかもしれないな、これ。

（これはっ……。扉が開くとはまさにこの……いえ、助かりました。若様、これで十分にサポートできます！）

（ところで、何やら腕を作ろうとすると邪魔が入っているような……変な感じがあるんだけど。これも識のサポートが遅れているから？）

　魔力体の腕はもう普段の一回りは大きくなっている。

　他の部位よりも密度が濃くて、僕が思い描いた造形を輪郭として整えつつある。

　ただ、これをもっと明確に……物質としてイメージしようとすると、断続的に変なノイズが入る。

　集中を乱されて、思うように進めない。

　集中の深度を優先で詠唱を雑にして、細かい事を識に任せている反動かな？

（ノイズ……。ええ、恐らくはそうでしょう。若様、もう一歩です。深く、強く、その腕を具現なさってください）

（分かった。ただ、他にやる事ができたから少し速度は緩めるよ。で、識もルトの攻撃の分析を進めてね）

（分かりました）

　識の詠唱による僕へのサポートが一気に加速した。

　まだ僕の集中には及ばないけど、これから僕が少し遅くなる事を加味すると、少し識の方が詠唱速度が速くなるかも。

　ふと周りを見る。

　地下に建造されていた建物は崩れはじめている。

　僕らは頭上に何もないところにいるし、足場はきっちり確保してあるからともかく、逃げた人は大変だっただろうな。

　陛下は魔将達と一ひと所ところに集まり、自分達を守る障壁を展開済みのようだ。

　ロナはかなり深い傷を負ったのか、術に参加している様子はなく、依然として横たわったまま。

　他の魔将三人と魔王で術を展開していた。

　更に、念話が忙せわしなく飛び交っている。流石にこの状況で内容まで探ろうとは思わないけど、状況が混乱しているのは十分伝わった。

　よし、やるか。

　僕はだらんと自然体のままにしていた自分の手を上げる。

　握っていた手を開いて、そこに武器を呼ぶ。

　ほどなくして、最近ようやく馴染みはじめた弓と打うち根ねの感触が、両手に現れた。

　打根は腰に吊るし、左手のアズサだけを構える。

　ルトに向けもせず、ただ自分の正面に。

　鳴めい弦げんの儀ぎ。

　先生に教えてもらったとはいえ、細かい作さ法ほうは忘れちゃってるしなあ。

　本来はあくまで儀式的なものだけど、どちらかと言えば、今はこれに魔力を乗せて実際の効果を見込んでいる。

　できるだけ広く届くように意識して、矢を番つがえずに弓を引き、弦を鳴らす。

　弦の震えが落ち着いたらもう一度。

　計三度、繰り返した。

　さて、効果はどれほどのものか。

　そんな事を思っていると、識が術をサポートする速度が格段に速くなった。

　はっきり言って、僕よりも明らかに速い。

　おお？

（ルト殿の咆哮、最早この身になんの効果ももたらしてはおりません！　〝やる事〟とはコレの事でしたか、若様！）

　とりあえず、間近にいた識には効果があったみたい。

　今は界も全部腕の生成に向けているから、街の様子はよく分からないけど、向こうまで届けばいいな。

　よし、じゃ識も追いついてきた事だし、ノイズなんて気にしないで一気にやっちゃいますか。

　ゼフ陛下からの念話という面倒が飛んできたけど、集中していますからって体ていで無視して、腕の生成を目指す。

　コレを止めて、そんで無事だった中に呪病に侵された人がいたらちゃちゃっと助けて、ロッツガルドに帰──

「っ!?」

　ルトの口から紅璃のレーザーみたいなブレスが吐き出された。

　雲を派手にぶち破って、上にあった虹色の光の球を貫つらぬく。

　久しぶりに見る空。

　そして、貫かれた球から本当に打上げ花火のように降り注ぐ虹色の弾、弾、弾……。

　これは……思っていたよりも遥かに数と範囲が！

　厚い雲が次々に破られて、大地に虹色の自称ブレスが降ってくる。

　こんなの、ブレスというより巨大火山の噴火だろうが！

「やる事だけは流石ですわね、あの変態！　それでも、今日の私を出し抜くのは不可能と知りなさい！」

　澪が空に張った蜘蛛の巣──いや、網を、降り注ぐ散弾の範囲に合わせて一気に拡張した。

　僕の魔力が澪に流れていくのが分かる。

　空一面に広がった黒糸の網が、降り注ぐ散弾を受け止める。網の隙間に降った弾も、不思議な薄闇の紋もん様ようがそれを受け止め、一つたりとも地面に落ちはしなかった。

「あっ!?」

　澪の声と、一瞬間まの抜けた表情。

　彼女の視線を追うと、一つだけ網を逃れた虹色の球が遥か地平線の彼方に落ちて、同じ色をした図太い光の柱で空と大地を結んだ。

　あっちは行った事がないから、何があるのか知らないけど……少なくとも魔族の街でも紅璃のいる山でもない。

（澪、気にしなくていい。今はあの網の維持と、ブレスを僕に向ける事だけ考えてくれればいいから）

（あぅ。申し訳ございませんでした……）

　着弾点から立ち上がる太い光の柱が、ここからでもしっかりと見える。

　遅れて響いてくる振動と音。

　一発で、アレか。

　数百発とある上空のやつが一斉に落ちたら、草木の一本どころか大地も残らないんじゃないか？

　満足気に光の粒子と化して姿を消したルトの、洒落にならない攻撃に心底呆れる。

　何、きっとロッツガルドで僕らよりも先に巴が折檻してくれている。あいつへの説教は後だ。

　それより、もう猶ゆう予よがない。

　しかも、さっきからノイズがどんどん酷くなっている。

　ラジオだったらもうとっくに聞くのを諦めているレベル、昔のテレビなら砂嵐になる少し前というレベルのそれ。

　物質の生成そのものに関係する弊へい害がいなんだろうか？

　原因はどうあれ、本腰を入れて集中して、物質化のイメージを強めないと。

　魔力を物質に変換するのって結構きついな。

（識、どうにもノイズが酷い。一気に進んでみるけど、大丈夫？）

（……はい。どうぞ、お力のままに）

（ありがと）

　目を閉じて、深く自分の中に入る。

　頻ひん繁ぱんに邪魔をしてくる煩わずらわしいノイズを、イメージの中で片手で全部切り裂さいて黙らせる。

　残る手で僕がイメージする〝腕〟にかかったモヤを払って、その全貌を露出させるべく励む。

　ひたすら、その作業だけに集中する。

　ノイズを黙らせるのは、それにきちんと意識を向ければ簡単だった。

　なかなか晴れないモヤ、掴み取るにはあまりにも曖昧な、影のような腕の全貌が強敵だった。

　必死に、深い水の底に潜るような気持ちで、遠い影を掴み取ろうと、全力を注ぐ。

　識がどこまでついて来てくれているかもよく分からない。

　だけど、その時は来た。

　僕には凄く長く感じた時間。

　きちんと攻撃を抑えていてくれた澪に、ついてきてくれた識に、改めて感謝する。

　いける。

　凶まが々まがしささえ感じる、ごつい両腕。

　過度に装飾されて、有機的な雰囲気を感じない機械の手……まさにロボットの手だ。

　さあ、触れよう。

　これを作り出そう。

　僕は白銀に輝くその腕に、静かに触れた。





◇◆◇識◆◇◆






　来た、と思った。

　若様が目を閉じてしばらくして、巨大化し、複雑な輪郭を持った両腕が魔力体から切り離された。

　同時に、悲鳴のような激しい軋みが鳴り響く。

　ルト殿の咆哮と違って聞く者を蝕む効果を持たぬそれは、純粋に耳障りな音として鳴っていた。

　これが何か、私は知っている。

　ほどなくして、若様は目を開けられた。

〝止めて散らす〟イメージではなく〝潰して破壊する〟イメージを選択した者とはとても思えない、優しく無邪気なご様子で。

　詠唱で口が塞ふさがっている私は頷いて応じ、残り僅かなサポートの完かん遂すいに力を注ぐ。

　念話なら声をおかけする事もできたが、今はそれに割く力すら惜しかった。

　もうじき、恐らくこの世界の誰も見た事のないものが見られるのだから。

　若様は、〝妨害のようなノイズ〟と称されたものを突破して、この術──いや、行いの道筋を掴まれた。

　そのノイズがなんであるかも、私には見当がついている。

　素晴らしい。

　後は私が詠唱によるサポートさえ終わらせれば、事は成る。

　指輪の力によって分身を作り出した私は、それに術の支援を行う能力を付与した。

　二人分以上の処理能力をもって、偉大な行いに僅かな助力をする。困難ではあるが、やる事自体の説明はさほど難しくない。

　高度で難しい魔術ほど、最初の道筋こそが重要なのだ。

　若様はよく、綺麗に均ならす作業を担当する私を凄いとお褒ほめになるが、実際に恐ろしいのは若様の方。

　暗中模索の中、道なき道を掻き分け、躊躇ためらいもなく突き進むのだから。

　既に道として在あるものを均して機能を向上させるのは、必要な事ではあれど、技術さえあれば誰にでもできる。前ぜん人じん未み到とうの領域に一歩を踏み込んでいく事こそが……真の偉業。

　若様のお手伝いは、私にとって毎回が驚きの連続であり、そして何ものにも代え難い勉強の機会でもあった。

　そしてついに、私も全ての補助を終えた。

　この場にいる事ができた魔王と魔将は、なんと幸運なのか。

　この場にいながら意識のないロナは、なんと不運なのか。

　さあ、見るがいい。

　我が主の新たな一歩を。

　魔力体から切り離された両腕の指先から、変質が始まる。

　感動が身を包むのが分かる。

　変質──などと誤魔化した言い方はもう必要あるまい。

　若様のご負担にならないよう言い方を変え、より単純にご説明したが。

「成った。神ならぬ身で……。人とは、どこまでいける存在なのか」

　より上位の存在であるというグラントなどでもなく、ただヒューマンとして。

　いくらかの助力はあろうとも。

　我らの身の内にはどれほどの可能性が眠っているというのだろうか。

　興味が尽きん。

　これだから、若様に仕えるのはやめられん。

「創造。それもイメージを具現した、器うつわの創造」

　白銀に輝く腕を見て、泣き出したいほどの感動がこみ上げてくる。

　耳障りな響きは世界の悲鳴。

　妨害のようなノイズとは、恐らく世界の抵抗。

　資格もなく、力任せな魔力と術理によって己に干渉し、屈服させようとする異物を、世界が拒絶していたのだろう。

　だが、それも若様が潰した。

　黙らせた。

　個人の意志と力だけで。

　なるほど。かような方だから、女神に相対しようと思う事ができるのだろう。

　そんな方の従者である我が身の光栄に打ち震えながら、改めて偉業を果たされた若様を見る。

「──っ、若様!?」

「若様！　どうされました!?」

　今まさに、若様が膝ひざを折って倒れかけた！

　私の声と澪殿の声が重なる。

（大丈夫！　ちょっと疲れただけ。二人とも気を抜かないでくれ）

　土っち気け色いろの顔、大量の汗を流す姿は、とても大丈夫だとは思えない。しかし、主はそれを口に出す方ではない。本当に辛い時には本音を隠す、そういう方だ。
















　だから、後で万全のフォローをしなくてはいけない。

　今は主の偉業と、それを使った仕事に集中するべき時。

　私も、まだ主から仰おおせつかった仕事を残している。

（澪、攻撃を全部僕に向けて通過させてくれ）

（お体は……いえ。分かりました）

　三人の間でオープンになった念話で、私も若様の言葉を聞く。

　いよいよ、あの腕を使われるのだな。

（識は急いでその攻撃の分析。まあ、間近にあるから識なら大丈夫だと思うけどね。で、それを消滅させる、対ついになる混合属性を作り出して）

　ルト殿のブレスの対になる混合属性!?

　空中で澪殿の網に防がれているとはいえ、芸術的と言うべき完成度のあれの!?

　不可能だ。

　どうやってもできない。

　まして、即席でやるなど到底無理だ。

（若様、申し訳ありませんが、それは無理です。急いで分析はいたしますが、良くできてもあれの劣化版にしかなりません）

（なら、対じゃなくてもなんでもいい。あれを消滅させるだけのもので構わない。力は足りなくても僕が担当する。識は属性のバランスだけでいいから、あれをゼロにするような調整を見つけ出して）

　む、無茶を仰る。

　それでも。

　確かに一撃を一方的に消すような属性バランスなら不可能ではない。

　完全な対属性となると芸術品である必要があるが、打ち消すだけの代物なら兵器でいい。

　それなら、情報さえあればなんとかなるかもしれない。

　しかし、力が足りなくても僕が担当する、とは一体……。

（……やってみます）

　ともあれ、主の意向には従うのみ。

　果たしてどこまでやれるか。

（なんなら、澪みたいに僕の魔力を使ってジェミニのパワーアップとかしてもいいから）

（明らかにお疲れの若様から更に魔力をいただくなど）

　ご負担になると分かっていると、ますますやりにくい。

（僕が良いと言っているんだから気にしないで。この腕にも仕事をしてもらうし、僕も仕事があるから）

　また仕事と。

　まだ何かがあると察しておられるのか。

　……そうか、ルト殿の時間差攻撃とやらがもしかすると……。

　咆哮からのブレスがそれだと私は考えたが、何も時間差が一回だけとは言っていない。

（若様、では落とします。防いでいる間に十発ほどは食べ──いえ、消しましたけど、これ以上は難しくて。お言葉に甘える事にしました）

　流石は澪殿だ。

　遥か上空で展開した術を更にカスタムして光球を処理していたとは。

　澪殿の使われる術は、全てが彼女のオリジナルで、その詠唱もまるで意味が分からないものがほとんど。時折若様が澪殿と詠唱の話をされているが、未熟な私には謎の会話にしか聞こえん。

　つくづく、特化した才能や能力が羨うらやましくなる。

（いいよ、たまには甘えてもらうのも。皆にはいつも甘えてばっかりだしね。やって）

「黒網天羅、歪曲透過」

　澪殿の言葉で空一面、それこそ全てを覆っているのではないかという黒網が、徐々に薄れて見えなくなっていった。

　そして芸術的な混合属性の散弾は、その全てが我々──正確には若様のもとに落下点を歪められて、再び落下を始めた。

　一点に降り注がんとする虹色の散弾。

　その光景は幻想的であり、落下点で見つめる私もまた、その美しさに息を呑んだ。

　しかし、この場の主役は残念ながら違う。

　若様の数メートル前で宙に浮く、二つの腕だ。

　まるでドワーフが作った武具のように美しく輝いている。

　拍かしわ手でを打つ前のような、手と手の間に広い空間を開けた状態で静止している。

　その空間を目掛けて、とうとうルト殿のブレスの一発目が飛び込んできた。

　凄い……!!

　両腕の間には何もない。

　何もないというのに。

　領域に到達する少し前に、散弾は磁力で吸い寄せられるように手と手の間に向かい、そしてそこで人の拳大に圧縮されて留まっていた。

　二発目、三発目、四発目……。

　次々に飛び込んでくる散弾は漏れなく同じ末路を辿る。

　百を超える散弾は一つに、徐々に大きくはなっているが、まだ人の頭を少し超える程度のサイズでその場に留まっている。

　当初の私の予想では、若様は巨大な盾かマントに類する物を具現されると思っていた。

　しかし、実際には巨大なガントレットのような腕。そしてそれは散弾を信じられない方法で一箇所に留め、周囲に被害も出さずに押さえ込んでいる。

　ああ、そうか。

　これは先ほどの魔将との戦闘で見せた、溶岩の球を握り潰したアレに似ている。

　あれは片手だったが、若様は散弾の全てをあの空間に収めた上で、両手で潰すおつもりなのか。

（識、成功に喜ぶ気持ちは分かるけど、見惚れてないで分析を進めて。やってる？）

（た、ただいま！）

（よろしくね。識の分析が終わったら、とりあえずこれを消してみる。そこまでできて成功だと思うし、ルトの事だから、更にトドメの一撃とかやりかねない）

（ルト殿はそこまで執しつ拗ようなタイプではないように思いますが）

（ルト本人の気質がどうこうよりも、問題は参考にした資料の方だよ。近年の作品になるほど、くどいくらいに演出を重ねる傾向があるからさ）

（はあ……）

　若様が何を根拠に仰っているのか今一つ分からないが、分析を急ぐ。

　火水風土、それに光に闇。

　相反する属性もあるというのに、互いが互いを高めあう異様なバランスで調整されて、一発で街や城を灰かい燼じんに帰きす威力を生み出している。

　こんなものが降れば、本当に何もかもが根こそぎ破壊に呑まれて消滅する。

　しかし、ルト殿も意地が悪い。

　どれほどの可能性からこれを引き当て敵を滅したとしても、結局は術者自身も含めて全てが滅ぶのだから。あるいは核かくとなった術者だけは生き残るのだとしても……やはり同じか。

　これが女神を信しん奉ぽうするエリュシオンの神器であったと考えると、その意図はいかなるものなのか。

　もしもエリュシオンがあれに頼る事に慣れ、幾度も幾度も竜の力を使い続け、その果てにアレが発動したら。

　だとすると、エリュシオンは魔族によってではなく、自らの神器によって滅ぶ事になった可能性も……。

　いや、深くは考察するまい。

　未来ならともかく、過去は既に決定された事なのだから。

　私はただ、これの天敵になる属性を探せばいいのだ。

「全部、捕まえた。後はこれを……！」

　若様が両腕の間を徐々に狭めていく。

　ルト殿の散弾の集合体が抵抗でもしているのか、所々弾けたり膨張したりしているが、捕らわれた領域からは僅かも外に出ていない。

「これ、物凄く疲れる……！　でも！」

　若様の表情は未だ回復していない。その兆しもない。

　正直、私には創造がどれだけの魔力を消費する行いかは分からない。

　まさか若様の、異界の神々も認めた魔力で足りぬ事など有り得ないだろうと考えて、今回の事件を若様のステップアップに利用できないかと思いついたのだが……。

　何か手違いがあったのか？

　それとも、創造したものがまずかったのか？

　……若様の魔力が。

　まったく天井知らずだったそれが。

　私の計測できる範囲にまで量を削られている。

　それでも、我々から見れば遥か雲の上の領域だ。しかし、私が測れる範囲になった事などこれまでに一度もない。

　私の中に焦りが生まれる。悠ゆう長ちょうにしている時間はないのではないかと。

　その焦りが集中を乱すところに到達しそうになるのを、止める事ができない。

（識。落ち着いて。大丈夫、上手くいってるから）

　若様の言葉と同時に、大量の魔力が体に流れ込む。

　心地好く、独特の多た幸こう感かんが身を包み、焦しょう燥そうがかき消されていくのが分かった。

（若様は今、魔力が相当に減っているはずです。このような事をしていただかなくても！）

（確かに、あの腕を作った時に一気に半分くらい持っていかれたし、今人生で一番魔力がなくなってると思う。学園の生徒から何回か聞いた、魔力が枯こ渇かつしかけた時の体調不良も実感してる。でも、今回の主役の識に焦ってもらう事じゃないよ。僕の仕事なんて、もうほとんど終わってるんだから）

（主役だなどと！）

（分かるんだよ。この腕は長く使えない。実戦証明コンバットプルーフのないものをいきなり投入するなんて、と森鬼コンビのエリス辺りに後で突っ込まれそうだけど、まさにその通りだね）

　コンバット……？

　いやそれはともかくとして、急がなくては。

　いただいてしまったものは仕方がない。

　若様から流れ込んできた魔力を既に展開しているジェミニにではなく、私自身に、正確には十三階梯リースリッツァの基本の指輪に流し込む。

　ただでさえ支配の契約によって何よりも馴な染じむ主の魔力が、指輪に増幅されて体に行き渡る。

　万能感が全身に溢れ、属性の分析が一気に進んだ。

　光と闇を太極図のように不思議なバランスで組み合わせて土台として構成、互いを交わらせて相乗。

　そこに四属性を乗せている。

　水が風を、風が火を、火が土を、土が水を補助するように高め、高められた属性が更に補助となり、威力を螺ら旋せん状に上げ続けている。

　見れば見るほどに芸術的だ。

　だが、壊すだけ。

　無に帰すだけならば。

　光と闇の土台を破壊する両属性のバランスを探る。

　同時に、最初の基点になっている水、それを受ける風を打ち消す属性も探る。

　急げ、急げ。

　焦りではなく、合理的に分析速度を高め、消滅を見込める属性の模も索さくを続ける。

　光と闇、そして火、補助的に残る三属性。

　見つけた。

　この割合なら、あのブレスを消せるはずだ！

「若様！　できました！」

「これで！　消えろぉ!!」

　私の言葉を待っておられたのだろう。すぐに若様の声が響いた。

　白銀の両腕が拍手を打つ。

　虹色の光球はどこに炸裂する事もなく、消滅した。

　息を荒らげて、けれどもう膝をつく事もなく、若様は次の行動に入る。

　仮に敵対者が、若様のあの魔力体の防御を抜け、ようやく一いち縷るの望みをかけた一撃を入れられたとしても、結局何一つ戦況は変わらないのだと知る事になるだろう。

　私はその者に心底同情を覚える。

　こと戦闘に関して、この方には脆もろさがない。

　そして、この方が味方である事に深く感謝した。

（澪、どう？）

（上昇が止まりました。来ます！）

（やっぱりか!!）

　若様と澪殿の念話を聞いて、私は初めて二人が意識を向けるソレに気が付いた。

　意識さえ向けていれば、私とて繋がっていたのだから分かったであろうに、不覚だ。

　虹色の光弾を撃ち抜く際にルト殿が天に向けて放った一撃は、星空の高さにまで到達した後、軌道を転じて落下を始めた。

　あれにも散弾に仕込まれていたのと同様に、核のようなものがあったのだろうか。

　だが、若様にはあの腕が……。

　落ちていた。

　白銀の腕は両方とも動く気配などなく、地に落ちていた。

　最早そこにはなんの力も感じない。

　長くは使えない。

　若様の言葉を思い出す。

　次善の策である私の属性分析が完了したから、そちらに切り替えねばならないほどに若様は消耗している可能性がある。

　私の責任は重大だ。

　しかし、私の作る属性のバランスだけではルト殿の最後の攻撃を止められはしない。

　落下に伴い威力と速度両方を加速度的に高めているアレを消すには、あと一手が足りない。

（加速具合から見て、ここまでは三分といったところでしょう）

（三分か。澪、ごめんだけど、もう少し時間を稼いで。僕の魔力なら気にしなくてもいいからさ）

（……分かりました。あの網は強力な一撃にはあまり向きませんけど、やってみますわ）

（よろしく。識は僕の矢にその属性で作った術を付与してね）

　若様はアズサを構えておられた。

　その右手にはウチネと呼ばれていた紐ひも付きの短剣に似た武器がある。

　右手をアズサに向け、弦に手をかけると、紐は芯を通したかのごとく一直線に伸びて、まるで矢のようになった。

　頭上でそれらの作業を済ませた若様は、ゆっくりと弓を引きながら照準をつけていく。

　力を僕が担当する、とはこれか。

　そうか。最後の一撃は受け止めず、消し去る気でおられたのか。

　この極限状況での視野の広さ。

　戦闘以外にも発はっ揮きされれば、どれほどの人物になるか。

　……ふ、そうならぬからこそ我が主、真様か。

　三分という時間は私にとっても短い。

　ジェミニも利用してできるだけ速く、だが属性を崩さぬ事を第一に、付与魔術を組む。

　若様が引く矢に付与する以上、威力の向上など下手へたに考えず、最初から属性付与魔術を組んだ方が良い。

　元となる攻撃が強力無比なら、威力の上乗せなどさして必要ない。最低限、属性だけを正確に付与できれば良いのだから。

　ふと、若様の存在感が希薄になる。弓を持つ若様が集中を深めてきた証あかし。

　何度味わっても、心臓に悪い感覚だ。

「時間通りですか。けれど！　若様がもう少し待てと言っているのですよ！」

　澪殿が空に張った黒い網を、範囲を狭めて再展開した。

　そこに図太い虹色の光条が突き刺さる。

　流石に先ほどの散弾が圧縮されたものには及ばないが、単発の威力は比較にならないほど強い。

　あれだけの攻撃を平然と受け止めていた網を虫取り網の形に変えて一点特化で受け止めた澪殿が、光条の威力に押し込まれて網の形を崩しかけている。

「くぅぅぅっ!!」

　澪殿は苦く悶もんの表情を浮かべていた。

　これは破られる事も有り得るか？

「識、失礼な事を考えてましたねっ!?　後でお仕置きです！　この程度、若様からお力を借りている今日！　女の意地にかけても絶対にっ！」

　……毎回思うが、私はポーカーフェイスには自信がある方だ。なのに何故澪殿や巴殿には毎回毎回あっさりと色々読まれてしまうのか。

　もしも今日仕置きだの説教などされようものなら、本当にあの世が見えかねんのだが。

　それに、どう考えてもあれは力負けしている。

　一時的にでも押さえ込んでいる澪殿が驚異的なのであって、本来なら歪める事も、破られずに耐える事もできはしない。

「大人しく、なさいっ!!」

　押し込みが、止まった。

　この遠距離で、あれほどの術を展開するだけでも非常識だと言うのに。

　若様どころか、追うべき先輩の背中すら、ここまで遠いか。

　感かん嘆たんと尊敬の念を持って澪殿を見る。

　空を睨み付ける澪殿のその姿は、いつもとは少し違っていた。

「澪殿、その髪は？」

　詠唱の途中ながら、つい尋ねてしまう。

　後ろ髪が腰まで流れる長髪になっていた。

　さっきまではいつもの髪型であったのにだ。

「あら、伸びましたわね。まあ些さ細さいな事ですわ。それよりも識、急ぎなさいな」

　些細、か？

「それに、お前の髪も、生意気に私や若様と同じ黒髪になってるじゃありませんか。どちらにせよ、後で気にすればいいんです。私が持ちこたえている間にしくじりでもしたら……本当に分かってますね？」

　髪？　私の？

　黒？

　い、いや……今はただ、術の完成を急ぐのみ。

「識。術ができたらすぐにお願い。澪はもう少しだけ耐えてね」

「ぎょ、御意！」

「若様、あと何時間でもお任せくださいな」

　その言葉の後に澪殿がこちらに向けたひと睨みは、文字通り〝一刻も早く〟だ。

　分かる。

　若様は光条を見て静かに弓を引いた状態で静止されている。

　既に準備はできておられるのだろう。

　ほどなく。

　私も術を完成させ、見事な矢と化した若様のウチネに付与魔術を施す。

「じゃあ、澪。解除を」

「はい！」

「ふぅぅ……」

　無言のまま、長く息を吐いて若様は静かに矢を放った。

　光条と同じく虹色でありながら、一筋の光に過ぎない一撃が、落下を再開した同色の光条に狙い違たがわずに突き進み、重なる。

　図太い光が一瞬で一方的に消滅し、空には若様の矢による虹色の一閃だけが残った。

　呼吸を止めて緊張のままそれを見守っていた私は、深く息を吐いて安堵する。

　よかった、成功した。

「流石は識だね。でも打根は消し飛んじゃったなあ。エルドワに謝ってまた作ってもらわないと……」

「はい、私が付与した矢を、外す事なく命中させた若様には敵かないませんが」

　これだけの事をやったなら、武器の破損程度、エルダードワーフとて何も言うまい。むしろ満面の笑みで迎えてくれる事だろう。考えてみれば私はあの一矢が空を駆け上りブレスに命中するのを確信していたが、常識で考えるならそれ一つとて奇跡の技。はは……。

「お見事でした。それにしても、上位精霊どもに手伝わせればもう少し楽だったのですけど。まったく口だけなんですから」

「澪殿。彼らも自らの神殿が街にあるのですから。少しでもその周囲を守ろうとするのは仕方ない事かと」

　若様には特に求められていないが、私も澪殿も、フェニックスとベヒモスに協力を頼んだ。

　だが、両者とも返答はノーだった。

　理由は自分の神殿も攻撃範囲に入っているから。

　ごく限られた範囲になるが、そちらの守護を優先したいとの事。

　私も澪殿も彼らを支配しているわけではないので、用事があるから無理と言われれば頷くほかない。

　しかも、これだけの攻撃の範囲に自らの神殿も含まれているとなれば、なおさらだ。

　実際、神殿が避難先として機能しているのは間違いない。

　あの散弾の直撃に何発耐えられるかは疑問だが、ルト殿の咆哮についても、神殿内に逃げ込めた者ならなんとか助かっているだろう。

　結果論になるが、無理に呼ばなくて正解だった。

　──まあ、死は終わりじゃないし。

　──死んでも生きられない事はない。

　何度でも復活するらしい不死鳥と、アンデッドをも統すべる土の化け身しんが言ったその言葉は、彼ら独特のものだと思う。

　脱力感の中、魔王の方を見る。

　彼らに言葉はなく、ただ空を見上げていた。

　無理もない。人の考える戦争以上の事が起これば、な。

　若様は大分お疲れだ。

　出発日をずらしてでも、今日はお休みいただいて、私が当面の事後処理をする事にしようか。

　そのくらいはやって差し上げても問題はあるまい。

　あとは、この〝両腕〟と、あそこで無様に転がっている神器も回収しておくか。

　悪用されたらコトだからな。

　エルドワが喜びそうな白銀の両腕と、神器の王笏を亜空に転送する。

　魔王達から何か言われたら、腕は消えた、王笏は見てない、とでもとぼければいいだろう。

　強い風が頬を撫でる。

　頬の汗で髪が顔にはりついた。

　不快感から頬を拭うと、視界に自分の髪が映った。

　本当に黒い。

　若様から力をもらった副作用だろうか。

　こちらも調査をしなければいけないが……今は動きはじめた魔王の対処が先だな。

　ゼフを先頭にこちらに歩き出した一団を見て、私は当面の行動を決めた。
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　魔王と魔将、それにライドウと二人の従者が街に戻った。

　あの後、ライドウはゼフと話しているうちに突然ひっくり返って倒れたが、魔力の減少による気絶で大事はないと診断された。

　今魔王ゼフは、そのライドウを自ら抱きかかえたまま、民衆の前でその尽じん力りょくについて語っていた。

　僅かな沈黙の後で沸き上がった民衆の歓声は、さながらルトの咆哮のように街全体に響き渡った。

　拳を突き上げる者、涙を流す者、一目ライドウの姿を見ようとして押し合う者達。

　その熱狂は、この歴史ある街から魔族の土地にあまねく波及し、今後ライドウとクズノハ商会にどれだけの利益をもたらすか計り知れない。

　その様子を城の窓から見ていたサリとルシアは、慌あわただしい城内の一室で、静かにその事を話していた。

「これで、ライドウは私達魔族の英雄になった」

　一切の感情を窺わせず、事実を淡たん々たんと呟くサリ。

「国の危機を救ったのだから、当然だな。商人として立ち回るにしても、敵なしであろう」

「あの桁けた外はずれの咆哮を途中でかき消したのも、ライドウの仕業だとか」

「あれで搦からめ手の戦法も多くは通じないと知れた。正攻法などもってのほか。つまりお手上げだ、最早笑うほかない」

　ルシアは苦笑しながら肩を竦める。

　ちょうどその時、ロシェとセムが扉から顔を覗かせ、二人に声をかけた。

「二人とも、間もなく陛下がお戻りになる。忙しくなるが、まずは英雄のお迎えだ。急げ」

「分かりました。先に行ってください。我々もすぐに向かいます」

「後から来る程度なら構いませんが、到着に間に合わないのだけは許されませんよ？」

「分かっています、お兄様」

　二人の兄に返事をすると、サリとルシアはもう一度熱狂する民衆と魔王達を、正確には魔王に抱きかかえられたライドウを見る。

　今やルシアの目にライドウへの敵意は欠片もない。

「あの戦いを見て、そして今回の功績を見て。私も心底から納得した。アレは敵に回せない。そのためになら、どんな犠牲を払っても良いと思える」

「うん」

「だからサリ。やはりお前でなく、私がその役を引き受けよう。今の私は心からあの男のために生きても良いと思っている」

「ううん、ルシア姉様では駄目。私のような見た目の方が、彼らには拒否されにくい」

「だが」

「それにもう……ほら」

　そう言ってルシアの反論を制したサリは、自らの服の胸元をはだけてみせた。

「っ!!　……そうか。だがもしこちらに連絡をつけられるようになって、私の力が必要なら、躊躇わずに頼れ。分かったな、サリ？」

　ルシアは一瞬息を呑んだ後、寂しげに笑って妹の肩に手を触れた。

「ありがとう。その時は遠慮しない。約束する」

「しかし本当に行動が早い。一体いつの間に……その儀式には対象の体の一部が必要だというのに」

　ルシアは改めてサリの胸元に目をやる。

　サリが見せたのは胸元にあるアザ。遠目には楕だ円えんのように見えるが、実際には首輪に鎖と文字が絡みついた、趣味が良いとは言えない模様だった。

　目を凝こらせば、細かな文字を含めて複雑な意い匠しょうが形成されているのが分かる。

　これは特殊な儀式の結果刻まれるもので、ルシアもその意味を知っていた。

　だからルシアは〝手遅れ〟であると理解して、それ以上サリに意見するのをやめたのだった。

「ライドウはそういうのには凄く鈍感。神殿の帰りに白しら髪ががありますよ、と言ったらすぐに抜かせてくれた」

「……普段は、本当に扱いやすい方だな」

「うん、楽勝。でもそれだけに怖い人。まずは信頼を、それから、叶うならば少しでも多くの魔族を彼らの中に入れるのが目標」

「うむ。といって、私は成功を祈る事しかできぬが。では、そろそろ我々も向かおう。陛下と救国の英雄を出迎えられなかったとなれば、民衆の反感を買う」

　サリとルシアは出迎えに加わるべく、部屋を出て廊下を足早に進む。

「……私の役目は重大。ここにも、もう戻ってこられない。でも……少しだけ楽しみでもある。何がライドウを育て、彼は何を考えている人なのか。興味は尽きない」

　小さく零れたサリの独白は、喧けん騒そうの中に消えていった。
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「ライドウが目を覚ましたようです」

　城の広間に戻ったロナが、ゼフの隣に腰を下ろして報告した。

　即座に反応したのは巨躯を持つ二匹の上位精霊、フェニックスとベヒモスだった。

「一日半。随分と回復が早いのね」

　驚きというよりは、僅かな呆れを伴うフェニックスの言葉。

　ベヒモスも大きく頷いて同意を示す。

「あの者ならと納得もできるがな」

　この場にはゼフとロナ、そしてこの二匹だけがいた。

　イオとレフトはそれぞれ混乱の収拾に動いていて出払っている。

　むしろ、ロナも立場としては彼らと同様の職務に当たるべきであり、他の魔将の不在よりも彼女がいる事の方が不自然と言えた。

　ちなみに、モクレンは日頃から絶対に必要な会議以外は滅多に出席しない。彼にとっては研究こそが目的であり、国家への最大の貢献でもあった。

「お二方は、あの者をどう見ますか？」

　かしこまったゼフが精霊に尋ねる。

「取り込もうと思っているならやめておきなさい。あれは鞘さやのない剣。それも、なんでもかんでも真っ二つにするほど切れ味の良い、ね」

「うむ。どれほど大きな力だろうと、手違い一つで国が滅ぶなら、そのような力は持つべきではない。最後には必ず抱かかえきれなくなる。人という種ならばな」

「つまり、触れるなと？」

「そういう事ね。思考の誘導はやりやすそうな子だから、貴方達も色々考えているかもしれないけど。全部を手に入れるか何もかもを失うか──そんな博ばく打ちは何度もやるべきじゃないわ。貴方達は女神への反逆、そしてその手段において、既に種族ごと賭けを始めてしまっているのだから」

「我らも魔族にのみ味方する存在ではない。この地の全ての種族に力を貸すのが本来の姿。その立場からの助言でもあるが、ライドウを戦争に利用するな。さもなくば、我らもお前達に対して沈黙せねばならんかもしれん」

「……地と火の精霊様は、亜精霊などと非難されながらも我ら魔族に助力を続けてくださる存在。ライドウについては概ねそのようにいたします。彼を戦争に参加させる、そして利用するような事はいたしません」

　ゼフの言葉で、上位精霊に安堵の雰囲気が生まれた。

　人を超えた存在である上位精霊が、人の行いに一いっ喜き一いち憂ゆうする──ロナはそれを見て驚くとともに、彼女の中でライドウという存在への不安が一層に高まるのを感じていた。

「ならいいの。ゼフ、女神様は今非常に動き難い状態にあるわ。この情報は貴方の英断へのご褒美よ」

「確かに英断だ。ライドウには触れぬが最良。我らのこの意、女神様にも伝えたいところだがな。耳を傾かたむけてくださるかどうか……」

　上位精霊はその巨躯を揺るがせて消えた。

　恵みを受ける亜人と恵みを与える精霊の話し合いは終わった。

「精霊ですら恐れ、女神に進言したくなる存在か。最早余の理解を超える。となれば、ライドウがあれほどまでに消耗して出したあの腕。やはり……召喚ではなく、創造なのか？」

「力ある魔道具の召喚にしては、魔力を消耗しすぎていたとお聞きしました。しかし、創造は神の御み業わざ。もしライドウが為したとすると、あの者は人の領域を超えはじめているという事になります。流石に考えすぎではないかと」

「ふっ。普通はそうであろうな。だが、竜群王笏のような一件があると、どうしても少ない可能性にも目を向けてしまう。王としては軽率な発言だった。許せ」

「王笏の発動がまさかルトを呼ぶとは、私も調査不足でした。彼らが縋るのにちょうど良く、また余計な連中を一掃する良い機会になると思ったのですが……」

「そこもな。ライドウは一目でアレをルトと呼んだ。つまり、奴は竜の頂点とも繋がっている可能性がある。もっとも、現時点であれがルトだという確証は何もない。そうそうあのレベルの攻撃ができる竜もいないと思うが」

「ルトの外見については、既に調査を始めています。ただ仮にライドウがルトと知ち己きであろうとなかろうと、奴の脅威はすでに最上位。今の我々にライドウを排はい除じょする手段がない事には変わりなく、単にあれがルトであるかどうか、という以上の意味を持つ情報にはなりえませんね」

「で、あるな。まったく、頭が痛い」

「……」

　ゼフはそこで言葉を切り、ロナも沈黙で応えた。

　ライドウの話題はあまり好転しそうにない雰囲気だ。

「時にロナ。今回の一件、ご苦労だったな。最後に負傷させてしまったのは余の油断だった。すまぬ」

「この身の全ては陛下のものです。お気になさらないでください。陛下がお手を汚すべきでない件は、全て私が。その汚れは私の誇りです」

「……お前だけに甘えてよい道理などない。余の未熟がお前を傷つける。それが、どれほどの痛みか」

「私は陛下のお作りになる国をもっと見たい。貴方が喜ばれる事をしたい。それだけです。私は……魔族にでも魔王にでもなく。ゼフ様にのみお仕えしております。陛下に甘えていただけるなら、それは願ってもない事」

　ロナはゼフの謝罪の言葉に、明るい笑顔で応える。

　相手が誰であれ、状況に応じてあらゆる表情を使い分ける彼女が、ゼフだけに見せる至上の笑顔だった。

　ただの王と臣下という関係にしては深すぎる──見る者にそう思わせる表情だ。

「……ならば。余の思う国を少しでも実現する事で報むくいるほかないか。余は厳しい臣下を持った」

「良きようにお使いくださいませ」

「では。ロナよ、反乱分子の現状は？」

「はい。先日の陛下襲撃の一連の動きで、過激派の主おもだった者は皆死にました。見事に炙あぶり出された形です」

「あの男も、余の力になってくれれば頼れる者だったのだがな」

「懐かい柔じゅうは不可能でした。あの男には陛下への深い憎悪が根付いていましたから」

「うむ。で、今のお前の反乱分子の中での立場はどの程度まで上がった？」

「主だった者が排除されましたので、意思決定する立場の中でも一番手、二番手には位置しているかと思われます。あと数ヵ月いただければ、頭になれるかと。何ぶん、今回魔将としての立場を活用して情報を流し、失敗したとはいえ陛下の喉元まであと一歩のところまで刃を届かせましたから」

「ライドウが魔族の英雄なら、スート家の忘れ形見であるお前は、さしずめ反乱分子の英雄か」

「陛下が彼らの一人に放った攻撃を私が受けて見せたのも良かったようです。意見を別にする者でも、同胞を守ろうとする──そんな印象を持ってくれたかと」

　ロナは口元に笑みを浮かべて報告していく。

　ゼフが以前に口にした情報漏ろう洩えいの元は、他ならぬロナだった。

　しかも、王はそれを知っている。ロナの二つの名と、その意味を。

　反乱勢力がこの会話を聞けば、どれほどの絶望を、そしてゼフとロナへの憎しみを募つのらせるか、想像に難かたくない。

「咄嗟に急所を外したとはいえ、あれはなかなか肝が冷えたぞ」

　武装した集団が乱入した直後、混乱に乗じてゼフに迫った鋭い刃があった。本当の不意打ちであればゼフの身に届いたかもしれないほどの渾こん身しんの刃。だがそれはロナによって既にゼフの知るところであった。彼女は刺し客かくとともにゼフを襲撃する茶番を演じ、そしてゼフによって撃退され傷を負った。計画通りに、だ。

「あの場にはモクレンもいましたから。私が死ぬ事はないと確信しておりました」

「魔将という余の側近が自分達のエースであり、魔王の首を獲とる機会は十分にある……か。彼らにとって、さぞ頼もしい存在であろうな、お前は」

「はい、そうなるでしょう。実際には反乱の勢いをコントロールし、決して陛下の邪魔などさせるつもりはありませんが」

「盾だけで身を守るには限界がある。一番良いのは、盾と剣を持って自演する事だからな。汚い役どころだが……ロナよ、これからも頼む」

「はい。まずは反乱分子のリーダーに。全て陛下のお心のままに進めます」

　広間に二人きり。

　魔族の中でも最高機密にあたる会話は、静かに終わった。
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　ぶっ倒れて魔王様にお姫様抱っこされた挙あげ句く、一日半ずっと寝ていたライドウです。

　格好良く〆しめたつもりだったのに、最後の最後で全部ぶち壊しだよ。

　巴に報告入れたら嬉しそうに早く帰って来いと言われるし、澪は目が覚めたらベッドの中にいるし、識は目の下にクマができるくらい頑張ってくれていたみたいだし！

　僕とした事が、なんという失態か。

　あ、ロングヘアバージョンの澪は、目が覚めたらおかっぱに戻ってた。

　識の黒髪もすっかり元の紅色だ。

　あの変化は一時的なものだったらしい。

　魔族の街は案外無事みたいで、建物とか人にある程度の被害は出たようだけど、早くも活気に満ちていた。

　ゼフ陛下から〝民にはきちんと偉業を説明しておいた〟と言われて、なんのこっちゃと思ったけど、実際に街に出て散歩してみたら、その意味が分かった。

　すぐに人だかりができて揉みくちゃにされて、屋台の食べものは全部タダ──どころか、ほとんど無理やり口に詰め込まれる始末。

　凄い拷ごう問もん──いや、歓迎だった。

　気づいたらたくさんお土産持たされて城門の前にいたし。

　凄かったな。

　しかも、あれだけ大人数に囲まれて何がなんだか分からなくなっていたのに、財さい布ふもすられてない。

　魔族の街って、治安は万全ってほどじゃなかったはずなのに。

　とにかく感謝しているぜこの野郎、って感じだった。

　まあ、ルトのブレスをきっちり押さえたんだから、このくらいは役得でいいかと納得しておく。

　夜に催された宴の席では、連動して城下町でもお祭り騒ぎが起こって、そのまま朝を迎えた。

　僕が病やみ上がりだと伝えられていたからか、特にゼフ陛下や魔将以外から接触される事もなく、遠目に注目を集めるだけで済んだ。

　──と言っても、個人的には視線が苦痛だったけど。

　宴の席で軽く挨拶した程度だったのに、すぐに反応があった。

　翌朝識から見せられたのは、山のような書状。どれも領地を拝する魔族からの書状で、ぜひうちの領地へ商売に来てくれ、いやとにかく一度招待させてくれみたいな内容だ。

　森鬼やゴルゴン、それに翼よく人じんを数人で組ませて、順番に回ってもらうのもいいかなと思う。

　もちろん、店を持てば僕も適度に顔を出さないといけないだろうから、実際に店を作るかどうかはあまり急いで決めない方がいいと、頭に置いておく。

　しばらくは行商主体でも問題ないはずだ。

　そんなわけで、最後にしまらない事をしながらも、無事に魔族の街を去る日を迎えた僕らなんですけど。

　あ、もちろん魔族側に帰りの護衛はいらないと伝えました。

　ただでさえ帰りが遅れているのに、また何日もかけて移動させられたら、講義にも商会にも悪影響が出る。

　吹雪に紛れたら即亜空に帰ろうって寸法だ。

「では陛下。長々と滞在してしまいましたが、これで失礼いたします」

「残念だ。ライドウ殿には他の街も色々と見て回ってほしかったのだがな」

　未練がありそうに話すものの、ゼフ陛下は結局ルトの一件以来結婚話もしてこないし、大抵の話を識としてくれるから、僕にとっては凄く楽な人になった。

　これも社しゃ交こう辞じ令れいだろう。

「ぜひ、次の機会にはそうさせていただきます。熱烈な招待状も何通かいただいておりますので、少し雑務を片付けたらお国を回らせていただこうと思っています」

「それは皆も喜ぶ。造ぞう作さをかけるが、頼む」

「はい。過分な歓待、心に刻みます。失礼いたします」

　よし、家に帰ろう、と今まさに足を踏み出した時──

「ああ、待ってくれ、ライドウ殿」

　ゼフ陛下が僕を呼び止めた。

「最後に一つだけ、魔族からの贈り物がある」

　……もういいよね？

　……ああ、〝最後に一つだけ〟って件くだりに、なんとなく嫌な予感がする。

「なんでしょうか陛下」

「……サリ」

「はい」

　サリが人の間を縫ぬって姿を見せる。

「……サリ殿？」

　そういえば今日は姿を見てなかったけど、その姿に違和感を覚えて思わず名前を呼ぶ。

　なんというか。

　冥めい土ど服──いや、メイド服だ。

　魔族でもいわゆる女中さんが身に着けるもので、飾り気はあまりなく、僕がその言葉を聞いて想像するよりもずっとシンプルで、フリルも控えめだった。

　結構地味な印象の服だ。

　フリル付きのは、商会でアクエリアスコンビがメイドデーとか銘めい打って金曜日に着ている。たまにパジャマデーに変わるから結構適当みたいだけど。
















　──って、それはどうでもいい。

　なんでサリがそんな服を着ているかが問題だ。

「ライドウ殿。いえご主人様。お約束通り、この身を貴方に捧ささげ、一生を侍じ従じゅうとしてお仕えする事を誓います」

　サリは一切躊躇いもせずに膝を折り、頭を下げた。

　……ハイ？

「……若様、これはどういう事でしょうか？」

　澪がゴゴゴって描き文字が出てきそうな背景を背負っている。

　しかし、僕も全く状況が分からん！

「……ええっと。いや、さっぱり」

　辛かろうじてそれだけ言う。

「ではこの娘の気が触れたのですね。すぐ始末します」

「お待ちください、澪様。私からご主人様に申し上げた〝約束〟は、澪様もお聞きになっています」

「全く記憶にありませんわね。出で鱈たら目めを言うのも──」

　サリが伏せていた顔を上げて澪に応じる。

　あ、完全にフリーズしてた。

　澪が物騒な事を言っていたのに、一瞬止めるのを忘れてたよ。危うく魔族の要人が目の前で僕の従者に殺されるところだった。

「私は精霊神殿の暴走の際、己の力を弁えずご主人様達に無理なお願いをし、しかも〝必ず貴方がたを無傷でお返しすると、私の名と命に懸けて約束しよう〟とまで申し上げておきながら、結局はこの身を守っていただきました。よって名と命を懸けて、このサリは今日よりご主人様のものでございます」

「な、な、な！」

　一息に話したかと思うと、サリはいきなり襟えり元もとから服をはだけて胸元を露出させた。

　……いや、そうは言っても彼女はまな板ボディーなので？

　それほど欲情はしませんが、純粋に焦る。

「これは」

　サリが胸元の楕円の輪みたいなものを指差す。

　刺青いれずみか？

「ライドウ様を主として、その命に服従する事を誓う証。魔族に伝わる儀式によって既に効力を発揮しています。私はご主人様のために魔族の情報を流す事はできても、魔族のためにご主人様の情報を流す事はできません。裏切りの心配なく、便利な駒こまとしてお使いいただけます」

「なら、魔族に戻ってこれからも今まで通り……」

　そう言いかけたところで、ゼフ陛下が口を挟んだ。

「それはできぬよ、ライドウ殿。その儀式は魔族における極刑。命に根ざす最古の儀式を連れん綿めんと改良し続けている魔族の秘蔵の儀式でもある。解除の代償は被術者の魂たましいの破壊。余程の重罪を犯した者にすら施せ術じゅつを躊躇う代物だ」

「いや、別に解除できなくても、僕の命令でそういう事にしておけばですね」

「ライドウ殿の言葉一つで魔族を必ず裏切る者を、魔王の子として所属させ続ける事は不可能だ。残念だが、政務に関わる部分に彼女は今後一切置いておけん。それとも君の国では極刑に処された者が再度国に復帰して元通りの生活を送る事は容易いのかね？」

「ぐ……」

　だからといって、魔族のメイドさんなんて連れて帰るのは常識的に無理だろう？

　荒野の果てのベースならまだしも、ロッツガルドではちょっと辛い。

　ツィーゲならあるいは──とも思ったけど、レンブラントさん個人はともかく、街全体が受け入れてくれるかは別問題だ。

　商会に置けない人をもらっても、正直困る。

　その上、彼女の人生もう決まっちゃいました的に言われても……。

「やはり死んでもらいましょう。それが本人にも私達にも魔族にも一番の選択ですわ。来世では勇いさみ足のない事を祈ってあげれば安心して死ねます、きっと」

　僕と陛下のやり取りに痺しびれを切らしたらしく、澪は誰に聞かれるのも憚はばかる事なく進言してくる。

　だが、サリはそれでも動じない。

「……それはご主人様のお考えでしょうか？」

「若様、言ってあげてください。邪魔だと」

　なんて無茶な事を僕に振ってくるんだ。

　どうする？

　僕達に儀式の解除ができるなら、それを前提でしばらく預かっておくというのも……。

「……識、この儀式解除できる？」

「それが問題の解決になるかは分かりませんが、一応時間をかければ解除は可能です。要は手順をとにかく面倒にしただけのようですから、この娘も死なずに済むでしょう。ただ、解析には相応の時間が……十年、二十年とかかっても不思議はありません」

　長っ……。

「その期間に何を話したか分からぬ以上、やはりサリは魔族に戻る事はできぬであろう。その時まで余が魔王であれば、匿かくまって隠居暮らしをさせるくらいは約束するが」

　その言葉からは、〝うんって言うなよ〟っていう僕へのプレッシャーがあからさまに感じられる。

　最後にこれを残していたのか、ゼフ陛下。

「もしもご主人様が死ねと仰るならば、ここで果ててご覧にいれます」

　サリは表情一つ変えずに言い放つ。

　あ、カチンときた。随分と死を軽く受け入れてくれる。

　このサリって子は、魔王の子として有望だったんだろう？

　そりゃ人なんて簡単に死ぬけどさ。

　約束とかすべき事を残した人がそれを容易く投げ出すのは、何か違う。

「そう簡単に死ぬなどと口にするものじゃないですよ、サリ殿」

「ですが、私はもうご主人様のものです。苦しめといえば苦しみ、死ねと仰せなら死にます。約束を守れなかった私にはお似合いの姿です」

「あのような約束一つで捨てるほど、貴女にとって命は軽いものだったのですか？」

「私にとってはあのような、と軽く考えられる約束ではありませんでした」

「ならば、そんな人は私には必要ありません。私は自分と暮らしを同じくする人には長生きしてもらいたいので」

「……分かりました」

「!?」

　一瞬の出来事。

　サリが。

　素早く取り出した短剣で自らの首を突き刺した。

　おい！　死ねとは言ってないのに!?

「サリ殿!?」

　返事はない。

　そりゃあ、そうだけど。

　というか、変だ。

　ゼフ陛下も、魔将も、誰も動かない。

「識、助けられるか!?」

「お助けになるのですか？　不要といった者を？」

「あのな。僕が要らなくても、死んでいいって話にはならないだろう！　大体、この娘は魔族では重要な──」

　識は静かに首を横に振る。

「重要な存在ならば、我々が動くまでもなく彼らが動いているでしょう。つまりサリ殿は、既に魔族の中での立場を完全に失っています。引き取る気がないのでしたら、澪殿が申されたように、このまま死なせてあげるのが彼女のためです。生きていても碌な暮らしは待っていないでしょうから」

　陛下を見る……いや、睨む。

　仮にも娘の一人として育てていた子だぞ？　それをこんな簡単に見捨てるのか!?

「ライドウ殿。言いたい事は分かる。だがサリは誰にも相談せずに、一人でライドウ殿から毛もう髪はつを手に入れて儀式を行ってしまった。そしてこの儀式は魔族では最低の烙らく印いんの一つだ。我らにはサリを救う事はできぬ。この場合、余の個人的な感情は、無意味だ」

　魔族は誰も動かない。

　それだけ、この儀式には絶対の意味があるって事だ。

　ルシアは何かに堪えるように唇を噛み締めているが、それでも動く事はない。ただじっと僕を見ている。敵意はない。同時に、サリへの情も感じられない。

　くそ、そんな風に睨まれる筋合いはないぞ？　いや、本当は睨んでなんかいない。僕がただそう感じてるだけ……。

　サリが勝手に儀式をして、隷属したのだけなのに！　なんでこんな風になる!?

　澪も、識も静観している。

　どうする？

　このまま、死なせるのか？

　サリとは大した面識はないし、特別な感情もない。

　妙に大人びていて、子供っぽさが足りないとは思うが、だからって子供らしさを教えようなんて、余計な事は思っていない。背伸びした魔族なんだな、ってくらいだ。

　なら……別に面倒なだけなら見捨てても……。

「ライドウ殿。その奴ど隷れいの事はともかく、少し言い忘れた事がある。今、良いかな」

　ゼフ陛下が地に伏すサリの横を通り過ぎて僕の近くに来た。

　あの血の量、そろそろまずいかもしれない。

　こんな時に、彼は何を。

「陛下、いえあの」

「いいから。少しの間だ」

　優柔不断に判断を迷っている僕を、陛下が少しだけ離れた場所に連れ出す。

　群集も、サリも、澪と識も見える場所だ。

（実はな、ライドウ殿）

　そうやって距離をとった上で更に、ゼフ陛下は念話を使って話しかけてきた。

（サリはな、魔王の子の中で唯一余の血を引く娘だ）

　っ。

　血の気が引くのが分かった。

　実の父親で、ずっと父として接した上で、陛下はサリにあの態度をとるのか。

　王としての立場を貫き続けるつもりなのか。

（一時の愛人が産んだ子で、本人も知らぬ事だ。余はまだ結婚をしておらぬし、実子はいない事になっているからな）

（貴方は、実の子を見殺しになさるのですか!?）

（先ほども言ったが、自ら最低の奴隷としての烙印を押した以上、庇かばう手段がない。たとえ実子でなくとも、魔王の子である以上最大の庇ひ護ごはする。だが、今回はそれすら逸いつ脱だつした案件なのだよ）

（なら、実子である事を僕に伝えた意味は!?）

（……あれをライドウ殿にもらってほしい。結婚などは望まぬ。あの烙印もある事だしな。ただ傍そばに仕えさせてやってほしいのだ。どんな辛い仕事に就つかせても構わぬ。それはあれの望みでもあろうしな。ただ一度だけ。遅すぎるが、父親として娘の我がままを叶えさせてはもらえんか）

（あんな望みでも、ですか。陛下、それはずるい！　ずるいでしょう!?）

（無論、承知している。いくら軽けい蔑べつされようと仕方ないと考えている。だが余は王である事を辞める事はできん。だから、このように卑怯な頼み方をする。話はそれだけだ。時間をとらせて悪かった）

　僕の体を解放すると、ゼフ陛下は元の場所に戻っていった。

　サリの姿は一瞥さえしない。

　くそ。

　くそ!!

　僕は…………。

　…………。

　……。




「多分、サリは後悔するよ。早まってその烙印を身に刻んだ事を」

「いえ。一生しないと思います。ご主人様がそう命じられない限り」

「……その話し方はやめてくれ。一番話しやすい話し方でいいから」

「……分かった。そのようにする、ご主人様」

　見送りの一行と別れ、吹雪の中、僕らは立ち止まっていた。

　もう魔族の目は届かない。

　視認されなければ、魔術的な探索は識が妨害してくれるから安心だ。

　だからこんな所で立ち止まっているんだけどね。

「若様は優しすぎますわ。犬や猫じゃないんですから、ぽんぽんと拾われては困ります。そんな娘、ものの役にも立ちませんのに」

　相変わらず不機嫌な澪が頬を膨らませる。

「私はなんとなく拾われるだろうと思っていましたが、どうなさるおつもりです？　魔族では商会で店員をさせるのも難しいですし」

　なんか、あの時は識も冷たかったよな。識なりに僕の事を考えてくれての事なんだろうけど。

　僕も僕で考えて考えて……結局、あの場での判断は〝助ける〟だった。

　見捨てるという選択肢も十分あったし、実際凄く悩んだけどね。

　ただ今後の生活が、魔族の一員として励んできたサリにとって居心地が好いものになるとはとても思えない。

　彼女には辛い人生が待っていると思うけど、それは覚悟してもらわなきゃいけない。

　僕の言葉で本当に死を選ぶくらいなんだから、文句は言わせない。

　だけど、人から生の自由を奪う決断をするのは、戦場で命を奪うよりも何故かきつく感じた。

「ロッツガルドも、ツィーゲも駄目なら、もう一箇所しかないじゃない」

「ああ、ケリュネオンですか。あそこなら魔族でも、まあ第一号として頑張ってもらう手はありますな」

　識がケリュネオンの事だと思って賛成する。

　違うよ。ケリュネオンじゃ、明らかに浮くでしょうが。

　あそこに魔族を住まわせる話もゼフ陛下からちらっと出たけど、やるならある程度の人数を同時に受け入れてからにするつもりだから、サリ一人での第一号はない。

　将来的にも……多分ソレは無理だろうと思う。

「いや、亜空に連れて行く」

　改めて、識の言葉を否定する。

『！』

「そう決めた」

「若様、しかしあそこでもこの娘は一人きりですよ？　他に魔族はおりませんし」

　澪はサリを、拾った動物を見るような目で見たままそう言うと、小さく溜息をついた。

「それに、クズノハ商会にとって、機密も機密。儀式に何か細工がなかったか調べるまでは避ける方が無難と考えますが」

　識も頷いて、少し眉をひそめる。

「いいんだ。サリはあそこから一生出さない。だから何を知ろうが掴もうが意味はない。絶対に脱獄できない座敷牢で一生内職して生きてもらうようなものなんだからね」

「私はどこに連れて行かれようと、ご主人様のする事に反論はない」

「ああ、分かってる。今から連れて行くよ。サリの……終ついの棲すみ家かになる場所にね」

　せめてそこで、彼女が魔族での立場を忘れて何か生きがいでも見つけてくれれば、僕の罪悪感も少しは薄れるだろう。

　見捨てる事もできず、でも真正面から受け止める事もできず。

　生なま殺ごろしのような判断だと自分でも思う。

　少なくとも、サリの行動は突発的なもので、魔族の組織的な意図はない──儀式への反応からそう判断する事はできた。

　それだけは救いだけど……。

　まだまだ甘いんだろうな、僕は。

　正直、〝腕〟を作った時に深く潜りすぎて、変な感じだったのもある。

　だからサリを可哀相だと思う普通の人っぽい感情に、単純に従いたかったのかもしれない。

　久々の亜空への帰還、それも新たな住人を連れて戻るっていうのに、なんとも重い気分だ。

　これは気分転換が必要だな。

　まだ魔力も回復しきってないし、ちょっと骨休めするのもいいかもしれない。





◇◆◇◆◇






　ああ、やってしまった。

　最悪かもしれない。

　僕は夢を見ていた。

　また〝あの〟夢だ。

　相当疲れていたんだから、今日は亜空じゃなくてロッツガルドで休むべきだった。

　迂闊だったなあ。

　直感的にあの妙な夢、巴にも調べられない本当に奇妙なそれを見ている事に気づいて、内心頭を抱える。

　周囲は真っ暗な空間で今回はまだ何も見えないけど、またそこには僕じゃない〝僕〟がいるんだと思う。

　……はぁ。

（憎い）

　ん？

（憎いんだ。俺は全部が憎い。女神も、こんなくそったれな世界も、そこに住んでる奴も──）

　これまでとは全く違うパターンで視界も一切ないものの、多分これは〝僕〟の思考だと思う。

（善ぜん人にん面づらして人を利用するだけ利用したあの女も、ハーレム作って人のものにまで手を出そうとした色ボケのガキも。全部吐き気がする！）

　随分とまた、極端な考えだな。

　女神と世界の酷さについては肯定するけど、善人面した女ってのは……もしかして響先輩？　で、色ボケのガキは間違いなく智樹だな。

　勇者二人も憎いと思うほどの何かが、この〝僕〟にはあったのかな？

　事情も状況も、僕とはかけ離れているみたいで正直想像もできない。

（……なのに）

　あれ？　なんか、様子が変だ。

　というか、何かが僕の中からこみ上げてくる。

　この感じは初めてだ。

（どうして殺しても殺しても殺しても殺しても、何も感じないんだ。復ふく讐しゅうが成ったなら、仕返しをしたのなら。もっと充足感があるはずだ。どうして俺は奴らをいくら殺しても全く、何も、喜びを覚えない？）

　ううっ、気持ち、悪い！

　腹の中に手を突っ込まれてぐちゃぐちゃにかき回されながら、目隠ししたままぐるぐるバットでもしているみたいな……。

　駄目だ！

　酷い吐き気に堪えかねて、僕は口を開ける。

　何も出ない。

　そりゃあ、これは夢だから、そういうものなのかもしれない。

　でも、寝室の僕はきっと……。

　気分は最悪だ。

　僕は嘔おう吐と感に敗北して無様に口を開けたのに、奴はまだ許してくれない。

　依然として変わらぬ最悪な気分を僕に提供し続けてくれる。

　ズキズキと頭も痛む。

　これはたまらない。

　本当に、地獄だ。

　勘弁してほしい。

（もっと殺せばいいのか？　女神も世界も、そこに生きてるクズどもも。皆殺しにすれば、少しは嬉しくなれるのか？）

　ヤメロ。

　お前の声は僕をもっと気持ち悪くする。

　加速する嘔吐感を少しでも抑えたくて、聞こえてくる独白が止まるように願う。

（俺はもう帰れない。味方も誰もいない。皆敵だ。だったら、敵意には死を与えるべきだ。そうすれば危険が減る。人は皆殺しだ。子供は大人になるし女は子供を産む。そうだ、情けは俺を殺す。殺される前に捨ててしまわ──）

　やめろおおおおお!!

　気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い！

　誰でもいい！

　この吐き気を！

　イカレた夢を消してくれ!!




「すまなんだな、坊ぼう。儂の贈り物が、ちと悪さをしたようじゃ」

「あ、え？」

　僕の心の限りの叫びを聞き届けてくれた存在がいた。

「久しい、というほどではないが。また会ったの。儂の事は覚えておるか？」

「あ……大だい黒こく天てん様？」

「うむ。覚えていてくれて嬉しいぞ。早速じゃがここ最近、妙な夢を見ておったろう？」

「……はい」

「内容はどの程度覚えておる？」

「どれも、別の僕が誰かと話していたと」

「……ふむ」

「あれは、なんでしょう。僕の未来ですか？　この先、あの夢のいずれかが現実になるというような」

「ふふ、坊。それはずるい聞き方じゃ。既にお前はそうではないと推測を得ておる」

「それは……」

「よい。儂の手違いには変わりないのじゃからな。あれはお主が考えていたように、別の進み方をしたお主の姿じゃ」

「つまり、この世界ではない僕の話ですか」

「……そうであって、そうではないが。詳しく説明しても今は理解できぬであろう。なに、その程度の認識ならば気にするまでもない。坊は何も心配せずこれからも生きれば良い」

　大黒天様は穏やかな表情を崩さずに、僕の正面にいる。

　あの暗闇と、逃げられなかった嘔吐感、鈍い頭痛は全部一緒に消え去っていた。

　当然、あの声もだ。

　朝日とまではいかなくても、明るくなりはじめた早朝くらいの薄い光が辺りを覆っている。

　だから大黒天様の姿もはっきりとは見えない。少しぼんやりしている感じだ。

　表情や僅かな装飾品が見えるだけで、あとはうっすらとしている。

　僕の顔も涙とか鼻水でぐちゃぐちゃだ。なら明るいところに出るのはちょっと恥ずかしいからちょうどいいか。

　そんな風に思える程度には思考が回復してきていた。

「でも今の吐き気は一体」

「今回は、かなり坊と近い存在と深く繋がったんじゃろうな。だから〝見る〟のではなく〝感じて〟しまったんじゃ。あの者の感情を」

「あれが、感情？」

　断言できる。そんな生易しいものじゃなかったぞ!?

「……人はそれぞれに経験を重ね、様々な想いを抱えて生きる。あの者はあの場面で、感情を高めに高めていた。己では何も感じぬと考えながらな。戸惑いや絶望や怒りや悲しみ……色々な感情が一まとめになって渦巻いておった。そこへ、なんの経験も共有していないまっさらな坊がいきなり入り込んでそれを味わえば、処理などできようはずもない。それが、不快感の正体じゃな」

　大黒天様が心安まる笑みを浮かべてくれた。

「安心せい。あのような状況になる可能性は、今のところ相当低いわい」

　神様のお墨付きか、ありがたいね。

　でも……。

「ありがとう、ございます」

「口でだけそう言われても説得力がないぞ、坊。まだ納得できんか？　あまり別の世界の事など話すものではないが、詫びを兼ねて少し教えてやろう。よいか、坊だけじゃ。創造、などやってのけた深澄真という存在は、坊だけなんじゃよ。つまりあの瞬間、あの腕を創造した瞬間に、坊は別世界のあらゆる深澄真とは異ことなる道を歩き出したと言ってよい。これまでに見た夢など忘れてしまっても問題ないわ。むしろ、下手に参考にして引きずられる方が勿体無い事じゃぞ？」

　創造？

　あ、あの白銀の腕か。

　識が亜空に運んでくれたやつ。巴が久々に興奮してた。

　でも、あれは魔力を物質化しただけで、創造とは違うような。ドワーフが武具を作る延長のようなものじゃないのかな？

「……いえ、あれは創造ではなくて、もっと強引な違う行為だと思うんですが？」

「ほっ、創造に強引も柔じゅう軟なんもないわ。魔力をもって世界に存在しないモノを新たに生み出す。それ即ち創造じゃ。坊は世界誕生のような荘厳なもんを考えとるかもしれんが、小石一つでもこの世に〝創り出した〟なら、それは十分に創造なんじゃぞ？」

　それって、かなり凄い事のような。

　月つく読よみ様だって創造の力は特別とか言っていたし。

　僕がやったのは魔力の物質変換みたいなものだと思っていたのに。

「あの、だとすれば、僕はとんでもない事をしたのですか？」

「おう、したぞ。神ですら限られた存在にしか行使できぬ力を、人の身で扱ったのじゃから。女神も儂らの首輪がなければお前の所に飛んでいって、すぐにでも戦争を始めておったじゃろうな」

　あ、危ねえ。

　すっごく危なかったじゃないか。

「それも儂らが命じた弓の修練と魔力の増大が原因の一つでもあるからのう。まさかアレほど力任せに創造の筆おろしをしようとは、いやはや恐れ入った。久方ぶりに血が滾たぎったわい」

　……大黒天様は血が滾ると、すごく危険だと思います。

「まあ、良い傾向じゃよ。真、お前はな。情に依より王道を行ってはいかん。理に依り覇は道どうを進むのもいかん。その逆ものう。急ぎすぎずともよい、ゆっくりじゃ。ゆっくりでいいから、その時その時に考えて、決断して、お前が良いと思う事をするのじゃ。自分でも既に気づいておるかもしれんが、お前は本来目を覚ます事すらなかったはずの厄介なモノを抱えておる。ソレに呑まれず、ゆっくりと人として前に進め。良いな、ただ破壊に逃げるでないぞ。その点では、あの魔族の娘への決断はなかなかじゃった。王としての判断なら不合格じゃが、人としては悪くない」

「……よく考えて動きます。すみません」

「っと、説教ではないのに、すまんの。元々は儂が種を蒔いた上での迷惑じゃった。竜に蜘蛛に、骸むくろか。既に実に面白い下僕を得ているが、次も……」

「次？」

「あ……くく、しもうた。いかんな、坊と話していると、どうにも口が軽くなる。とにかく、もうあのような夢は見ずに済むようにしておく。一度起きて、顔でも洗ってまた休め。朝からはまた忙しいぞ」

「朝？」

「ふ、これ以上は喋らんでおくかな。ではな、坊。……いずれあの白銀の腕で儂のピナーカも受け止めておくれ。生きて再びまみえる事を期待しておるぞ」

　余よ韻いんを残す事もなく、大黒天様の姿は掻き消えた。




　そして、僕はベッドで上半身を起こしている。

　良かった、寝ゲ○はしてなかった。

　何度か瞬まばたきをして、それから顔を洗いに行った。

　時間はまだ零時くらい。

　寝たのが早かったからなあ。

〝次の従者〟とか、〝朝から忙しい〟とか、不吉な事も色々言ってたけど、あの悪夢を止めてくれたのは大黒天様だ。

　思えば、なんの用でいらっしゃったのか。

　まさか僕のためだけに？

　いや、流石に神様がそんな事はしないだろう。

　……そもそも神様の真意なんて分かるはずもないか。

　寝よ。

　神様がそう言ったんだし。

　うん、寝よ。

　僕は頭から布ふ団とんを被って、静かに目を閉じた。
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